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　プロローグ




　子供のころの夢は、かわいらしいお嫁よめさんだった。

　素す敵てきな旦だん那なさまと出会って、その人の子供を生んで、毎日笑って暮らすのだ。

　もちろん、人生の最後について想像なんかしたことはなかった。想像するのは楽しい未来ばかりで、自分の死について、考えたこともなかった。

　あの日。

　医者に、余命を宣告されるまでは。

「…………」

　医者はこう言った。

　脳の中の手術では取り除けない部分に、腫しゆ瘍ようがある、と。

　その腫瘍はどんどん大きくなっており、おそらく十八までは生きられないでしょう。

「…………」

　最初にそれを聞いたときは、ふざけるなと思った。

　泣き叫さけんで、世界を呪のろって。なんで私ばっかり。なんでこんなことにって、そう思った。で、泣いて泣いて泣き続けてたどりついた答えは、泣いていても結局、寿じゆ命みようは減っていく──っていうことだった。

　なら、一秒でも笑っている時間を増やすべきじゃないかって、思うようになった。

　短い人生でも、楽しかった！

　私はやりきった！

　誰だれにもかわいそうなんて言わせないような、誰にも負けない人生を歩んでやろう！　って、そう、思いながら今日まで頑がん張ばってきたのだが。

「……さーて、みなさんおそろいの中、ちょっとしんみりした話をさせていただきまーす」

　そう、碧あお水み泉いずみは言った。

　その言葉を言うとき、少しだけ自分の声が震ふるえそうになるのを感じた。

　それをみんなが感じたかはわからないけれど、やはり、こんなことを家族以外の人たちに言うのは初めてだから、体が緊きん張ちようするのを、感じた。

　いま彼女がいるのは、いつもの生徒会室だった。

　会議用の机に、ホワイトボードくらいしかないその教室で、月げつ光こう、日向ひなた、大たい兎と、ヒメア、ハスガ、セルジュ、黒くろ守すの前に、彼女は立っている。

　美み雷らいはいない。

　どこにいったのかはわからないが、携けい帯たいの電源が入っていないようで、連れん絡らくがつかなかった。

　でもそれでいいと思う。話す必要がない相手には、極力、伝えたくない話だから。

　泉は言う。

「いやー、でも、そんなにしんみりしてないかも。ここにいる人たち、みんなすごい人ばっかりだし……それに、まさか《預言》で、たった十九日後に世界が滅ほろびる～なんてことになってるなんて知らなかったから……」

　が、そこでこの学校の、生徒会長様が言う。

「能書きはいい。さっさと本題に入れ」

　泉はそれに、月光を見つめ、それから黙だまる。心の準備をしようと、もう一度深呼吸をする。

　そして、言った。

「……その、すっごいプライベートな話なんだけど」

「だからなんだ」

「あの、私ね、その……」

「…………」

「実は、脳に腫瘍があってね、十八までは生きられないって、宣告されててね」

「はぁ？」

　と、月光は言おうとした。

　そしてすぐにわかった。

　月光の顔に、大兎の顔に、ハスガとセルジュの顔に、労いたわりや、憐あわれみの表情が浮うかびかけるのが、わかった。

　みんな、優やさしいのだ。だからそういう顔になることは、わかっていた。

　で、これを言ったあと、もう二度と、前のようには接してくれなくなるというのも、わかっている。

　実際に家族がそうだったから。

　弟たちは、病気のことがわかるまでは、ふざけんなー！　と叫びたくなるほどわがままだったのに、病気を知ってからはすごくいい子になってしまった。なんでも言うことを聞いてくれる子たちになってしまった。

　父親も母親も、なにをしてもまるで怒おこらなくなってしまった。

　でも、そんなの嬉うれしくなかった。

　腫瘍があったって。

　十八までしか生きられなくたって。

　いつもと同じように接して欲しかった。

　だってまだ生きてるのだ。

　私はまだ生きてるのだ。

　普ふ通つうの子たちと同じように、生きてるのだ。

　だから、私は必死に笑った。

　元気だと。気にしてないと。それどころか、前以上に頑張って楽しんで生きていこうって思ってるって、伝えようと頑張った。

「…………」

　そう、すればするほど、家族は優しくなってしまったけれど。

　そしてそのときにはもう、私は、素直に泣けなくなっていってしまっていたけれど。

　でもそれがまた、ここでも起きようとしていた。

　あの月光でさえ、表情が変わるのだ。憐れみの表情が、顔に浮かぼうとして。

　そしてそれに、彼女は慌あわてて言葉を続けようとした。相手に発言させずに、先の言葉を続けようとした。

　だが、月光の言葉のほうが、早かった。

　月光はこう言った。

　こちらを真っ直すぐ見つめ、

「はっ、おまえだけ、ずいぶんと長生きじゃないか」

　それに泉は、言葉を止める。

　少しだけ唖あ然ぜんとした顔で月光を見る。

　そしてそれから、自分の中の恐きよう怖ふが急速に消えていくのを、感じる。反対に、笑い出したくなるような感情が、胸の中にわき起こるのを感じる。

　やはりここの人たちは、違ちがうのだ。

　日々、死と隣となりあっているから、ずっと独ひとりで抱かかえていたこの不安と、絶望を口にしても、それを共有してくれるのだ。

　まったく気にせず、受け入れてくれる。

　だから彼女は、笑った。

「あはは、実はなにげに、そうだったんだよねー」

　と、嬉しそうに笑った。

　するとハスガが言ってくる。

「おい泉」

「んー？」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ほえ？」

「おまえ、泣いてるぞ」

「え……」

　と、彼女は自分の頬ほおに触ふれる。

　すると確かに頬が濡ぬれていて。

「あ、いや、これは……」

　すると大兎が言う。

「って月光、いまのはおまえ、だめだろ～？」

「あ？　俺のなにがだめだ？」

「はぁ？　どう考えたっていまのは……」

　が、それに泉は慌てて言う。

「いやいやいやいや、大兎っち、違うから。あの、この涙なみだは嬉し涙だから」

「へ？」

「んと、えっと、いいの。とりあえず、そういうことじゃなくて、話続けさせて」

　するとそこで、セルジュがすっと立ち上がり、こちらにやってくる。ハンカチを一枚、渡わたしてくる。それから生徒会の面々のほうを振ふり返り、言う。

「まったく、これだから童どう貞ていさんたちは困るんですよねぇ。女性が泣いていたら、することは一つでしょう？　まずハンカチを渡す。それからぎゅっと抱ほう擁ようする。はい泉さん、抱擁しますよ」

　という言葉に、泉は素直にうなずいて、言った。

「ノーサンキューでお願いします」

「えー」

　とセルジュが不満そうに言う。

　するとハスガが、

「はっ！　ふられてやんの！」

　と、笑う。

　そしてその光景に、泉は本当に、心から自分が救われていくのが、わかる。

　十八まで生きられないと言っても、憐れまれないことに。

　慰なぐさめられないことに。

　というかここの人たちは、今日にも死ぬかもしれなくて。

　そうじゃなくても世界はもう、十九日しか残ってないかもしれないこの状じよう況きようで。

　まだ、十五歳の少女が、十八までしか生きられない、なんて言い出してもそれは、いまいち切せつ迫ぱく感のない話なのはわかるのだが。

　いや、それどころか、

「あ、ちょっといいですか？」

　なんて突とつ然ぜん、月光の双ふた子ごの弟が手を上げる。日向だ。日向は冷たい瞳ひとみのままこちらを見つめ、

「ちなみに言いますが、僕の寿命は残り八か月まで減っています。で、その八か月をどう切り売りして、うまい具合に大きな呪じゆ法ほうを使えるか、というのに日々悩なやんでいるのですが、もしよければあなたの寿命も二年くらい、僕にくれませ……」

　が、それを遮さえぎって、ハスガが言う。

「やるわけねぇだろバカが！」

「はて？　なぜ彼女の寿命について、あなたが答えるんですか？」

　という問いに、しかし今度は月光が言う。

「おまえももう、命を売るな馬ば鹿かが。《預言》は止める。おまえは残った寿命をちゃんと全まつとうしろ」

「うーん、そんな覚かく悟ごで、《預言》を止められるとは思えないんですけどねぇ」

　なんて会話が、される。

　それに泉は、セルジュからもらったハンカチで涙をぬぐってから、今度こそ笑う。誰だれも自分を憐れんだりしない、優しい仲間たちを見つめて、笑う。

　そして心の底から、この生徒会に入って、よかったと思う。

　もしも十九日後に世界が終わって、人生の終わりがきても、この生徒会の仲間たちと全力で過ごせたならきっと、後こう悔かいがないだろうな、と、そう思えるから。

　でも、いまはそんな話をしたいわけでは、なかった。というか、そもそもこの、腫しゆ瘍ようの話は、する必要がなければしたくなかったのだ。

　だが、そういうわけにもいかなくなってしまった。

　それは、《預言》を見たから。

《軍》の開発した装置を使って、《預言》にアクセスしたから。

　そして彼女は、自分の未来について、見た。

　それはもう、破は滅めつの《預言》が成じよう就じゆする、直前の光景のように、見えた。

　そこで、自分は何者かに操あやつられて、月光に告白しようとしていたのだ。告白するフリをして、月光を──《鴉からす》と呼ばれていた月光を、殺そうとしていたのだ。

　でも、それを命じているのが何者だったのかは、思い出せない。どんな姿をしていたのかを見たはずなのに、思い出せない。

　でも、そいつは、そいつは……

「……い、痛っ」

　しかしその話をしようとしたところで、急に頭が痛くなった。

　泉は悲鳴をあげて、倒たおれそうになる。

「泉！」

　ハスガが叫さけぶ。

　月光も立ち上がっている。

　こちらにこようとする。

　だが、その全部がどうでもよかった。あきらかにこれは、自分の脳の中にいる何者かに、邪じや魔まされているのだ。

　だから、それを伝える。

　仲間たちに、それを伝える。

　私の脳の中に、敵がいると。

　私の腫瘍の中に、なにか得え体たいの知れないものがいると。

　が、それを叫ぶ前に、頭の中で声がした。




《探さぐらないでって、言ってるのに。あなたの寿命が縮んでしまう》




　女の声。

　どこかで聞いたことがある、少女の声だった。

　だが、それが誰だったかを判断できるほど、もう余力はなかった。頭があまりに痛くて。そのまま脳みそが爆ばく発はつしてしまうんじゃないかというほどに、ズキズキと痛くて。

　でも泉はそれに、笑う。

　楽しそうに笑う。

　そして、思う。

　寿命？

　寿命が縮む？

　どうせ十八までしかないのに？

　世界は残り十九日しかないのに？








[image: ]








　なら、今日死んでも、意味あることができたなら。

　仲間たちに未来に繋つながる情報を伝えられたなら、私は、それで十分満足を……

「私の頭に、なにかがいる！　未来でそいつは、月光ぽんを殺そ……」




《なら死になさい》




　頭の中で声がした。

　刹せつ那な、自分の膝ひざががくんっと落ちて、床ゆかについてしまうのがわかる。

　頭の奥に、脳がねじまがっていくような痛みが走り、もう、破は裂れつする！　と、そう思った瞬しゆん間かん。

「呪のろえ、凶剣スペル・エラー」

　机を飛び越こしてきた月光が腰こしの剣けんを抜ぬいた。そして泉の頭に、剣を突つき立てた。

　剣は泉の頭に刺ささるが、しかし、泉を傷つけたりはしない。この剣は、使用者の傷つけたいものだけにしか干かん渉しようしないのだと、月光が言っていたのを聞いたことがある。

　つまりいま、月光の剣は泉ではない、別のなにかを呪っているはずだった。

　彼女の脳の中に住む、ナニかを。

　月光がにやりと笑う。

「手て応ごたえ、あったぞ。おい泉。意識はあるか？」

「……ふぇ？」

　それに彼女は、目を上げる。

　自分の頭が剣で突き刺されている、なんていうとんでもない光景を見上げて、

「い、意識、ある」

「痛みは？」

「消えてる」

「よし、そのまま動くな。こいつをいまから、えぐりだしてやる」

「……あの、すっごい怖こわい表現なんだけど……私、死なないかな？」

「さてな。だがこのままじゃ十八までしか生きられないんだろう？　なら、ここで治ち療りようする必要がある」

「んと、いま死ぬか、十八で死ぬか、選べってこと？」

　が、月光は言った。

「いや、すべての決断を下すのは俺だ。雑ざ魚こは黙だまって、俺を信じろ」

「ええー」

　と言いながら、泉はやはり、笑う。

　笑ったまま、

「でも、まー、生徒会長のことは信じてるから、お任せします」

　と、言う。

　頭に剣を刺されたまま、ちょこんと床に正座する。

　すると月光が少しだけ嬉うれしそうな表情になり、それから再び緊きん張ちようしたような顔で剣を握にぎる。

　背後でハスガが言う。

「おいてめぇ、失敗したら許さねぇぞ」

　続いて日向が言う。

「手伝おうか？　兄さん」

　最後に大兎が、

「月光、俺も信じてっから、失敗するなよ」

　なんて声がして。

　だが、そのすべてを月光は無視して、言う。

「……泉、目を閉じろ」

「ほい」

「心配はいらない。俺に任せておけ」

「心配してないよ？」

「なら、震ふるえるのをやめろ。剣を真っ直すぐ引き抜けなくなる」

「あはは。んーと、頑がん張ばる」

　が、そこで手が握られる。それも、両手が何か所も握られる。まるで私の震えを止めてくれようとしているように。独りじゃないと、教えてくれるように、みんなが手を、握ってくれて。

　そしてハスガの声で、

「一人で頑張る必要ねぇよ」

　なんてことを、言われる。

　それに泉は一瞬、泣きそうになり、それから笑って、

「じゃ、みんなで頑張るね」

「そうしろ」

　と、ハスガが言う。

　それから月光が、

「よし。じゃあいくぞ」

「うん」

「剣を抜く」

「はい」

「一、二……」




　三、と月光が言った瞬間、泉の意識はなくなった。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　目を覚ますと、そこは病室だった。

　白い天てん井じよう。

　白いベッド。

　自分の手を握って寝ねているハスガ。

　それを見て、泉は体を起こす。ハスガのほうを見る。

「なーんか私、最近こればっか繰くり返してる気がする」

　と、小さく笑う。

　するとハスガが目を覚ます。こちらを見る。そこには憐あわれみの表情が浮うかんでいる。

　よく知っている、あの顔。

　それに泉は笑って、言う。

「腫しゆ瘍よう、取り除けなかったんだ？」

　というと、しかしハスガは首を振ふる。

「それは腫瘍じゃなかった」

「おおー、新情報」

「頭にあったのは、袋ふくろだ。呪じゆ術じゆつ袋ぶくろ。中にはやはり、呪術が収められている」

「ほうほう」

「だから呪いを解呪できれば、おまえは死なない。もう、十八で死ぬってことに怯おびえなくていい」

「……そうなんだ。でも、解呪できなかったから、ハスガっちは私を憐れんでくれてるの？」

　が、ハスガはこちらを見上げて、言う。

「別に憐れんでない」

「でも、そんな顔してるよ？」

「……おまえがいっつも、病気を隠かくして笑ってたのを思い出したら、こういう顔になった」

「あはは」

「とにかく、もう怯える必要はない。呪いは解呪してやる。俺とセルジュは、どんな呪いでも解呪できるんだ。他ほかにも、月光や、黒守、《軍》もいる。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》も、日向もな。相手が呪いの類たぐいだとわかれば、いくらでも方法はあるだろう。すでに呪術袋に封ふう印いんを施ほどこして、治療は始まってる」

　なんて、ハスガは言う。

　本当に、腫瘍だと思っていたこれは、治療が可能なようだった。

　そんなことになるなんて思ってもみなかったからそれはとても新しん鮮せんで。

　それでいて、あまり実感を持てなかった。

　だからこう、言ってみた。

「じゃあ、問題は《預言》だけかぁ」

「……そうだな」

「じゃあじゃあ、あれか。死なないなら、恋こいとかしちゃいけないって、思い詰つめなくてもよくなっちゃったのか」

「……あ？」

「ねえハスガっち」

「ん？」

「ハスガっちは、私のことが好き？」

「はぁ？」

　と、ハスガはこちらを見て、ちょっとだけ驚おどろいたような顔になる。

　それから、

「す、好きじゃねぇよ」

「そなの？」

「ええと」

「あんまり優やさしくすると、私勘かん違ちがいしちゃうぞー！　ガオー！」

　と、両手をあげて見せる。

　それにますますハスガが困った顔になるので、泉はそれに笑う。

　へらへら笑う。

　そしてそれから、自分の頭を触さわる。呪いが入っているという、頭を触る。

　呪いはまだ、解けていないのだという。

　そしてきっと、それを解くのが簡単なら、ハスガはこんなふうに大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫とは言ってこないと思う。

　だからまだ、自分は死ぬ可能性があるのだ。

　そしてそれに気づいていながら、いま、少し、ハスガに甘えてしまった。

　悩なやむのは《預言》だけでいいのか、なんて。

　恋とかしていいのかな、なんて。

　ハスガは相変わらず困った顔をしている。それに彼女は微笑ほほえんで、

「なんてねー。冗じよう談だん。困らせてごめんね」

　と、言う。

　するとそれにハスガは腕うで組ぐみをしてこちらを見て、それからなにかを言おうとして、しかしそこで、携けい帯たいが鳴る。

「ん？」

　と、ハスガは携帯を取り出す。出る。

　そして答える。

「ああ、麻ま酔すい切れて、起きたよ。うん。わかった。連れてく」

　と言う。

　携帯を切る。

　そしてこちらを見る。

「泉、次の処置にいく」

「あ、そんな勢いで治ち療りようされるんだ」

「《預言》を解く鍵かぎになるかもしれない案件だからな」

「ふむふむ」

「だから、速そつ攻こう治療して、不安を消そう。あ、でも、まだ体調が戻もどらないなら」

　が、彼女は首を振って言った。

「だいじょうーぶ。もう元気いっぱいなので、さあ、《預言》をぶっとばしにいこかー！」

　と、起き上がる。

　ハスガも笑って、立ち上がる。




　そして二人は揃そろって、病室を出た。








　第一章　幼馴染みや




「あなたを愛してる！」

「俺もだ！」

　ぎゅ！　と、抱だき合う二人。




　なんて光景が、用務員さんの部屋に設置されていたテレビから流れている。

　昼の学校。

　だがそこには、生徒たちはもういない。

　いや、教師も、用務員さんもいない。

　現在宮みや阪さか高校は、完全休校中だった。

　当然だろう。

　ここはもう、戦場になってしまっているのだから。

　おまけに今日の日付は九月十五日。

　つまり《預言》された破は滅めつまで、残り十三日しかない状態。

　もう、学校なんていくだけ無む駄だなくらいの状じよう況きようで。

　もしもその、破滅の《預言》に対たい抗こうしようとするのならば、一秒でも無駄にしないでなにかを頑がん張ばらなきゃいけないはずなのだが、しかし！

「ちょっと待ったぁ！　由ゆ美みは、由美はおまえにはやらねぇ！」

　と、第二の男がテレビの中に登場する。

　そしてそれをせんべいを食べながら、大たい兎とはヒメアと、泉いずみの三人で見ている。

　泉がせんべいをくわえながら言う。

「ふーむ。これ、どっちとくっつくのかなぁ？」

　するとヒメアが、大兎の腕うでにべったりくっつきながら言う。

「人間の恋れん愛あいになんか興味ないから」

「でもでも、ヒメちゃん人間の大兎君が好きじゃん？」

「大兎は特別だから♡」

「じゃあ、大兎っちに、『ちょっと待ったぁ！　ヒメアは、ヒメアはおまえにはやらねぇ！』って叫さけばれたらどうする？」

「きゃぁあああああ♡　叫ばれたぁああああああああい！」

「ほらー！　じゃあじゃあ、ちょっとやってみる？　おまえにはやらねぇごっこ！」

「やるやる」

「んじゃー、あれね。最初抱き合う役の男が私ね」

　と、泉がせんべいをおき、両手を広げて言う。

「ヒメア、愛してるぜ！」

　ヒメアはそれに慌あわてて、こちらの様子をうかがうように見て、それから、泉の胸に飛び込み、

「わ、わ、私も！」

　と言ってから、また、ちらっとこちらを見る。

　泉もこちらに目配せしてくる。

　チラ。

　チラチラ。

　それから泉が言う。

「……ちょっと大兎っち、空気読んで～」

　なんて言ってくるが、それに彼は答える。

「あの、俺このテレビドラマ前に見たことあるけど」

「へ？」

「いや、これ再放送だからさ」

「ほうほう。んで？」

「このヒロイン、なんと突とつ然ぜん出てきた第三の男とくっつくよ？」

「えええええええええええええ!?　って、ネタバレすんなぁああああああああ！」

　と泉が楽しそうに叫ぶ。

　そして叫ぶ泉の胸で、ヒメアが相変わらず、ちらちらこちらを見てくる。どうやらこちらは、大兎が例の言葉を言わないと納なつ得とくしなさそうで。

「えーと、あー、なんだっけ。とにかくヒメア」

「う？」

「こっちおいで」

「うん♡」

　それで、嬉うれしそうにこちらに戻ってくる。胸に抱きついて嬉しそうにする。

　テレビの中では、

「私のために、争わないでーん！」

　と、ヒロインが叫んで走り去っていくが、それに泉が言う。

「な～んか、どっちともくっつかないとわかっちゃってると、これも修しゆ羅ら場ばに見えないねぇ」

「はは、かもな」

「まるで《預言》みたい」

　なんて、泉が言う。

　それに大兎は、泉のほうを見る。彼女は相変わらずテレビを見ながらせんべいを食べている。

　だが、いまは本当に、そんなことをやっていていい状況ではなかった。

　なにせ物語のオチは、すでにネタバレされているのだから。

　すべての人間の、すべての生き物の、すべての世界の物語はあらかじめ《預言》に書き込まれており、もうすぐ破滅すると、ネタバレされてしまっているのだから。

　たとえば今日、ここでダラダラせんべいを食べている、ということさえ、そこには書き込まれていて。

「……ってか、うんざりするほど平和だなぁ」

　と、大兎はうめくように言って、窓の外を見た。

　窓の外はもう、九月半ばだというのにギラギラと太陽が照りつけている。

　だが、この用務員室はクーラーが効き、せんべいとテレビがあり、快適の極きわみで。

「……人間快適だと、破滅とかどうでもよくなるねぇ」

　なんて言って、泉は明るく笑う。

　彼女はどうやら、すっかり元気なようだった。数日前、腫しゆ瘍ようのことを突然カミングアウトしたときはびっくりしたが、あれから《軍》の治療を受けることになり、脳に呪じゆ術じゆつが封ふう入にゆうされていることがわかり、それをみんなで必死に解こうとしている──という状況で、治療は確実に前に進んでいるというのは、聞いていた。

　おまけにその呪のろいが、《預言》に影えい響きようしそう、ということもあり、《軍》も本気のようだった。だからきっと、治療もうまくいくだろう──と、信じているのだが。

　大兎はせんべい食べ食べテレビを見ている泉を見て笑って、

「…………」

　それから、今度は窓の外へと目を向ける。

　すると外の校庭ではいま、月げつ光こうが必死に走り回っているのが、見えた。

　校庭に大きな魔ま法ほう陣じんを描えがいているのだ。

《預言》に対抗するために。

　神に決められてしまっている未来から、逃のがれるために。

　月光は必死に、あがき続けている。

　いや、もちろん大兎も、ヒメアも、泉も、他ほかの生徒会のメンバーたちも、必死に動きまわっていた。この、お昼の休きゆう憩けい時間がくるまでは死ぬ気でやれることを、やろうとしていた。

　だが、延々休みなく働くことを、月光が禁止したのだ。

　必ず数時間に一度、休憩を取ること。

　睡すい眠みんはきっちり取ること。

　そういうルールを、月光が決めたのだ。

　で、なければ、余よ裕ゆうがなくなってまともに頭が回らなくなるから。心に余裕がなくなるから。

　だからそれにいま、大兎たちは無理矢理従わされていた。

　お昼の休憩を、クーラーの効いた用務員室で取っている。

「ってか俺、死ねば体力回復すっから、休む必要ないんだけどなぁ」

　という言葉に、泉が言う。

「余裕って、体力とは関係ないと思うけど」

「そんなもんかね？」

「たとえばこの、テレビドラマの中に、意外な解決策が潜ひそんでる可能性も……」

「ある？」

「わかんない」

「なんだよそれ」

「少なくとも、大兎っちがネタバレするまではあったんだけどねー」

「えー、俺のせいかよ」

「あはは」

　と、泉は笑う。

　ちらっと時計を見る。

　時刻は十二時二十五分。

　休憩時間が終わるまで、あと五分ある。

　それに泉は小さく笑って、

「あは……月光ぽんがあんな必死に走ってるの見ながら休むのは、やっぱ辛つらいけどねー」

「あ～いつ、俺らは休ませてんのに、あきらか自分は休んでねぇしなぁ」

「そうそう」

「んじゃ、今度の全体会合で、休憩は全員一いつ緒しよに取る案を提案してみようか？」

「あ、それいいねー」

　するとそれにヒメアが言う。

「あ、じゃあじゃあ、私は大兎と二人っきり案を提案してみようかなー」

「それじゃ意味ないじゃん」

　と、大兎は言って、笑う。

　テレビではいつの間にか、ドラマのエンディングロールが流れている。大兎はそれをぼんやり見つめ、それから、

「ほいじゃヒメア、そろそろ持ち場に戻もどろうか」

「やだー」

　と、さらに抱だきついてくるのをそのままに、大兎は立ち上がる。ヒメアの軽い体を小こ脇わきに抱かかえる。

「ほいじゃ、俺らいくわ」

　すると泉がこちらを見上げ、

「ほいほーい」

「泉もまた、《軍》の治ち療りよう室でしょ？」

「そそ。脳みその中身にいったいなにがいるのか、調べてきまっす」

「頑がん張ばって」

「大兎っちとヒメちゃんもね～」

　と泉が手をひらひら振ふってくる。

　それに大兎はうなずき、用務員室を出る。

　廊ろう下かはクーラーがかかっていないので、暑い。なのにヒメアはぎゅっと抱きついたままで。

「ね、ヒメア」

「なにー？」

「自分で歩かない？」

「じゃじゃ、手、繋つないでくれる？」

「いいよ」

「やった♡」

　と、彼女の引き離はなしに成功する。

　ほとんど誰だれもいない学校の廊下を、セーラー服姿のヒメアと手を繋いで歩く。

　そんな、ひどく幸せで、平和な状じよう況きように、

「……ほんとに、世界は破は滅めつするのかねぇ」

　なんて、ちょっと不思議な気分になる。

　するとヒメアが手を、少しだけ強く握にぎってきて、

「破滅しても一緒！」

　と言う。

　その、彼女の細い手を見つめる。彼女もやはり、少しだけ怯おびえていることがわかる。

　未来に。

　いや、この幸せで平和な時間が、もう、あまり残っていないということに。

　破滅しても、一緒──彼女はそう言った。

　だが、破滅したらすべてが消えるのだ。少なくとも、《預言》を覗のぞいたときはそうだった。なにもかもが真っ白に染まり、消えてしまった。

　その状態でいまと同じように、仲よく彼女と一緒にいられる保証などなかった。

　ただ、まあ、

「……最近はあんま、感情の上下がないから、怖こわくないんだけどねぇ」

　と、大兎は小さく呟つぶやく。

　ヒメアに聞こえないくらいの声こわ音ねで、呟く。

　そう。

　最近は本当に、破滅の未来に対しての不安や、恐きよう怖ふという感情は、消え始めてしまっていた。

　それは前回の、《教会》から放たれた《ロンギヌス閃せん光こう》とかいう槍やりのような兵器を、黒こく兎との力を暴走させて防いだあたりから、そうなってしまっていた。

　いまいち、人間らしい感情が動かないのだ。

　ただ、すべてのことに対して、平へい淡たんな視点を持つことができる。

　無──と、言い換かえてもいいかもしれない。

　喜びに対しても、恐怖に対しても、いまいち、無感情、無感動で。

　もちろん、これを嬉うれしいと感じたほうがいいんだろうな、なんて思考は働くのだが。

「…………」

　と、大兎は自分の手を掲かかげる。

　するとその手の中に。いや、体の中に、無が──畢ひつ竟きよう無むが渦うず巻まいているのがわかる。

　力が、以前よりもどんどん、大きくなっているのがわかる。

　自分の感情が消えれば消えるほど、大きな、力が──

「大兎」

　と、声をかけられる。

「ん？」

　それに彼は振り向く。ヒメアはやはり、手を握ってきている。強く、握ってきている。

　彼女は真しん紅くの瞳ひとみでこちらを見上げ、

「自分の、力を見てるの？」

　と、聞いてくる。

　それに彼は、うなずく。

「え、ああ、うん。ヒメアはなんでもわかるんだね」

　すると彼女は、少しだけ嬉しそうに微笑ほほえむ。

「大兎のことばっかり、見てるから」

「そか」

「ねぇ大兎」

「ん？」

「体の中に、すごく大きな力が渦巻いてる」

「それもヒメアには見える？」

「うん。もう、ほとんど人間じゃない」

「だなぁ」

「それが、悲しい？」

　と、聞いてくる。

　しかし一いつ瞬しゆん、その言葉の意味がわからない。悲しい？　なにが？　そう、頭の中で自問して、しかし、自分が人間じゃなくなることについて彼女が言ってくれているのだと、わかる。

　確かに、昔の自分だったら、悲しいとか、怖いとか思ったかもしれない。

　自分が人ではない、バケモノになっていくことに対して、恐怖を感じたはずだった。

　だが、

「……なにも、感じない」

　と、彼は正直に言う。

　するとヒメアは少しだけ悲しげに、でも、すごく嬉しそうに微笑んで、肩かたに抱きついてくる。

「ごめんね、大兎」

「なんで謝るの？」

「私のせいで、人間じゃなくなっちゃったから」

「ああ、それね。でもそれは自分で選んだことでもあるから……」

　そう言いかけて、しかしヒメアが手を上げて、指を一本、大兎の唇くちびるに当てる。言葉を、遮さえぎる。

　そして彼女は続ける。

「私が謝ってるのは、そういうことじゃないの」

「え」

「私が謝ってるのは……」

　と、やはり彼女は嬉しそうに微笑む。

　妖よう艶えんに微笑む。

　まるで天使のように。

　まるで女め神がみのように。

　まるで、悪あく魔まのように。

「大兎が人間じゃなくなっちゃったことを……もう、私しか受け入れられないほどに、強大なバケモノになっちゃったことを、喜んで、ごめんっていう、話」

　そう言って、彼女は抱ほう擁ようの力を強めてくる。彼女の柔やわらかい皮ひ膚ふがあたる。胸が、太ももが、強く押しつけられ、そして彼女は笑う。笑う。笑う。

「もう、大兎の全部は私のものになる。感情を失ったなら、私にだけは反応するように、魔法の感情を入れてあげる。私とはいつも笑いあえるように、感情の砦とりでを作ってあげる。だから……」

　と、彼女は言う。

　魔法が入ってくる。

　彼女が発動した魔法が、胸の中に入ってくる。

　でもそれを、防ぐことは簡単だった。もう、それだけの力が自分の中にはある。黒い力を暴走させれば、彼女の魔法など、簡単に消すことができる。

　だがそれを、大兎はしない。

　ヒメアを見下ろして、

「なあヒメア」

「なに？」

「洗脳の魔法なんか使わなくても、好きだよ。その感情は残ってる」

　するとそれに、ヒメアの顔が泣きそうなほど嬉しそうに歪ゆがみ、それから、

「洗脳の魔法じゃないよ、これは。これは……」

　そう言って、首に手を伸のばしてくる。両手を伸ばしてくる。そのまま彼女は背伸びをする。まるでこちらにキスをしようとしているかのように。

　だが、唇を通り抜ぬけ、彼女の唇は大兎の耳みみ許もとへと向かう。

　そしてそこで、彼女は囁ささやく。

「これは……破滅後も二人で一いつ緒しよにいられるようにする、魔法──」

　その言葉の意味も、わからなかった。

　なぜならまるでそれは、彼女が《預言》後の未来について、知っているかのような発言で。

　破滅をどう防ぐか、知っているかのような言葉で。

「ヒメア、いまおまえ、なんて……」

「あは、大兎大好き♡」

　ヒメアがそう言う。唇が耳に触ふれる。ぺろっとなめられる。それから少し場所が下がり、首に、ヒメアが噛かみついてくる。

　首筋に痛みが走り──次の瞬間、魔法が入ってくる。

　大量の魔法が入ってくる。

　処理しきれないほどの、大きな魔法が入ってくる。

　そしてそれを、大兎は知っている。

　毒だ。

　ヒメアが最初に自分に入れた、《毒まじゆつ》。

　刹せつ那な、大兎の体の中を埋うめ尽つくしている黒に、ヒメアが入れてくる紫むらさき色いろの魔力が混じっていく。

　必死に大兎はそれに抵てい抗こうするが、しかし、

「く、そ……いったい」

　が、ヒメアはやはり、抱だきついたまま。

　首に噛みついたまま、言った。

「悪いようにはしないから、動かないで。痛くしないから。優やさしく、するから」

　彼女は楽しそうに、嬉しそうに、そう言った。

　だがそもそも、動くことができなかった。

　彼女の力が、あまりに圧あつ倒とう的てき過ぎて。

　黒い兎うさぎの力でも無力化しきれないほど大量の力が注ぎ込まれてしまって。

「ぐ、ぐ、あ……」

　景色が黒くなる。

　視界が白くなる。

　そしてなにもかもが、紫に染まっていくように、そう思えたところで、彼の意識は途と絶だえた。




　　　　◆




　床ゆかに、大兎が倒たおれる。

　ヒメアはそれを見下ろす。そのまましゃがみこみ、愛いとおしげに彼の、柔らかい髪かみをなでる。

「……大好きだよ、大兎」

　ともう一度、自分の感情を呟つぶやく。

　その、自分の言葉ですら、心臓がトクンと跳はねるのを感じる。

　大好き。

　大好き。

　大好き。

　彼に対してそう言うだけで、ひどく幸せな気分になる。

　するとそこで、背後の扉とびらが開いたのに、気づく。

　用務員室とかいう名前の部屋。

　その扉から、一人の少女が出てくる。

　ヒメアはそれを振ふり返る。

　するとそこには、金色の髪に、宮阪高校のセーラー服を着た少女が立っているのが、わかる。

　泉だ。

　だが、ヒメアはその泉に対して、こう言う。

「あなたの出番はないわよ、《終末の幸福シグレハルカ》」

　すると泉が、ひどく冷たい瞳をこちらに向けて、言う。

「ああ……やっぱり記き憶おくが戻もどったんだ。私が近くにきたから」

　それにヒメアは、立ち上がる。そして振り返る。泉の姿をした──いや、泉の体を乗っ取った、頭の中に封ふうじられていたはずのバケモノの姿を見つめて、言う。

「近くにくるのが、早すぎるでしょう。幸福を使うまでには、まだ……」

「十三日ある」

　シグレハルカがそう言う。

　それにヒメアはうなずき、言う。

「わかってるのなら、なぜ出てきた？」

「記憶が戻ったのなら、わかってるでしょう？」

　それにヒメアは、目を細める。それから開く。するとそれだけで、空間を埋め尽くしている《預言》を、読めるようになってしまう。

　それは第一スクデュルを。

　第二スクデュルを。

　第十スクデュルを。

　第百スクデュルを。




　そして──




「ああ、分ぶん岐きしたんだ」

《預言》を読むのを、やめる。

　するとシグレハルカが言ってくる。

「いつ、記憶が戻ったの？」

　その問いに、ヒメアは答える。

「さっき。そこの用務員室で」

「ああ、やっぱり。でもあまり早く記憶が戻ると……」

「シナリオ通りに進みにくくなる、でしょう？」

「そう」

「でも、戻っちゃったから、仕方ないじゃない」

「まあ、ね。ところで、大兎はどう？」

「はっ、私の大兎を呼び捨てにしないでくれる？」

　と、ヒメアは一歩後ろに下がる。しゃがんで、床でかわいらしい顔で寝ねている大兎に左手で触れる。

　するとシグレハルカの表情が、少しだけ嫌いやそうにしかめられ、

「私の、大兎でもある」

「なら、力ずくで奪うばう？」

　と、ヒメアが言うと、シグレハルカはますます困ったような顔になり、

「……もう、こうなるから、記憶は早く戻らない方がいいのに……」

　が、ヒメアが大兎の頭に触れ、頬ほおに触れ、首に触れ、唇くちびるに触れたところで、シグレハルカが言う。

「あまり、馴なれなれしく私の大兎に……」

「だから、大兎は私のものだってさっきから……」

　しかしそこで、ハルカが手を上げた。その手に力が集められるのがわかる。

　と同時にヒメアも右手を上げる。

　魔力を放つ。

　どんっという音が鳴り、透とう明めいな力と力がぶつかりあう。

　刹那、力がぶつかった場所を中心に、廊ろう下かが円状にくり抜かれる。

　力はほぼ互ご角かくだった。

　それにヒメアはにやりと笑って、言った。

「あなたに私は殺せない」

　するとハルカが言った。

「あなたにもね」

「じゃあ、大兎に触れてる私のほうが勝ちね」

「…………」

「大兎は、私のことが好きだから」

「……そんなこと」

「じゃあなんで、あなたが泉の中にいるの？　選ばれなかったほうがそこにいるはずじゃ、なかった？」
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「…………」

　それに、ハルカの顔が、泣きそうに歪ゆがむ。しかし涙なみだは流さない。無理矢理感情を押し殺したような、やはり冷たい瞳ひとみでこちらを見つめ、

「……どちらにせよ、私とあなたは、一つだから……どちらが大兎に愛されてるにせよ……」

「だからその勝負は、ついてる」

「……でも、それでも私とあなたは……」

　が、ハルカは言葉を止める。首を振る。

　そして、

「いいよ。大だい丈じよう夫ぶ。どうせ、大兎があなたのものになれば、私のものにもなるから」

「…………」

「さあ、筋書きを進めましょう。そうじゃなくても時間は──」

「十三日しかない」

「そう」

　そう言って、ハルカは歩き出す。

　廊下を、真っ直すぐ。

　その方向は、《軍》の治ち療りよう室のほうだった。　それを見つめ、ヒメアは言った。

「そっちは大丈夫？」

　ハルカは振り返らないまま、答える。

「なにが？」

「《軍》とか」

「《軍》？　それって、私たちが手を貸して、黒くろ守すと一いつ緒しよに作った組織じゃない」

「でも……あの黒守という名の人間は、侮あなどれない。このタイミングで私の記憶が戻るっていう分岐も、おかしいし」

　それにハルカが振り返って、言う。

「裏切られるとでも？」

「人間に裏切られるのには、慣れているでしょう？」

「それはそうだけど……でもしょせんそれは、私たちの掌てのひらの上のことだから。さあ、もういい？　前に進もう。あまり長いこと意識を乗っ取ると、この体の持ち主に負担がかかりすぎる。それは嫌でしょう？」

「…………」

「あなたはこの、泉とかいう人間にも好意を持ってるようだし」

「…………」

「あなたは比ひ較かく的てき、人間が好きだから、《源書の光サイトヒメア》」

　そう言ってから、急激にハルカの意識が小さくなるのを感じる。泉の体から、脳の中の隠かくれ蓑みのの中へと戻ったのだ。

　そして突とつ然ぜん、泉が、

「あれ？」

　という声をあげる。

「あれ私、いったいなにしてたんだろ……」

　なんて声をあげる。

　それからこちらに振り返ろうとしたところで、ヒメアは右手をあげる。

　魔ま法ほうを展開する。

　でもそれは、小さな魔法。

　ただ、自分たちの周辺の光を屈くつ折せつさせて、姿を見えなくするためだけの魔法。

　泉が振り返る。

　しかし彼女には、ヒメアと、そしてその傍かたわらで倒れている大兎が見えない。

　泉は首をかしげ、

「んー、私ってば、どうしたんだろ」

　などと言う。自分の頭をぽんぽんっとたたきながら、歩き出す。それをヒメアは見送ってから、魔法を消す。姿を現す。

　それから再び、大兎と二人っきりになったのを確かく認にんして、

「大兎～♡」

　などと言いながら、意識を失っている大兎に、抱きつく。胸に顔をうずめてひとしきりきゃーきゃー叫さけんで幸せになってから、

「えーと、こんなことしてる場合じゃなかった……」

　と、我を取り戻す。それから大兎の胸をたたき、魔法を入れて、目を覚まさせようと思う。だから手を上げて、胸へと下ろそうとして……

「…………」

　やめる。

　きょろきょろと周囲を見回す。

　それから、気絶したままの大兎の腕をつかむ。そのまま、廊下を引きずるようにして移動させる。

　誰だれもいない用務員室に連れて行き、寝かす。

　用務員室の鍵かぎを閉める。

　まだ大兎は、目を覚まさない。

　たぶん、おそらく、彼女が魔法で目を覚まさせなければ、あと三十分くらいは、起きないはずだった。

　それにヒメアは、にへらっと表情を緩ゆるめてから、

「きゃー大兎添そい寝しよー♡」

　と叫んで、彼に抱だきついた。








　第二章　相棒や




　チャイムが鳴り響ひびく。

　たぶんこのチャイムは、昼食時が終わりを告げたことを知らせる、チャイムのはずだ。

　月げつ光こうはその、チャイムが響く出所へと顔をあげる。

　宮みや阪さか高校の、校舎のほうを。

　場所は、校庭だ。

　いまさっきまで、彼は必死に走り回ってこの校庭に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんを描えがいていた。その魔法陣は、この学校内にいる限り、魔法陣と契けい約やくした者の能力が数倍に跳はね上がり、敵の能力が弱体化する──という、生徒会室にかけられている結界、フロウルの円陣の効果を応用したものなのだが。

　しかしこれほど巨大な円陣を作るとなると、予算も、技術力も、人手も、尋じん常じようじゃないほどの規模が必要だった。

　一度崩ほう壊かいし、弱体化した《軍》では、とてもじゃないが作ることができないほど強大な魔術式だったのだが。

「完成しましたねぇ」

　と、背後から声がかけられる。

　それに、月光は振ふり返る。

　するとそこには、黒くろ守すがいる。

　黒守はこの炎えん天てん下かでも古いマフィアがかぶるような帽ぼう子しに、ストライプのスーツ、白い手て袋ぶくろまでしていて。

　それに月光は顔をしかめる。

「おまえの姿は、いつ見ても暑苦しいな」

　すると黒守は笑って、

「冬服の詰つめ襟えりを着た、君に言われたくないですが」

「まあ、それはそうだが」

「おまけに君は、体温調整の魔術を使ってないでしょう？」

「…………」

「常に服の裏に武器や防具を用意してるのは立派だと思うけど、でも、暑さを我が慢まんする必要はないんじゃないかな」

　などと言ってくるが、しかし、それに月光は答えない。というよりも、自分は体温調節の魔法は、使えないのだ。

　術式は知っている。

　どう発動すればいいのかも、わかっている。だが、それを常時使用していると、他ほかの呪じゆ法ほうを使う脳の容量が減ってしまうのだ。

　そうじゃなくてもここには《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》だの、悪魔だのといったバケモノが溢あふれ返っていて、ただの人間に過ぎない自分がそれらに対応するにはある程度の無理が必要なのに、暑いから、などという理由で魔術を一つ、使うための余力を失うわけにはいかなかった。

　第一、いま、ここで発動しようとしていた、フロウルの円陣を起動させるには、魔力とすべての集中力を動員する必要があったのだ。とてもじゃないが、体温調節などに力を割さく余力はなかった。

　だから月光は暑さを我慢しながら、言う。

「くだらない問答はいい。なんの用だ？」

　すると黒守が両手を広げ、校庭を見回して言った。

「いや、まさかほんとに三日でこの結界を完成させられるとは思っていなかったから、素す直なおに驚おどろいてしまいまして」

　それは月光も同感だった。なにせ、これだけの結界を張るには、金だけでも数兆円は必要なはずだった。さらに数万人の魔導技術者も必要なはずで、いまの月光たちに張れるはずがない結界だったのだが、

「俺にかかれば、この程度の結界は──」

　という言葉を遮さえぎって、黒守が言った。

「《魔女たちの園テンペロン・クローリー》が《軍》の傘さん下かに入ってくれたのが、大きかったですね。予算が使い放題です」

「…………」

「それに協調して、《教会》まで協力してくれるようになった。まさか本当に、世界の魔術組織をあなたが統一してしまうだなんて、思ってもみませんでした」

　なんて言う。

　それに月光は黒守を見つめ、それから、

「…………」

　もう、なにも言わなかった。

　なぜなら、黒守の褒ほめ言葉などに、なんの意味もないから。

　確かに《魔女たちの園テンペロン・クローリー》は傘下に入った。それに呼応するように、《教会》も突然、協力を申し入れてきた。

　さらにこちらは、情報を隠さなかった。

　すると一気に世界中の魔術組織が協力を表明し始めた。

　使い切れないほどの予算。

　人員。

《軍》も知らなかったような新しい形式の魔法式。

　破は滅めつを目の前にして、それらがいま、一気に投入されはじめた。

　そしてそれを使っていま、ここにフロウルの円陣の拡大版を完成させつつある。

　もちろんそれには、サイトヒメアや、日向ひなたといった、世界でもトップレベルの魔術知識を持ったバケモノがいたから成立したことだが、それでも。

「こんなものが完成したところで、《預言》はどうにもできないがな」

　と、月光は呟つぶやく。

　それから詰め襟の首の部分を外す。ふうっと息をつく。

「だがそれでも、また一歩進んだ。この円陣を起点に、《預言》攻こう略りやくを始める。だが、その前に、コーラだな……少し疲つかれた。糖分が足りない」

　と、少し頭痛がしてきそうな頭をぽんっとたたいて、彼は呟く。ポケットから携けい帯たいを取り出す。

　相棒の雷かみなりの悪魔に電話をかける。

「俺だ」

『ゲッコー！』

「いまどこだ？」

『んとね、あのね、ゲッコーに言われた通りコーラ買いにコンビニきてるんだけどね』

「まだコンビニにいるのか。さっさと帰ってこい」

『えとえと、でもね、コーラの新製品が……』

「全部買ってこい」

『え……』

「欲ほしいもの全部買ってこい。金ならある」

『え、え、ええええええええええ!?　じゃ、じゃあ、漫まん画がも……』

「いいからさっさと全部買ってこい！　アイスもな」

『やったぁああああああああああ……』

　といううるさい叫び声の途と中ちゆうで、月光は携帯を切る。

　するとまた、背後で黒守が言ってくる。

「いやー、この暑い中で飲むコーラは、さぞ美お味いしいでしょうねぇ～」

「いいからおまえは、校庭にもクーラーをつけろ」

「はは、無茶を言わないでください。ところで月光君」

「なんだ」

「ちょっと雑談があるんですが」

「雑談する暇ひまはない。消えろ」

「君は、こんなことを疑問に思ったことはないですか？」

　消えろと言っているのに、黒守はそう、続けてくる。

　それに月光は鬱うつ陶とうしげに黒守を振り返る。そのまま空を見上げる。

　空はまだ、夏の空だ。

　入道雲に、晴れ渡わたる空。

　目が眩くらむような日差し。

　それをしばらく見上げ、額を汗あせが伝うのを感じながら、言う。

「暑くてしばらく動きたくないから、少しだけ話を聞いてやろう」

　すると黒守が笑う。

「それはありがとうございます」

「で？」

「いえ、本当に雑談なんですが」

「だからなんだ？」

「あなたは、日本という国にいて、疑問を感じたことはないのかな？　という話です」

「疑問？」

「ええ」

「なにについてだ？」

「たとえばこの国について──この国は、世界にくらべてあまりに絶望が少なすぎるとそう、感じません？」

　という問いの意味がわからなくて、月光は黒守を見る。

　絶望が少ない？　というのは、いったいどういうことか？

　すると黒守が説明してくる。

「たとえば、海の向こうの他の世界と、この日本という国は、違ちがい過ぎると思ったことはないんですか？」

「…………」

「外はあまりに絶望が溢れている。毎日人が死に、少女が犯おかされ、まだ年とし端はのいかない子供が売り買いされてる。なのにさて、いまこの国にいる奴やつらの悩なやみはなんだと思います？」

　その問いに月光は、すぐに答えた。

「目の前のスーツ男が暑苦しい、だ」

「はは」

「おまえの話は回りくどいな。さっさと結論を言え」

　すると黒守は肩かたをすくめ、

「結論はないから、雑談って言ったんだけど……でも、僕はある日、こう思ったんだ」

　と、右手をあげる。照りつける太陽のほうを指さして、

「これは、誰だれかが魔ま術じゆつを使ってるんじゃないかって。この国の絶望が減るように、誰かが仕組みをいじってるんじゃないか、と」

「……ふむ。それはおまえが《預言》についてはじめて気づいたときの話をしているのか？」

　と、聞く。

　だが黒守は首を振る。

「いいや。《軍》を作ったときの話かな。僕が《軍》を作るまでは、時の権力者が作った魔法が世界を覆おおっていた。で、僕はそれを真ま似ねて、《軍》を作った」

「ほう」

「その過程で《預言》に気づいた。そこからはその、《預言》を止めるためだけに、必死で《軍》の呪法を複雑化し、拡大させ続けた」

「結果、失敗したがな」

　と月光が言うと、黒守はおどけたようにまた笑う。

「だねぇ。僕の力じゃ、《預言》を止められるほど《軍》は拡大化できなかった──」

　と、黒守は言った。

　そう、こいつは失敗したのだ。

《軍》は崩ほう壊かいし──おまけにその、《軍》が崩壊するということは、すでに《預言》に書かれていた。

　まるで《預言》を出し抜ぬくことはできなかったわけだ。

　なら、違うアプローチで《預言》に対たい抗こうする必要がある。

　なにか、いままで考えもつかなかったようなやり方で《預言》に対抗する必要がある。

　とそこで、月光は黒守を見る。

「もしかしておまえがいましている話は、必死にここにフロウルの円えん陣じんを張ろうとしている俺に対する、嫌いやみか？」

　黒守はにこにこ笑っている。

　だがその表情を見ただけで、わかる。嫌みなのだ。

　フロウルの円陣は、この学校の中にいる限り、術者の能力を跳はね上げ、敵の能力を引き下げる効力を持っている。

　そして黒守が必死でやっていた《軍》という名の魔法も、結局は似たような効力の魔法だったのだ。

　日本──いや、世界に広がる強大なフロウルの円陣──それが、《軍》の基本的な考え方だ。

　だがその《軍》は《預言》をどうにもできなかった。

　だから、

「フロウルの円陣では、《預言》は壊こわせないと？」

　と、月光は聞く。

　すると黒守は答える。

「それで壊せるなら、僕がとっくにやってるよ」

　その、通りだった。

　だから月光は言った。

「俺はこのフロウルの円陣で《預言》に対抗するつもりはない」

「じゃあ、どうするつもりかな？」

「円陣で能力を強化して、より深い《預言》へアクセス──」

「それは《軍》がずっとやってきたことだよ」

「…………」

「で、すぐに八はつ方ぽう塞ふさがりになる。タイムリミットが迫せまってきて、絶望で動けなくなる」

「…………」

「で、その上で君は、いったいどうするつもりかな？」

「…………」

「もう、残り十三日しかない。たった十三日しかない。僕が三百年かけて出来なかったことを、たった十三日でやる必要がある。さて、君はいったい、どうする？」

　という問いかけに、月光は黒守を見て、にやりと笑う。

「では、まずはコーラを飲もう」

「へ？」

　とそこで、校門のほうから一人の少女が駆かけてくるのが見える。

　ポニーテールに、垂れ目なのに強気そうに見える瞳ひとみ。小こ柄がらな体を宮阪高校のセーラー服で包んでいる少女が、こちらに向かって、

「ゲッコー！」

　と叫さけんでくる。

　雷の悪あく魔ま──安あん藤どう美み雷らいだ。

　両手にはコンビニの袋ふくろが七つ。

　お菓か子しと、アイスと、ジュースと、漫まん画が本ぼんがいっぱいで、美雷が言う。

「いっぱいお菓子買っ……」

　が、遮さえぎって月光は言う。

「漫画本を買っていいとは言ってない！」

「あう!?」

　びくっと、美雷が止まる。

　それに月光は、薄うすく笑う。

　すると背後から、

「なるほど。まだ君には、余よ裕ゆうがあるということですか？」

　と、黒守が言ってくる。

　それに月光は答える。

「おまえとは格が違うからな」

「はは」

「《預言》に屈くつして、正しい判断が下せなくなったおまえが、俺にいちいち忠告してくるな」

　すると黒守がこちらを、おもしろげに見つめてくる。

「まあ、そうですが……一応《預言》と戦った先せん輩ぱいとして、間違った方向へ進みそうなときはアドバイスを……」

「いらん世話だな。負け犬の話に興味ない」

「確かにね」

「それに、おまえが考えていることは、俺も考えている。《軍》と同じルートで《預言》と戦おうとは最は初なから思っていない」

「そうですか。なら、安心ですが……じゃあ、きちんとした代案がある？」

　それに月光は、答えなかった。

　というよりも、きちんとした代案など、あるわけがないのだから。

　一いつ朝ちよう一いつ夕せきでそんなものが見つかるのであれば、黒守は絶望しないし、日向は泣きながら人間をやめたりはしなかったのだから。

　でもなら、どうする？

　という問いが、ずっと頭の中をぐるぐる回る。

　いったい《預言》を、どうしたらいい？

　そんな言葉が、延々とつきまとう。

　そしてそれを振ふり払はらうように、彼は美雷のほうを見る。

　びくびくした顔でこちらをうかがっている美雷を見て。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどいつも明るい彼女を見つめ。

「…………」

　するとなぜか、妙みように不安が減ってしまって、

「ああ、いいからこっちにこい。喉のどが渇かわいた」

　すると美雷が嬉うれしそうににっこり笑う。別に漫画を買ったことを許したとは言ってないのに、すべてを許されたと言わんばかりの顔で、

「ねねねねゲッコー、ねねねねねねねゲッコー、これ見て見て！　わさびコーラだって、わさび！　すごくない？」

　と、緑色のコーラの缶かんを袋から出して掲かかげながらこちらに走ってきて。

　月光はそれに、わさびコーラの味を想像して、顔をしかめる。美雷がわさびコーラをこちらに渡わたしてくれる。

「どう思う？　どう思う？」

　と、妙に楽しげな顔で聞いてくるので、月光は美雷に言う。

「おい美雷」

「う？」

「普ふ通つうのコーラはあるか？」

「あるよ！」

「ちょっと貸せ」

　と、美雷が普通のコーラを手渡してくる。月光はそれを自分のものにし、わさびコーラを背後にいる黒守へと、

「ほら、おまえの分だ」

　と、渡す。

　黒守はそれを受け取り、言う。

「君、性格悪いですよね？」

「それ、うまいぞ」

「じゃああなたが飲んでくださいよ」
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「絶対に嫌いやだ」

「だから君、性格悪いですよね？」

　という言葉を無視して、月光は普通のコーラを開ける。飲む。炭酸が喉を通り、爽そう快かい感かんが一瞬体に広がる。

「ふぅっ」

　と小さくうめくように声を出す。糖分で脳が満たされ、再び思考がめぐり始める。

　顔を上げる。

「さて、仕事を続けるか」

　と、言う。

　背後で黒守が、

「あれ、嘘うそでしょう、これ意外と美お味いしいぞ」

　などと言って、

「え？　え？　ほんと？　あたしも飲んでみよかな！　まっずぅううううううい！」

　などと馬鹿どもが叫ぶのは無視して、考える。

　もう、ほぼこのフロウルの円えん陣じんは完成だった。あとはここで、なにをやるか？　それが問われている。

《軍》と同じように、《預言》に対抗するための術式をここで組み始めたのなら、とてもじゃないが破は滅めつを防ぐことはできないだろう。

　なにせ黒守の奴やつは、三百年もそれに取り組んできて、負けたのだ。

　おまけに黒守が作った《軍》という組織は、この人間の世界で、もっとも大きな勢力まで成長したあげくに、負けてしまったのだ。

　なら、別の方法を試ためす必要がある。

　そしてその、別の方法というのは、大たい兎とが提案してきたものなのだが──

「…………」

　とそこで、携けい帯たいが鳴る。

　月光はポケットから携帯を取り出す。するとそれは、鉄くろがね大兎からで。

「俺だ」

　月光は、携帯に出る。すると大兎の声がする。

『俺だけど……もう準備できた？』

「フロウルの円陣は完成した」

『そか。じゃあ校庭にいくわ』

「早くしろ」

『おけー。ちょっと待ってて』

　そこで、携帯が切れる。

　月光はポケットに携帯を戻もどす。

　背後から黒守が聞いてくる。

「大兎君ですか？」

　しかしそれにもう、月光は答えない。さらに一口コーラを飲む。

　黒守が続ける。

「エデルカの主あるじから大兎君がもらったっていう、兵器の地図から、《預言》を破は壊かいできるものがないか、探しにいくんですよね？」

「…………」

「しかし、結局は《預言》に管理された生き物にすぎない、エデルカの主の情報が、役に……」

　が、途と中ちゆうで遮って、月光は言った。

「黙だまれ雑ざ魚こ。一度《預言》に負けた奴は、下がってろ」

　それで、黒守は黙る。それからちょっと嬉しそうに笑う。

「はは、その言葉、頼たのもしいですねぇ」

「…………」

「わかりました。下がっていましょう。一度すべての望みをあなたに託たくしたんですから」

　と、言う。

　月光はもう、黒守のほうは見ない。二回ほどコーラに口をつけると、空になる。

「美雷、ゴミ」

　と、あき缶を投げると、

「ほいほい」

　と美雷が缶を受け取り、コンビニの袋に入れる。

　黒守は踵きびすを返して、去っていく。

　入れ替かわるように、弟が校舎から出てくる。日向だ。

　日向は黒守を冷たい、感情のない瞳ひとみで見つめ、お互たがい声をかけないまますれ違ちがう。

　それからこちらに近づいてきて、言う。

「なに話してたの？」

「別になにも」

「ねぇ兄さん」

「なんだ」

「あの黒守とかいうの、信用できるのかな？」

「俺は誰だれも信用してない」

　すると美雷が目を大きく見開き、言う。

「え？　あたしは？」

「おまえは一番信用できないだろうが」

「ええええええええ、なんで？」

「じゃあ、約束守って部屋の掃そう除じをしてるか、抜ぬき打ち検査してもいいのか？」

「だ、だめ」

「ほらみろ」

「ううう～、えーと、んと、アイス溶とける前に食べよーっと」

　と、ごまかすように美雷はガリガリ君を取り出す。

　それに月光は言う。

「食べるんじゃなくて、冷れい凍とう庫こに入れてこい。他ほかにもアイスがあるんだろう？」

「え、ガリガリ君は!?」

「食べながらいけ。他のは冷凍庫に入れろ」

「あ、そか」

「早くいけ。アイスが溶ける」

「ほーい！」

　と、美雷は駆かけ出す。

　日向はすれ違った彼女のほうを振り向き、それから再びこちらを見て、

「兄さんって、なにげに趣しゆ味み悪いよね？」

「あ？」

「あんなのが趣味なの？」

「なんの話だ」

「いや、ロリコンにもほどがあるっていう……」

　とそこで、月光は腰こしの剣けんを引き抜いた。そのまま一直線に日向の首へと放つ。日向がよけなければ、首がはね飛んでしまうくらいの勢いで放つ。

　しかし日向はへらへらと笑ったような顔のまま、よけようとしない。

　仕方がないので月光は剣を止める。

　日向の首筋──薄うす皮かわ一枚を切り裂さいたところで、

「……なぜよけない？」

　と、月光は聞く。

　すると日向が答える。

「どうせ兄さんは、僕を殺せないでしょう？」

「…………」

「それに、殺してくれれば兄さんに食べてもらえるし」

「…………」

「もう残り十三日しかないのに、《預言》を回かい避ひする打開策はまるで見つからない。なら、そろそろなにか重要な決定を……」

　が、月光は剣を収めて、言う。

「おまえは喰くわない。そう言ったはずだ」

「状じよう況きようは悪くなる一方じゃない」

「…………」

「でも、僕を食べたら、なにか変わるかもしれな……」

「ないな。おまえも黒守と一いつ緒しよだ。《預言》に一度負けた奴は、口出しするな」

　と、言う。

　だが、日向は黒守と違って引き下がってくれない。こちらの肩かたをつかみ、

「兄さんがこれから《預言》に負けるまで、座して待つつもりはないんだよねぇ」

　しかしその手を払はらって、月光は言う。

「ならおまえが、俺を喰えよ。俺は絶対におまえを喰ったりしない。それが気にくわないなら、おまえが俺を喰え」

「…………」

「嫌いやなら、俺が《預言》を潰つぶすまで、下がって待ってろ。出しゃばるな」

「う～ん」

　と、日向は困ったように声を出す。

「まあ、ここで食べてもらえないのも《預言》で見てはいたけど……」

「《預言》《預言》《預言》……ね。《預言》が気になって仕方ない奴が口だしするな」

「う～ん」

　と、日向は腕うで組ぐみする。

　月光はその、弟を見つめる。弟はこの炎えん天てん下かで、汗あせ一つかいていない。こいつは本当に人間をやめてしまったのだ。

《預言》を止めるために。

　弱い兄に喰われるために。

　それに月光は顔をしかめ、それから、

「……まあ、十三日後に世界が滅ほろぶなら、それもどうでもいい話だが」

　と、小さく呟つぶやく。

　それは泉いずみの脳のう腫しゆ瘍ようと、同じ類たぐいの話だった。　命を売って、寿じゆ命みようを売って、人間であることを売って、力を手に入れた。

　その結果、人間としての未来を失ってしまった。

　でも、十三日後に結局すべてがなくなってしまうのであれば、それがいったい、なんだというのか？

　つまりは、そういうことなのだろう。

　日向は十三日後にすべてが終わってしまうと思っている。だから、平然と命を売れる。未来を売り渡わたせる。それだけ、絶望しているのだ。

　だが、

「日向」

　と、月光は言った。

「なんだい、兄さん」

「《軍》の治ち療りようを受けろ」

「へ？　治療？」

「ああ」

「なんの治療？　僕は病気になるほどの人間味は……」

「人間に戻るための治療だ。力を得るために売った、人間性を回復するための治療」

「は？　なんのためにそんな……」

　が、月光は遮さえぎって、言う。

「俺が《預言》を回避したあと、おまえは人間として──俺の弟としてこの学校に通うことになる。そのときのために、いまから治療を始めろ」

　と、月光は言った。

　そしてそれに、日向はあきれたような顔で、こちらを見る。

　本当に、心底あきれきったような表情で、

「なんか、ほんとに兄さんは、余よ裕ゆうがあるんだね」

「…………」

「それ、本気で言ってるでしょう？　本気で僕の心配をしてる？」

　その問いに、月光はうなずく。

「当然だろう、馬ば鹿かが」

「あ、当然なんだ」

「当然だ。弱くて馬鹿な弟を守るのは、兄の仕事だからな」

「…………」

「さあもう話は終わりだ。なにか有用な提案がないなら、おまえは治療でも受けてろ。力が必要なときは連れん絡らくする」

　するとそれに、日向はやはり驚おどろいたような、不思議そうな顔でこちらを見つめ、それから腕組みをしてまた、

「うーん」

　と、うめいた。

　それに月光は聞く。

「それはなんの、うーん、だ？」

「いや、このシーンは、《預言》で見なかったから」

「ちっ、《預言》の話はするなと言っ……」

「いやほんとに、まさか治療を勧すすめられるなんて、思ってもみなかった。ほんとに、兄さんは《預言》された破は滅めつのあとの世界があるって、まだ信じてるんだ」

　と言われ、月光は日向のほうを見る。

　そして言う。

「さあ？　俺が信じてるのは、俺だけだ」

「…………」

「俺は最後まであきらめない──それだけを決めている。破滅がどうこうなんて、知るか。最後まで勝つつもりでコトにあたる。なら、勝ったさきのことも考えるだろう？」

　その言葉に、なぜか日向は噴ふき出すように笑ってから、言う。

「つまり馬鹿ってこと？」

　その問いかけに、「殺すぞ」と言いかけ、しかし月光はやめる。その代わりに笑って、

「その馬鹿に、おまえは救われることになる」

「…………」

「さて、話はそれだけか。なら俺はやることがあるから、消えろ」

「いや、いくつか報告が……」

「口頭でする必要があることか？　それとも書面で読めばすむ話か？」

「まあ、書面でいけるけど」

「ならメールに添てん付ぷしてよこせ。おまえとの言葉遊びに時間を費ついやしている暇ひまはない」

「えー、でも、暇そうにしてたじゃない」

　と言われ、それに月光は答える。

「《預言》に負けた、後ろ向きな奴やつと話すと、意志が鈍にぶる」

「あら、結局兄さんも、揺ゆらぐわけ？」

　そう言われ、それに月光は、言った。

「俺をなんだと思ってる？」

「頑がん固こ馬鹿」

「殺すぞ」

　と、結局月光は言った。

　それに日向は笑って、手を振ふる。踵きびすを返し、去って行く。

「まあ、顔が見たかっただけ、ってのもあるから、そろそろいくよ。あ、でも」

「まだなにかあるのか？」

「僕はあまり、黒守を信用できないなぁって話。あと、突とつ然ぜん協力を申し入れてきたテンペロン・クローリーやら、《教会》も──」

「信じられない？」

「うん。まあ、そんなことを言い出すと、僕は兄さん以外のものは全部、信用してないんだけどね」

　なんて、言う。

　信用できない。

　信用できない。

　その言葉を月光は頭の中で何度か繰くり返す。

　日向の言いたいことは、わかる。

　相手はあの、《軍》なのだ。

《教会》なのだ。

《魔女たちの園テンペロン・クローリー》なのだ。

　そしてその、世界第一位、第二位、第三位の組織がここで、手を取り合って協力している──というこの状況は確かに、ありえないことだった。

　当然、いまの状況は疑ってかかるべきだと、そう思う。

　なぜこんな巨きよ大だいな組織が、自分のような、弟にすら実力で負ける人間に、権力を与あたえ、未来を託たくすのか？

　それを疑問に思う必要は、あるはずだ。

　だが、

「信用できないだなんだと騒さわいで、立ち止まる時間がない」

　と、月光は言った。

　それに日向が言う。

「まあ、それはそうだけど。なら利用されてたときはどうする？」

　それに月光はにやりと笑って、

「はっ、雑ざ魚こどもに大切なお兄様が利用されないよう、おまえが必死でサポートしろよ」

　するとまた、日向はあきれたような顔になる。

「まあ、そういうこと言い出すと思ったけどさぁ」

「またお得意の《預言》で見たか？」

「いやいや、このスクデュルは、見てないよ」

「じゃあもう、おまえは《預言》にアクセスするな。俺のサポートだけに必死になれ」

「……わかった」

「おまえの進む道は、俺が全部決めてやる。だから生きることをあきらめるな。俺のために命を捨てたというのなら、今度は俺のために命を拾え」

「……うん」

「で、俺の進む道に邪じや魔まが入らないよう、全力でサポートしろ」

　と、月光が言うと、もう一度日向はうなずいて、

「……ああ、そうするよ」

　と、うなずいた。

　それから日向は校舎のほうを見上げ、言う。

「じゃあ、僕はもう心が折れちゃって《預言》とは戦えないから、兄さんが進む道の整備をしようかな──」

　その、弟の後ろ姿を見つめ、月光は言う。

「なにから始める？」

　すると日向は薄うすく笑えみを浮うかべて、

「はは、報告はメールに、書面で添付するよ」

　と言って、去っていった。

　その後ろ姿を月光は見る。

　するとまた、校舎から人が出てくる。

　大兎だ。

　その大兎とすれ違ちがいざまに、日向が言う。

「やあ、暴走ウサギくん」

　すると大兎が答える。

「ようブラコン」

「はは、殺されたいのかな？」

「おまえに俺は殺やれねぇよ」

　と、ひどく親しい挨あい拶さつを交かわして、二人はすれ違う。

　日向は校舎に戻もどっていく。

　それを大兎は振り返りながらこちらに近づいてきて、言う。

「すげぇ汗あせだな、月光」

「おまえが待たすからだ」

「いやー、用務員室、クーラーきいてて、出たくなくてさぁ」

「殺すぞ」

「いま、おまえの弟にもそれ言われたよ」

「おまえの顔はむかつくからな」

「ははは」

　と、大兎は笑う。それから周囲を見回して、言う。

「んで？　どうする？」

　そう問われ、それに答えようとして、しかし、

「…………」

　月光は言葉を止める。

　大兎を見る。

　そして、聞く。

「なあ大兎」

「んー？」

「おまえ、《預言》のことをどう思う？」

「どうって？」

「おまえも、見てるんだろう？　終わりを。どう変へん更こうしようとしても破は滅めつしていく未来を」

　すると大兎はあっさり、うなずく。

「ああ、見てるよ」

「で、どうなんだ？　絶望してるか？」

「絶望？　なんで？」

「いまのところ《預言》は絶対だ。なにかを変えようとしても、その、すべてがあらかじめ《預言》されていて、最後は同じ終末に向かう」

「まあね」

「なら、絶望するのが普ふ通つうらしいぞ？」

　と、聞いた。

　少なくとも日向と、黒守と──そして《預言》について知っていた、世界中の力あるものたちは、絶望していたのだ。どうにもできないと、あきらめかけているのだ。

　だがそれに、大兎は小さく笑って、

「いやいやそれ、普通じゃないぞ？」

　などと、言う。

　それに月光は、

「ん？」

　と、首をかしげる。

　すると大兎が、続ける。

「普通ってのはこう、あれだよ。夏休みの宿題終わってねええええ～とか、テスト勉強全然やってねぇええとか、クラスの○○ちゃんかわいいけど告白できねーとかさ、そういうこと言うんじゃねぇの？」

「……ふむ」

「でも、世界が破滅するーっとかさ、そんなの、想像してもあんま、絶望できないっていうか」

「でも実際に破滅する」

「まあねぇ」

「なら絶望しろ」

「なんでよ。ってか、おまえ絶望してんの？」

「全然。おまえは？」

「俺もしてないよ。ってか、実感わかない。だからまだ、頑がん張ばりゃ回かい避ひできると思ってるよ」

　なんてことを、あっさり言う。

　あとたった十三日しかないこの状じよう況きようで、大兎はあっさり、まだ大だい丈じよう夫ぶだと、そう言う。

　それに月光は大兎を見つめ、言う。

「そうか」

「うん」

「そうか」

　と、もう一度言ってうなずき、それから大兎の肩かたをどんっと拳こぶしでたたく。

　すると大兎は驚おどろいたように自分の肩を押さえ、

「なんだよ？」

　と言ってくるので、月光は踵を返して、

「なら、一いつ緒しよにいくぞ、相棒。未来を切り開く」

　と言う。

　すると背後で大兎が小さく笑うのがわかった。

「……あー、そういうことね」

「…………」

「やっと雑魚から相棒に、昇しよう格かくしましたか」

「…………」

「いいよ。やろうぜ。こー、俺らで頑張ったら、世界が救われちゃったーっつってね。ハッピーエンドがやっぱ……」

「口数が多いぞ雑魚」

「相棒って言ったじゃーん……ってまあ、それはいいけど、んでなにからする？」

　それに月光は、呟つぶやく。

「開け」

　瞬しゆん間かん、校庭に《道み程ち》が開く。

　本来ならば生徒会室でしか使えないはずの《聖地》を、フロウルの円えん陣じんによって校庭を含ふくめた学校全体にまで広げているのだ。

　つまりいま、月光は、この学校のすべての場所から、《道み程ち》を開くことができるようになっている。

　この校庭から、別の世界へ《道み程ち》を繋つなぐことも、出来る。

　大兎がその、《道み程ち》のほうを見る。いや、《道み程ち》が開いた、先の世界へと目を向けて、

「これ、どこ繋がってんの？」

　それに月光は答える。

「エデルカの世界だ」

「ほう」

　と、大兎は次元の歪ゆがみに顔をつっこんで、向こう側の景色を見る。

　次元の歪みの向こうは、奇き妙みような世界だった。　光源はオーロラのように七色に輝かがやく波が蠢うごめいているだけで、暗い。

　さらにそこに、舗ほ装そうされた一本道が延びており、その左右は崖がけになっている──という景色。

　それを見て、大兎は言う。

「あ～、そういやここ、見覚えあんな」

　そしてこちらに振ふり返って、言う。

「エデルカの主あるじになんか、願いごとでもすんの？」

　それに月光は答える。

「エデルカごときに《預言》をどうにかできると思うか？」

「思わない」

「なら馬ば鹿かな質問はするな」

「んじゃ、なんでここきたのよ？」

　それに月光は、にやりと笑って、答える。

「脅きよう迫はくに」

　そのまま彼は、大兎を押しのけて《道み程ち》をくぐる。

　エデルカと呼ばれる、異界に入る。

　七色のオーロラ。

　真っ直すぐ延びる一本道。

　その、先を見つめ、

「おい、見てるんだろう？　出てこいよ」

　と、この世界の主へ声をかける。

「…………」

　しかし、返事はない。

　しばらく見つめ、それからもう一度、

「出てこなければ殺すぞ」

　月光は、言う。

　すると声が響ひびく。

　女の声。

　澄すんだ、高い女の声。

「もうここにはくるな……と言ったはずだけど」

　それに月光は首をかしげる。

「俺は聞いてない」

「あなたのところの、魔ま女じよには言った」

「サイトヒメアか？」

「ええ。サイトヒメアから奪うばった力は、すべて返した。その代わり、もう二度とワタシには関かかわるなと……」

「その約束をしたのは俺じゃない」

「…………」

「約束したところで、守る気もない。いいから姿を現せ。殺すぞ」

「……これだから、人間は」

　という声とともに、エデルカの主は、姿を現す。

　一本道の先、暗くら闇やみを切り裂さくように、一匹ぴきのバケモノが現れる。

　背は人間の十倍ほどはあるだろうか。異常に細い体、真っ直ぐ足あし下もとまで伸のびる黒い髪かみ。

　その髪をかきわけるように、顔には目だけが一つ、存在している。左右にまばたきする、縦に開いた気味の悪い目。

　その瞳ひとみがこちらを見下ろして、言う。

「たかが人間が、ワタシの世界でワタシを愚ぐ弄ろうすることが許されるとでも……」

　が、遮さえぎって、月光は言う。

「大兎。あいつを校庭に引きずりだすんだ」

「あ、ここで俺の番？」

「奴やつは神種だ。そう簡単には死なない。だから手加減するな」

「いやーでも、神種相手に真しん剣けんにやるって、俺暴走しないと……」

「しろ。あいつをこっちに引きずりだすんだ」

　それに、エデルカの主が、

「人間どもがいい気に……」

　しかしそこで、大兎が飛び出していく。

「仕方ねぇなぁ。んじゃ、力を解放するか。せーのっ」

　それで、大兎の中の力が暴走する。全身が真っ黒い文字で埋うまる。目でとらえられないほどの速さでエデルカの主に迫せまっていって。

　それに、エデルカの主が、声をあげる。

「くそ、くそ、なぜワタシがこんなことに関わる必要が……こんな狂くるった筋書きに関わる必要が……」

　などと言いながら両手をあげる。

　なにか呪じゆ文もんのようなものを唱える。

　まるで空にかかるオーロラのような、七色に輝く魔法が展開し、しかし、その展開した魔法を、

「うるっせぇえええええええええ！」

　と怒ど鳴なった大兎が、その怒声だけでかき消してしまう。

　それにエデルカの主の目が、驚いたように大きく見開き──

　しかし、もう月光はそこまでしか、見ていなかった。踵きびすを返す。校庭へと戻もどる。

　数秒後。

　大兎がエデルカの主の首をつかんで、校庭へと引きずりだしてくる。

「これでいいか？」

　と、大兎が真っ黒に染まった瞳で言ってきて、それに月光はうなずく。

「ああ、それでいい。暴走も解いていいぞ。この校庭では、円陣の力で敵の力は弱る。俺でも縛しばり付けることができるだろう」

　それに、校庭に上半身だけだした、巨きよ大だいな一つ目の女が、こちらを見て言ってくる。

「……いったい、おまえはなにをしようとして……」

　しかしそれを遮り、月光は細く巨大なエデルカの主を見下ろして、言う。

「黙だまれ。時間がない。質問に答えろ」

「…………」

「おまえはいったい、どうやって他者の願いを叶かなえている？　この《預言》に支配された世界の中で、おまえはどう、他者の運命に介かい入にゆうする？」

「…………」

「それともおまえがやってることも、《預言》に書かれているのか？　それともおまえは、《預言》の書き換かえができるのか？」

「…………」

「もしおまえが《預言》を書き換えられるとして、それは《軍》と同じ方式か？　それとも別物か？」

「…………」

「もし別物で、それでも介入ができているのなら、そもそもおまえはいったい、《預言》にとって、なんだ？　どうして《預言》に介入できるようになった？」

「…………」

「十三日後に世界は滅ほろぶ。そう《預言》されている。それに対して、おまえはどういう立ち位置で破は滅めつを迎むかえようとしている？」

　そう、月光は一気に聞いた。

　聞くべきことを、すべて聞いた。

　しかしそれに、エデルカの主が言った。

「……それらにワタシが答える必要性を……」

「黙れ雑ざ魚こが。答えてもらう」

「なら、願え。ワタシに乞こい、願え。あるのは願いと、代だい償しようだけだ。そうすれば、おまえが欲ほしがっているものを……」

　そこで月光は、腰こしから剣を抜ぬく。エデルカの主の肩かたに突つき立てる。

　そして、

「代償はおまえの命だ。殺さないでやるから、質問に答えろ」

「……は、ははは、それでは願いは叶えられ……」

「もしくは、《軍》でおまえを洗脳することもできる。すでに《軍》はおまえを狩かり、軍事利用することができる仕組みを開発している。だが、しないでやる。だから願え。俺に乞い、願え。あるのは願いと、代償だけだ。俺がおまえを救ってやる。だからおまえは俺の願いを、自主的に叶え続けろ」

「…………」

　そのまま月光はしゃがみ、エデルカの主に顔を近づけていきながら、言う。

「いいことを教えてやる。俺は敵には容よう赦しやがないが、仲間には優やさしいぞ」

　するとそれに、背後から大兎が、

「そりゃどーかなぁ」

「黙れ」

「はいはい」

　と、馬鹿ウサギがおどけたように言うのは無視して、再びエデルカの主あるじを見る。

　すると彼女はこう言う。

「まさかワタシに、おまえの仲間になれと？」

「そうだ。光栄だろう？」

「……ワタシは神種だぞ？　人間ごときが……」

「その人間におまえはいま、なにをされてる？」

「…………」

「それに、神種だの、人間だの、どうでもいいだろう。どうせ十三日後にはすべてが終わるんだ。なら、いま俺と一いつ緒しよにあがけよ」

「…………」

　そこで、月光は剣をエデルカの主の肩から引き抜いた。

　そのまま腰の鞘さやに収める。

　エデルカの主は、困ったような様子で動かない。

　だが無視で、月光は言う。

「仲間になるなら、フロウルの円えん陣じんと契けい約やくさせてやる。契約すれば、力が跳はね上がるぞ。この学校に棲すみついて、破滅の日まで力を貸せ」

「…………」

「おまえは、俺のものになれ」

　と、月光は手を差し出す。

　するとエデルカの主はやはり、一つ目でこちらを見上げ、そして、

「……さっきのおまえの質問」

「うん？」

「ワタシが、《預言》を書き換えて願いを叶えているのか、どうか、という話」

「ああ」

「確かに書き換えている」

「ほう」

「だが、どうやって書き換えることができているのかは、ワタシにもわからない。生まれた瞬しゆん間かんから、ワタシはそれができた」

「…………」

「ワタシはあの世界で、それをするためだけに生まれた。延々、永遠、他者の願いを聞き、代償を溜ため込み続けるためだけに生まれた」

「そうか。で、その溜め込んだ力の使い道は、なんだ？」

「わからない」

「わからない？」

「ああ。わからない。だが、おまえも同じだろう？」

「うん？」

「おまえは、なぜ生きるのか、自分で理由がわかっているのか？」

「…………」

「それと同じだ。ワタシも、なぜ願いを、代償を集めているのかはわからない。ただ、そう作られた」

「誰だれに？」

「さて、な。神か？　だが果たしてそんなものが存在するのか？　その神すら、《預言》には書かれていそうだが」

　そこで、エデルカの主は立ち上がった。彼女が立ち上がったのは、校庭の側がわでだった。

　背は、どういうわけか高くなかった。二十メートルはありそうだった身長は、しかし、立ち上がると月光よりも小さくなった。

　顔の中央にある、一つ目も消え、まるで人間の少女のような顔になった。

　そして月光のほうへとその黒くろ髪かみの少女は目を向けて、言う。

「これでいいか？」

「なにが？」

　それにエデルカの主は答える。

「ワタシを人間の側に拘こう束そくするのだろう？　ならば、その世界にあわせて形を変えた」

「そうか」

「そうだ」

「だが、一つおまえは間ま違ちがっている。拘束はしない。自由に振ふる舞まえ。仲間だ。自主的に協力しろ」

「…………」

「あとで俺の弟を紹しよう介かいする。弟に《預言》の書き換え方を教えろ。それと、もしも《預言》の破滅を防げたら、もう一つ俺の願いを叶えてくれ」

　と、言う。

　すると黒髪の少女は不思議そうにこちらを見上げ、

「破滅の、あと？　おまえは破滅を防げると本当に……」

「思ってる」

「…………」
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「思っている。だからおまえは、俺に手を貸せ」

　と、月光は言う。

　それにエデルカの主はやはり、不思議そうな顔のまま、

「……いいだろう。おまえの馬ば鹿かげた話に、付き合ってやる。どうせ他ほかに選せん択たく肢しはないしな。それにもしも本当におまえが破滅を防げるのであれば──《預言》に逆らうなどという、奇き蹟せきが起こせるのであれば、そのときは代償なしで願いを叶えてやろう」

　それに月光はにやりと笑って、

「当然だ」

　と、言う。

　それから、

「閉じろ。開け」

　と、言う。

　するとエデルカの主の世界へと繋つながっていた《道み程ち》が閉じ、今度は生徒会室に繋がっている《道み程ち》が開く。

　エデルカの主がそれに、

「ここは？」

　と聞いてきて、月光は答える。

「生徒会室だ。まずはそこにいけ。そこが、《預言》に対たい抗こうする拠きよ点てんになる」

「それで？」

「いけばきっと、俺の弟と《軍》が迎むかえてくれるだろう。《預言》を回かい避ひする協力をしろ」

「……わかった」

　と、エデルカの主は《道み程ち》をくぐって、生徒会室へといく。

　それを月光は確かく認にんしてから、

「閉じろ」

　と、《道み程ち》を閉じる。

　するとそれに、腕うで組ぐみしながら一連の出来事を眺ながめていた大兎が言ってくる。

「なぁ月光」

「なんだ？」

「おまえあれ、天然でやってんの？」

「あ？」

「もしくは、女口説くぞーって意識してる？」

「なんの話だ？」

「いやーなんか、すげー悪い奴やつだなぁとか思いながら見ててさぁ」

　と、意味がわからないことを言ってくるので、本当になんの話をしているのかと聞こうとするが、しかし、

「…………」

　馬鹿の戯たわ言ごとに付き合っていては時間がいくらあっても足りないので、やめる。

　携けい帯たいを取り出す。

　メールを打つ。




　一つは黒守宛あて──

　エデルカの主を仲間に引き入れたので、生徒会に入れるようにしろ、協力できるようにしろ、と。




　もう一つは日向宛──

　やはりエデルカの主を仲間に引き入れたので、《軍》から守れ。《預言》への介かい入にゆうの仕方を習え。そしてもし、できるようなら、失った寿じゆ命みようと、人間に戻もどれる方法がないかを探さぐれ。




「…………」

　きっとエデルカの主あるじならそれを、出来るはずだった。《預言》を回避することはできなくても、日向を人間に戻すことは、できるはずだった。

　そしてもしも《預言》を回避することができたあかつきには、それを月光は、エデルカの主に願うつもりだった。

　代だい償しようなら、いくらでも払はらう。

　エデルカの主は、代償はいらないと言ったが、もしも必要なら──弟を人間に戻すのに必要ならば、その代償はいくらでも払ってやると、月光は思っていた。

「…………」

　だが、それはすべて、《預言》を回避したあとの話。

　運命の十三日後を乗り切ったあとの話。




　大兎が言ってくる。

「ほいで、おまえの戦略はこうやって仲間を増やしてくことなのか？」

　それに月光は振り返る。

「神種を、ここに集める」

「俺何回暴走すりゃいいのよ？」

「必要なだけだ」

「うーん……破は滅めつ前に俺、人間の感情なくなっちゃいそうだなぁ」

　と、笑う。

　しかしやりたくない、とは言わない。

　やるしかないのだ。

　自分たちが出来ることはすべて、やるしかない。

　月光は言う。

「じゃあ、次にいくぞ」

「ってか月光、ちょっと待って。あの、ちょっと約束違わない？」

「うん？」

「今日はほら、あれやるはずだったじゃん」

　という言葉に、月光はうなずく。

　大兎が言っているのは、大兎が以前にエデルカの主からもらった情報にアクセスしないのか？　という話だった。

　大兎は以前、エデルカの主から『力』の在あり処かが無数に書き込まれた地図を脳の中に入れられたのだという。

　そこにはありとあらゆる魔ま法ほうや、武器の在処が書き込まれているのだという。

　おまけにその地図をもらうときに大兎が願ったのは、

《ヒメアを守ることができる力を手に入れられる場所を教えてくれ》

　だった。

　守るための力じゃなく、守ることができる、力が手に入る場所を教えてくれ、と、こいつは願った。

　となるとそれは、

《ヒメアを、《預言》から守ることができる力》

　と、言い換かえてもいいんじゃないか？　というのが大兎の意見で。

　エデルカの主の力は当然、《預言》には遠く及およばない。だが、《預言》に対抗することができる可能性があるものの位置を示すことは、できていたんじゃないか？

　と、いう大兎からの提案によって、これからその『力』探しに、《道み程ち》を使っていこうという話になっていたのだが。

「約束してたことは、やんねぇの？」

　と、大兎は聞いてくる。

　そしてそれに、月光は答える。

「武器はおまえ一人でも集められる。だが、仲間は俺が口説く必要がある」

「ふむ。えと、つまり？」

「俺はおまえと違って、寝ねないで活動出来る時間に限界がある」

「ああ～」

「昼のうちはすべての神種を俺の傘さん下かにいれる時間にあてる」

「じゃ、夜は……」

「エデルカからもらった地図で、武器と魔法を手に入れてこい。《道み程ち》は俺が開いてやる」

「って俺めっちゃ忙いそがしいじゃん」

　それに月光は笑って、

「眠ねむくなったら一回死ねばいいだろう？　王様が寝ている間に、奴ど隷れいはしこしこ働け」

「うーん、いいけど」

　と笑ってから、言う。

「んじゃ、今度はどこ？」

　それに月光は呟つぶやく。

「開け」

　するとまた、《道み程ち》が開く。

　今度は『帰らない塵地クル・ヌ・ギ・ア』と呼ばれる、異界だ。

　そこを治める死の象しよう徴ちよう──死神エレシユキガルを、説得、陥かん落らくさせにいく。

　洗脳ではない。

　説得だ。

　仲間になることを、説得する。

　そうしたうえで、神種同士に協力させる。

　神種はそもそも、他者とはまるで相あい容いれない存在であることが多いが、その神種同士が繋がることによって、《預言》について、なにか《軍》も知らなかったような情報が手に入る可能性もあるんじゃないか？

　と、月光は思い、それから、

「……そんなに、甘くないかもしれないが」

　自じ嘲ちようするように少しだけ笑いながら、しかし、《道み程ち》の先を見る。

　死の象徴が住む、異界を見つめ、

「じゃあいくぞ、大兎」

「ほいほい。で、ここにはなにがいんの？」

「死神エレシユキガル」

「へぇ……なんか舌した噛かみそうな名前だな。何語？」

「知らん。とにかくいくぞ」

　と、二人はまた、異界へと足を踏ふみ入れた。








　第三章　弟や




　場所は少し移る。

　生徒会室。

　いまだ空には太陽が昇のぼっている。

　日差しは窓から強く入ってきていて、終末を目前に控ひかえている世界も、明るく照らしている。

　そこで、待っている。

　黒くろ守すは待っている。

「…………」

　と──

　生徒会室にある白い壁かべに、歪ゆがみが生じる。

《道み程ち》が開いたのだ。

　そしてその《道み程ち》から、一人の少女が入ってくる。見覚えのない少女。

　長い黒くろ髪かみの、色白な美しい少女。

　人間化した、エデルカの主あるじだ。

《道み程ち》はすぐに閉じる。

　戻もどる場所は、なくなってしまう。

　しかし少女はそれに、振ふり返るでもなく、生徒会室を見回し、それからこちらを見て、言う。

「……まるで、ワタシがくるのを待っていたみたいね、黒守・フィリエル・優ゆう一いち」

　それに黒守は微笑ほほえんで、答える。

「実際、待っていたので」

「《預言》を見て？」

「そう」

「じゃあ本当に、すべての出来事があなたの掌てのひらの上ね」

　それに黒守は、肩かたをすくめる。

「まあ、《預言》を管理し、細かく手を加えているのは僕なので」

　それにエデルカの主は前に進み、生徒会室にある会議用の椅い子すに座る。

　黒守は彼女が座ったのを確かく認にんしてから、その対面に座っている少女を見る。

　七色に輝かがやく薄桃ラベンダー色の髪に、真しん紅くの瞳ひとみ。

《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれている魔女──サイトヒメアだ。

　さらにヒメアの横に席を一つあけて、もう一人少女が座っている。

　背の低い、少女。

　年の頃ころは十三、四くらいに見える。

　黒い髪。黒い瞳。

　アンナという名前の、テンペロン・クローリーに君臨していた、女王だ。

　ちなみにいまは、黒守によって一度殺され、さらに《軍》に洗脳されて体を乗っ取られた状態でそこにいるのだが。

　ヒメアがその、アンナのほうを見て、言う。

「……誰だれ？　この子は」

　それに黒守は答える。

「あー、彼女のことは気にしなくていいです。テンペロン・クローリーを掌しよう握あくするための、傀かい儡らいなので。意識も感情も、ほぼありません」

「ふぅん。それで？　なんで私をここに呼んだ？」

　という、言葉に、今度はエデルカの主がヒメアのほうを見て、言う。

「ああ、その口ぶり、記き憶おくが戻ったんだ。これ、前も聞いたけど、結局あなたは、誰なの？　サイトヒメア？　シグレハルカ？　それとも……ラミエル・リリス？」

　しかしそれを、

「…………」

　ヒメアは無視する。興味がないとばかりに、答えない。

　それに黒守は笑う。

「はは、仲がいいね」

　しかしやはりそれにも、反応がない。

「それで？」

　エデルカの主が言った。

「ワタシはなぜ、ここにいる？　ワタシはただ、淡たん々たんと、あの空間で、誰かの願いを叶かなえ、代だい償しようを集め続けていればよかったんじゃないの？」

「そうだね」

「なのにこれは、なに？　なぜワタシも、《預言》の外のシナリオに関かかわっている？　ワタシは《預言》の中で生まれ、《預言》の中だけで死ぬんじゃなかったの？」

　それに黒守は、答える。

「違ちがうよ。最初からこういう筋書きだ。というか、さっきの君のこと、見てたよ」

「さっきの？」

「君は月光君に、願いを溜ため込んでる理由を知らないと、言ってたね」

「…………」

「自分が誰に、なんのために作られたか知らない、と。でもあれ、本当かな？」

「…………」

「忘れちゃったのかな？」

「…………」

「君は、僕ら《軍》によって、世界を操あやつるために作られた魔女に過ぎないことを……」

　が、エデルカの主はそれを遮さえぎって、言う。

「あはは、まるで神気取り？」

　しかしそれに、黒守は淡々と答える。

「人は神より上だよ」

「相変わらずの傲ごう慢まんさ」

「そうかな。努力を怠おこたって、人間に出し抜ぬかれる神のほうが、よほど傲慢で、怠たい慢まんだと思うけれど。でも少なくとも、君の作り主は僕だ。なのになぜ、さっきはあんなふうに言った？　僕が聞いてるのを知ってて、ああ言ったろう？」

　と、黒守は聞く。

　するとエデルカの主はこちらを見て、答える。

「本心だから」

「うん？」

「本当に、自分の存在意義がわからなかったから」

「ふむ」

「ワタシはあなたに作られた。でも、あなたはなぜ、ワタシを作った？　ワタシを作ったあなたは、いったい誰に作られた？」

「…………」

「あなたにはいったい、なんの意味があるの？　どんな存在意義があるの？　ワタシの存在意義をすべて操れているという、あなたにはいったい、どんな存在意義がある？」

　その問いに、黒守は言う。

「なるほど。それを知りたくて、君はああ言ったのか？」

　が、エデルカの主は首を振る。

「いいえ、別に知りたくない。ただふと思っただけ。あなたはいつも偉えらそうにしているけれど、そんなあなたは操られてないの？　って」

「…………」

「ワタシはあなたに作られた。でも、あなたも誰かに作られた傀儡じゃないの？　と、聞いてみたかっただけ」

「聞いて、どうする？」

「別に。聞いてみたかっただけ。答えはいらない」

「そうか」

「ええ」

「ふむ」

　と、黒守は腕うで組ぐみをし、そして言う。

「傀儡。傀儡か……それならよかったんだけど……」

「……？」

「でもまあ、いい。とりあえず、君たちはここにそろった。すべて予定通り──《預言》どおりだ。魔ま術じゆつは非常に綺き麗れいに、うまく巡めぐっている」

「他者の運命をもてあそぶ魔術？」

　エデルカの主が言う。

　しかし黒守は微笑んで立ち上がる。

　両手を広げる。

「ああ、そう。そして天てん魔まは全すべて死んだ。《教会》は手に入った。テンペロン・クローリーも手に入った。もうすぐ死神エレシユキガルも手に入る。そうしたらもう、ほぼ、すべての術式が完成する。もうすぐ魔術は完成する。さて、それを邪じや魔まする者は──」

　とそこで、携けい帯たいが鳴るのを、感じる。

　ポケットの中。

　だが、そのメールは見ない。メールの内容はすでに、知っているから。

　もう《預言》で、見ているから。

　月光からのメールだ。

　そこには、エデルカの主と協力しろ──というようなことが書かれているはずだった。

　そしてもう一つ、メールが届く。

　届く先は、この教室の外。

　廊ろう下かだ。

　廊下にいて、こちらの会話を盗ぬすみ聞きしている紅くれない月げつ光こうの弟のもとに、メールが届く。

　その内容も知っている。

　なにせそれもすべて、《預言》に書かれているのだ。

　そのすべてはすでに《軍》で、管理しているのだ。

　だから黒守は言う。

「アンナ」

　そう、テンペロン・クローリーのかつての女王の、名前を呼ぶ。

「はい」

　と、アンナが感情がない声こわ音ねで答える。

　その彼女に命じる。

「廊下にいる子を、殺して」

「はい」

　瞬しゆん間かん、ドンっという衝しよう撃げき音おんを上げて、アンナがその場から飛び出す。

「くそっ」

　という声が廊下から聞こえる。

　日向ひなたの声だ。

　いまの日向の力では、《軍》でノロイを入れられたアンナにはかなわない。そう、《預言》ですでに設定してあるのだから、間違いなくそうなる。

　いま、廊下でなにが起きているのかは、見えない。だが、黒守はそれも知っている。なにが起きるのかを知っている。

　向こうで起きる展開は、こうだ。




　日向が契けい約やくした悪魔を呼ぼうとする。

　その腕をアンナがつかむ。千切る。

　日向は腕を千切らせながら後方へと下がる。悪魔を呼び出す時間が取れないと判断し、別の魔法を使おうとする。

　アンナが距きよ離りを詰つめ、日向の首をつかむ。左に投げる。

　日向はうめきながら、生徒会室の中へと投げ飛ばされてくる。

　床ゆかに転がる。




「…………」

　黒守は顔を上げる。

　すると目の前には、思った通りの光景が広がっている。

《預言》に書かれていたとおりの光景が広がっている。

　床に倒たおれる紅日向の姿。

　日向は冷たい瞳ひとみでこちらをにらみ、

「……おまえ、いったい何者だ？」

　と、聞いてくる。

　それに黒守は笑って答える。

「はて、僕は自分の身分を詐さ称しようしたことは一度もなかったんですが……」

　それに、日向は少しだけ自じ嘲ちようするような顔で、笑う。

「ああ、なるほど。つまり《軍》は崩ほう壊かいしてない……そういうことか」

「君は最初から疑ってたんでしょう？」

「まあね。僕は兄さんしか信じてないから」

「そのわりにはあっさり、僕につかまりましたね」

　すると日向は肩かたをすくめて、言う。

「自分の力を、過信した」

「ははは、その程度の力で、僕や《軍》を出し抜けると？」

「うん」

「おまけにまだ、僕をどうにかできると思ってるでしょう？　こうやって会話をしながら、契約した悪魔を呼び出す術式を意識下に展開している」

　瞬間、ほんの少しだけ日向の表情が変わる。

　しかし気にせず、黒守はにこにこ笑いながら続ける。

「呼ぼうとしてるのは、以前に僕と戦わせた、彼女ですか？　北席の大公ヴエリム。アスタロトの娘むすめ──アイヴィィイ。アレは確かに、強いですよねぇ。よくもまあ、あんなものと契約する気になりましたね。ただの人間の魂たましいで契約するには、過ぎたバケモノだ」

「…………」

「だからああいうのは契約せずに、壊こわして改造するんですよ。というか、もうそうしましたが……」

　そこで、黒守はその、アイヴィィ。を呼び出す。自分の背後に、強大な魔力を秘ひめたバケモノが現れるのを感じる。

　白い髪かみ。

　白い肌はだ。

　白い瞳。

　黒い服。

「………………………………」

　だが彼女は言葉を発しない。そういう、拘こう束そく具ぐをつけているのだ。彼女クラスのバケモノになると、言葉一つに込こめられた呪じゆ言ごんにもそれなりの威い力りよくがあるので、それを拘束する必要がある。

　そしてそれを、日向はやはり、感情のない瞳で見上げる。

　それに黒守は言う。

「あれ、驚おどろきませんね」

　すると日向が答える。

「……《軍》にはそれだけの力がある。それはわかっていたことだ」

「まあ、そうですね」

「神も殺せる。天魔も殺せる。悪魔も殺せる。そして人間の世界も統すべている──で？　それほどの力がある《軍》が、欲ほしがってるものはなんだ？」

　日向は立ち上がり、そんなことを聞いてくる。

　それに黒守は答える。

「《預言》の回かい避ひです」

「はっ、《預言》はおまえが管理できてるんじゃないのか？　少なくとも僕はさっき、そう……」

「こそこそ盗み聞きした？」

　と、黒守がからかうように言うが、日向はあっさりうなずく。

「そうだ」

「う～ん、少しは動どう揺ようしてくれると、話すのが楽しいんですけど」

　が、日向はそれにも小さく笑って、言う。

「あいにく、そういう人間っぽい感情はもう売った。おまえが簡単に使し役えきしているその、悪魔を飼うためにね」

「なら、彼女から奪うばって、戻もどしてあげましょうか？」

「いらない」

「そうですか」

「それよりも、話を続けろ。いったいここでは、なにが起きてる？」

「それを僕が、あなたに教えると……」

　が、遮さえぎって日向は言う。

「教えるだろう？　じゃなきゃ、この会話はいったいなんのためにある？　おまえは僕を殺せる。あっさり殺せる。脳みそをいじくって、操あやつり人形にもできる。なのに、しない。そしてくだらない問答を続けている。つまり、おまえは僕と会話をする必要があるんだ」

「…………」

「で？　それはなんだ？　僕のなにを欲ほつしている？」

「…………」

　それに、黒守はただ、にこにこするだけで、答える。

　それでも日向は続けてくる。

「そもそもこの、《預言》というのは、なんだ？　本当に破は滅めつはくるのか？」

　黒守は笑って、答える。

「はは、ちょっとだけ、必死な表情になってきたね。当然だ。君は《預言》に絶望して、それを回避するためだけに、今日まで必死に生きてきたんだから」

「…………」

「どうしたら未来を切り開けるのか、力が足りない自分に、いったいなにができるのか？　そればかりを考えて、今日まできたんだから、まさかその、《預言》を、すべて管理している人間がいるなんて知ったら、困るよねぇ？」

「…………」

「おまけに破滅がなかったら。自分がずっと怯おびえていた破滅がなかったら、いったいどうしようって、そう思うだろう。親も生いけ贄にえとして喰くっちゃったのに。自分の命も、感情もすでにうっちゃったのに……だから君は怯える。いままでの自分の人生はいったいなんだったのかと、怯え……」

　するとそこで日向が動く。床を蹴けり、会議用机を蹴って、まっすぐこちらへ。

　そして首をつかんでくる。強く、折れるほどの勢いでつかんでくる。

　いや、実際に折れる。自分の首の骨が折れるのを、黒守は感じる。

　それを確かく認にんしてから、日向は言った。

「長い口上はいらないと、言ってるだろう？」

　そしてそれに、黒守は首の骨を折られたまま、答えた。

「君のその、怒おこった顔──少しずつ、感情が戻ってるみたいでよかった。実はアイヴィィ。を拘束して、中にあった契約を外に解放してるんだ。徐じよ々じよに君の中に、感情が戻る。寿じゆ命みようも少しは、戻るんじゃないかな」

「なっ……」

　そこで初めて、日向は少し、驚いたような表情になる。

　それも感情が戻りつつあるせいなのか、それとも違ちがうのか、それはわからないが、しかし、どうでもいい。

　黒守は続ける。
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「あと、さっきの質問に答えよう。《預言》はなんなのか？　破滅はあるのか？」

　首をつかんでいる、日向の手の力が弱まるのを感じる。

　黒守はその、日向を見つめて、言う。

「安心していいよ。破滅はある。君の努力は、無む駄だじゃない」

「…………」

「ちなみに、《預言》もある。というよりも、破滅を回避するために、僕が《預言》に介かい入にゆうして、君の人生もある程度いじった」

　そこで日向は、首を放す。

　そして聞いてくる。

「……いったい、どういうことだ？」

　それに黒守は一歩後ろに下がる。

　首の骨を、元に戻す。

　そして両手を広げて、言う。

「説明したら、協力してくれるかい？」

「話次し第だいだ」

「話して信用してくれるかな？」

　それに一いつ瞬しゆん、日向は考えるような顔になり、それから、言う。

「僕の人生を自由にいじくりまわせるような奴やつが、わざわざこの状じよう況きようで、嘘うそを言うとは思えない」

「つまり、信じると？」

「僕に都合が良ければ」

「はは……たぶん、都合はいいよ。なにせこの話は、君をお兄さんに喰わせたい、っていう話だから」

　と、黒守は手を上げる。

　日向の頭へと触ふれる。

　そして、言う。

「口で説明するのは時間がかかるから、《預言》を見たらいい。過去の《預言》。始まりについての《預言》。僕が、《預言》に初めて介入したときの、景色を──」

　そう言って、日向の頭をつかむ。

　そして魔ま術じゆつを展開する。

　それはこの、世界を覆おおう魔術だ。

《軍》よりも大きい、魔術。




　──《預言》だ。




　それを日向の頭の中に、見せる。

　日向の瞳ひとみが大きく、見開く。

　そして──




　その魔法は、発動した。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　闇やみ。

　光。

　闇。

　それらが数度、明めい滅めつしてから、その光景は、その物語は、その筋書きは現れた。

「…………」

　情報が明滅する。

　断だん片ぺん的な情報がいくつも脳の回路に入り込んできて、パンクしそうになる。

「…………」

　おまけに、日向の目の前で展開した物語は、ひどくグロテスクなものだった。

　そこには欲望だけが存在した。

　人間の、欲望。欲望。欲望。

　人には欲望がある。

　もっと強く。

　もっとたくさん。

　もっと大きく。

　もっと、もっと、もっと。

　人間たちはそれをずっと叫さけんでいた。

　そしてそこに、一人の人間が現れた。

　名前をクロス・フィリエルと言った。

　彼はひどく優ゆう秀しゆうだった。

　もっと強く、もっと賢かしこく、もっと深く──と、欲望に対して、貪どん欲よくだった。

　そしてそんな彼も、恋こいをする。

　相手は人じゃなかった。

　強大に力がふくれあがった彼の相手をできる者は、もう、人間の中にはいなかった。

　だから彼は、エキドナという名の、バケモノをパートナーに選んだ。

　魔女たちの始祖──

　魔物たちの始祖──

　エキドナはありとあらゆる世界から忌いみ嫌きらわれ、恐おそれられるバケモノだった。

　だが、二人は深く愛しあった。

　永遠を誓ちかい合い、長い間、愛しあった。

　しかし当然、終わりはくる。

　この世界には、永遠という仕組みは存在していないのだ。

　エキドナに理ことわり通りの滅ほろびのときが訪おとずれたのだ。

　彼女はクロスに別れを言った。

　限りある時の中で、同じ時間を過ごせたことを楽しかったと、そう言った。

　だがそれをクロスは受け入れなかった。

　もっと長く彼女と一いつ緒しよに過ごしたいと言った。

　もっと長く彼女と時を経へることを望んだ。

　彼は人間らしく、もっと、もっと、もっとと叫び、そして──

　永遠を望んだ。

　理には存在しない、永遠を望んだ。

　そしてこれは、そこから始まった。

　クロスはそこで、《預言》に気づく。

　世界を覆う、《預言》に気づく。

　空間のすべてを埋うめ尽つくすように存在する、神が描えがいた完かん璧ぺきな魔術の術式に気づく。

　そしてそれに介入することを決める。

　介入できるようになるのに、何百年もかかった。

　だが、彼は成功する。

《軍》という名の魔法を完成させ、《預言》の書き換かえに成功する。

《預言》を書き換えると、世界で起きる事象をコントロールできるようになってしまった。

　だがそれと同時に、神からの干かん渉しようも始まった。

　書き換えた部分の修正が入る。

　そもそも《預言》を書き換えられるようになってしまった、クロスという存在を、世界から除外しようとしてくる。

　だが、クロスはそれにも対抗した。

　自分を除外してこようとする神に対して、反はん抗こうしたのだ。

　だが、やったことは簡単。

　ごく、簡単。




《預言》から、神を消したのだ。




　神を、殺したのだ。




　そしてそれで、すべては終わった。

　神はいなくなった。

《預言》を書き換えられるのは、《軍》と、クロスだけになった。

　つまり神になったのだ。

　自分たちは、神になったのだ。

　もう、それ以上の成長は存在しなかった。

　究極の到とう達たつ点を一度、見てしまったのだから。

　残されたのはただ、破は滅めつへ向かう未来だけ。

《預言》は途と中ちゆうで途切れており、その先を書く方法を、クロスたちは知らなかった。

　神は知っていたのかもしれない。

　神──と呼ばれていたものがいったい何者だったのかはわからないが、もしかしたら未来を《預言》に書き込む方法を知っていたのかもしれない。

　だがその神は殺してしまった。

　簡単に殺せてしまえた。

　だから未来は、途切れ──




　破滅がくる。




　滅びがくる。




　終末がくる。




　そしてそれを防ぐために、クロスたちは新しい神を作ることにした──




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　そこで、《預言》は途切れた。

「ぐあっ」

　日向は一歩、後ろに下がる。

　そして目の前のバケモノを見つめる。

　人間という名の、欲望にまみれて狂くるったバケモノを見つめる。

　そして日向は、言った。

「……おまえは、神になるつもりか？」

　するとそれに、黒守が答える。

「いや～、興味ないね。君にどこまで見る力があったかはわからないけれど、僕が望んでいるのは、エキドナとの永遠だけだよ」

「エキドナは死んだ。そして死者は決して、生き返らない。どんな魔ま術じゆつをもってしても」

　が、それに黒守は笑って、言う。

「僕は認めてない。生き返らせる。その方法も見つけてる」

「《預言》の書き換えか……ああ、なるほど」

　と、日向は、部屋にいる、エデルカの主あるじのほうへと目を向ける。

　エデルカの主は、少し前にサイトヒメアの願いを受けて、鉄くろがね大たい兎とを復活させている。だが、そんな力はこの世界には存在しないはずだった。

　一度滅びたものを元に戻もどすのは、それほど異常なことだった。

　だが、このエデルカの主は行っている。

　そしてこのエデルカの主は、黒守が作った魔女なのだ。《預言》に介かい入にゆうして、他者の願いを叶かなえるための、存在。

　日向はエデルカの主のほうへと目を向けて、言った。

「じゃあおまえは、この、黒守の願いを叶えるために延々、他者の願いを叶え、代だい償しようを溜ため込んできたのか」

　するとそれに、エデルカの主が答える。興味なさげな顔で、

「溜めた力をなにに使うのかは、聞いていな……」

　が、それを遮さえぎって、黒守が言う。

「この情報量で、そこまで思考がいくってのはやっぱり、君は頭がいいねぇ」

「…………」

「そして頭が良すぎるから、君は苦しむ」

「……おまえがそうなるよう、《預言》をいじったんだろう？」

　と、日向が言うが、しかし黒守は首を振ふる。

「いいや。そこはいじってない。そんなに大きく運命が変わるようないじり方は、しないんだ。元にある、神とやらが書いた物語をベースに、必要な部分だけを書き換える」

「おまえにとって、都合がよくなるように？」

　すると黒守は笑って、言う。

「エキドナが、再び僕の前に元気な姿で復活するように」

「そのせいで世界が終わっても？」

「そう」

「自分の欲望のためだけにおまえは……」

　しかしそれも遮って、黒守は言う。

「だから、そうだよ。で、なにか文句あるかな？　人間はそういう生き物だろう？　すべてを手に入れたいと思うようにプログラムされてる。それとも、人道だとか、道義だとか、そんなくだらない話を始めたいのかな？」

　そう問われ、しかし日向はただ、黒守を見つめる。

　別に、そんな話には自分も興味がないから。　興味があるのは、いまの状じよう況きようだ。

　黒守はなぜ、自分をここに呼んだのか。

　なにをさせたいのか。

「僕の存在理由は、なんだ？」

　そう、日向は聞いた。

　そしてそれに、黒守は答えた。

「お兄さんに、食べてもらうことだよ」

「それで？」

「それだけ」

「それでどうなるのかを、聞いている。おまえは兄さんに──紅月光に、どういう役割を望んでいる？」

　それに黒守は笑って、言う。

「僕の代わり」

「それは……」

「新しい神を、管理する者になってもらおうと思っている。まあでも、悪い話じゃないよ。君さえ協力してくれれば、月光君は《預言》が途切れた、破滅後も生きる。そしてそれで、君は満足だろう？　なら、協力しなよ。利害は一いつ致ちしてる」

「…………」

「君は兄を助けたい。僕はエキドナとの永遠を手に入れたい。それで、十分じゃないか」

　と、言う。

　そしてそれに日向は黒守を見つめる。

　思考を巡めぐらせる。

　自分はここで、どういう選せん択たく肢しをとるのが正解なのかを、考える。

　こんなに必死になにかを考えたのは久しぶりのような気がする。なぜなら、ほとんどの状況を、すでに《預言》で見ていたからだ。

　未来はあらかじめ決められており、その通りに演じて生きているのだと思いこんで、絶望していたから。

　だが、このスクデュルの《預言》は、見ていなかった。

　さらに、《預言》を書いているのがまさか、人間だなんて、思ってもみなかった。

　だから、思考を巡らせる。

　必死に思考を巡らせる。

　有利に進むように。

　物語が、少しでも有利に進むように。

　するとまるでそれを見み透すかしたかのように、黒守が言った。

「ああ、ちなみにこの光景も、すでに《預言》されたとおりだよ。君はその、スクデュルは見てないと思うけど」

「…………」

　とそこで、日向は質問しようとする。

　だが、黒守はそれも知っている、といわんばかりの顔で、答える。

「だから君がしようとしている質問もわかる。君はサイトヒメアを見て、こう言う。『この魔女とは、いったいどういう利害が一致しているんだ？』と。そして僕はそれにこう答える。『それは答えられない。それは彼女の問題だから』って」

　などと、言う。

　それにサイトヒメアが少しだけこちらに顔をあげ、しかし、やはり興味なさげに目線を逸そらす。

　この部屋にいる三匹びきの魔女たちは、まるでお互たがいの存在を認にん識しきしていないかのように、ただ、ぼんやりと座っている。

　日向はそれを見つめ、それから再び黒守へと目を戻して、言った。

「情報が隠かくされているのなら、協力は……」

「いえいえ、情報は隠しませんよ。これから共に、行動するにあたって必要な知識は与あたえます。サイトヒメアの役割は、神の部分です」

「……神？」

「彼女は《預言》の外にいた、《最古の魔女ラミエル・リリス》という名の、異界の神の片割れです。そして僕はその、彼女と契けい約やくして、《預言》を書いたこの世界の神を殺した」

「…………」

「そして神がいなくなってしまった穴を、彼女に埋うめてもらおうと思っている」

「そんなことが……」

「できるようにもう、すべての魔術を張り巡らせています」

「それでいったい、サイトヒメアにどういうメリットがある？」

　と、日向は聞く。

　だがそれに、黒守は答えない。

「それは、彼女だけの理由なので。でもあなたに必要な情報じゃない」

「…………」

「しかし利害は一致してる。それで、十分じゃありませんか？」

　そう、黒守は言った。

　そしてそれに、日向は聞く。

「十分だと返答するには、聞きたいことが二つある」

「なんでしょう？」

「全部が決まってるなら、なんのために兄さんたちに試練を与える？　《教会》も《天てん魔ま》も、すべてがおまえの掌てのひらの上なら、なぜ、兄さんにそれを対処させた？」

　それに黒守が答えた。

「教育です。彼には力がいるから。僕の代わりに、《軍》を管理するためには、大きな力がいるから」

「ふぅん。じゃあ、もう一つ」

「はい」

「なぜ、こんな回りくどいことをする？　おまえは僕を洗脳することも、殺して利用することもできる。いやそれどころか、おまえは《預言》に介入できるという。なら、なぜそうなるよう、《預言》に書き込まない。わざわざ、僕にこんな説明をする？」

　しかしそれにも、黒守はあっさり答える。

「それはあなたが自発的に喰くわれてくれないと、月光君が食べないからですよ」

「…………」

「《預言》ですべて管理できるようになった。すべての動きを、感情を、出来事を、管理できるようになった。でも、その《預言》に管理された人間を、《預言》の管理者にするわけにはいかないでしょう？　だから実は、月光君には《預言》から外れてもらっている」

「…………」

「いや、君にもですが……《天魔》の力を使って、《鴉からす》は《預言》から外れ分ぶん岐きを作る力を持たせるようにしているんです。それも二匹が揃そろい、片方が片方を喰らって一匹にまとまったあかつきには、完全に《預言》から外れる。でもそのためには……」

「自発的に、一匹にまとまる必要がある？」

「そうです」

「でも《預言》では兄さんは、僕を食べてくれない」

　と、日向は言った。

　だがそれに、黒守は笑ったまま答える。

「この件について、《預言》で見たことを持ち出す必要はありませんよ。なにせ、あなたと月光君という、《預言》から外れる力を持った人たちの話ですから」

「…………」

「なのにあなたは恐きよう怖ふにすくんで、《預言》に負けた──そもそも、あなたにも《預言》から外れる力があったのに」

「…………」

「だから《軍》の管理者を任すのはあなたでもよかったんですが……一度負けた、心の弱い負け犬には用はないので、素す直なおにお兄さんに喰われてください」

　なんてことを、言われた。

　そしてそれでほぼ、すべての疑問が解けた。

　自分は弱く、だから兄が選ばれた。

　そして自分は兄に喰われるためだけに存在している──という事実は結局、変わらなかった。

　なら、

「……おまえの提案を……」

　とそこで、黒守が、

「受け入れるのは知ってます。あなたには《預言》から外れる気き概がいがないので、すべて確認できていますよ」

　とそう、言われて。

　そしてそれに日向はまた、

「…………」

　自じ嘲ちようするような笑えみを浮うかべた。








　第四章　友達や




　時間はめぐる。

　時間はめぐる。

　そして、あっという間に五日たってしまった。

《預言》された破は滅めつまで、あと七日。




　月げつ光こうが開いてくれた次元の歪ゆがみを抜ぬけて、大たい兎とは戻もどってくる。

　深夜の、校庭。

　大兎はそこに、一本の剣けんを持ち帰る。

　これはエデルカの主あるじからもらった地図に書かれていたものだ。

　ヒメアを守ることができるだけの力の在処ありかを教えてくれ──エデルカの主にはそう願ったのだが。

「……この剣、弱ぇよな」

　と、持ち帰った剣を振ふり返って、言う。

　ちなみに剣は、異常に大きい。

　柄つかの部分だけでたぶん、ダンプトラック一台分ぐらいの長さがある。刀身まであわせると、ちょっとしたビルぐらいの大きさがあるんじゃないだろうか。

　その、《道み程ち》のすぐ向こう側まで持ってきた剣を大兎はぼんやりと見つめ、

「いったいこんなの、誰だれが振るんだよ？」

　ちょっとあきれたように、言う。

　だが、とりあえずはまた一つ、兵器を手に入れた。毎日毎日、《預言》をどうにかできるようなものがないかと、世界中を──いや、異世界中を飛び回り、新しい魔法や、武器を手に入れては戻ってくるのだが。

「…………」

　そのどれもが、《預言》をどうにかできるようにはとても見えなかった。

「まあ、使いようによっちゃ、強そうだなぁってのは、あるんだけど」

　でも、強いからって《預言》をどうにかできるのか？　というと、

「なんかここ数日、ぜーんぜん前に進んでない気がするなぁ」

　と、苦く笑しようする。

　大兎は夜空を見上げ、それから、《道み程ち》の向こうにおいてある巨きよ大だいな剣を見る。

　あの剣をこちらの世界に持ち込むには、月光に《道み程ち》の大きさを校庭一いつ杯ぱいに広げてもらう必要があった。

　というか、そもそも《聖地》を校庭に移設したのは、そのためだったのだ。

　力や体が大きすぎて、生徒会室には入れないような存在も、仲間に引き入れるために、大きな次元の歪みを開く必要があった。

　だからいま、校庭一杯までには《道み程ち》を開くことができる。

　そしてそうすれば、テュポンの剣とかいう名前の、巨大な剣をこちらにもってくることができる。

　だが。

「だいたいこの剣、どこにおくんだよ」

　と、大兎は半笑いで言う。

　それから校庭を見回す。

　すると大兎が戻った次元の歪みの裏側に、詰つめ襟えりの制服を着た男が座った状態で寝ねているのが、見える。

　月光だ。

　月光は、一日中ここで、異世界のバケモノどもに対して、勧かん誘ゆう活動をしていた。

　そして夜は、大兎が行う武器集めに付き合うために、校庭で《道み程ち》の管理をしてくれていて。

　大兎は、月光のすぐそばまで近づく。

「…………」

　月光は目を覚まさない。

「月光」

　と、名前を呼んでみる。

　やはり、目を覚まさない。

　だがそれも当然だ。

　この数日、こいつはほとんど寝ないで、狂くるったようにここで力を集めていたのだ。

　いくらこいつが優ゆう秀しゆうだといっても、体はただの人間なのだ。死ぬと傷が修復されるだの、魔法で回復するだの、なんてことはできない。

　だから月光はいま、疲つかれ切っている。

「もう、あれだよな。俺がおまえの敵だったら、おまえ死んでるよなぁ」

　と、言ってみるが、やはり目を覚まさなくて──大兎は笑った。

　それから振り返り、テュポンの剣を見る。

「まあ、でもいっか。あの剣も《預言》にゃ役に立たなそうだし……明日、こいつ起きてから持ち帰れば……」

「…………」

　そしてもう一度、月光を見下ろす。

「こんなとこで寝て、体力って回復すんのかね」

「…………」

「保健室とか、連れてく？」

「…………」

「まじでぜんっぜん、起きないんだけど、こいつ」

　と笑い、そのままひょいっと月光を持ち上げてみる。だが、それでも月光は目を覚まさない。

「子供かよ」

　と突つっ込みを入れて、月光の体を肩かたに担かつぐ。そのまま、学校のほうへと歩き出す。

　校庭を抜け、校舎に入る。

　保健室は一階にあるので、すぐのはずだった。

　だが、その途と中ちゆうで、

「……ん」

　月光が、そんな声をあげる。

　それに大兎は応こたえる。

「あ、起きた？」

「俺は寝ていない」

「へー」

「で、いまこれは、どういう状じよう況きようだ？」

「寝てないんじゃなかったのかよ」

「いいから説明しろ」

「あー、なんだ。とりあえず俺は武器持って帰ったけど、役に立たなそうだから……」

　が、それを遮さえぎって月光は言う。

「つまりおまえは役立たずということか？」

「はは」

「で？　なぜおまえは、俺を担いでいる？」

　それに大兎は、答える。

「おまえが疲れた顔で寝てたからだよ。声かけても起きねーし、んじゃ保健室に連れてくか～って」

　するとそれに、月光が言う。

「下ろせ」

「ん？」

「俺を下ろせ」

「いや、そりゃいいけど」

　と、大兎は月光を、下ろす。

　月光はやはり、疲れた顔をしている。

「ってかおまえ、ほんと寝たほうがいいぞ？」

「…………」

「もうこの状況じゃ、寝ないで頑がん張ばったって、結果変わんねぇだろうし」

　それに、月光がこちらに顔を上げる。そして、言う。

「変わらないってのは、破滅するってことか？」

　が、大兎は首を振る。

「体壊こわしたら、防げるもんも防げないだろって、話。いまさらちょっと頑張りが足りないくらいでどうにかなるようなシロモノじゃないだろし」

　と言うと、月光は少しだけ考えるような顔で、こちらを見る。腕うで組ぐみをする。

「……ふむ」

　と、うなずく。

　そのまま、後ろを見る。

　真っ直すぐに続く廊ろう下か。

　廊下は、明かりがついていないので、暗い。いや、もうここのところ、ほとんど明かりがつくことはない。完全にこの学校は、閉へい鎖さ状態なのだ。

　学校閉鎖中。

　いるのは、《軍》の関係者と、生徒会の関係者のみ。

　たまにテンペロン・クローリーから、リーネ・アルトマンとかいう仲ちゆう介かい役やくがくるが、それくらいで、校舎の大きさからしたら、ほぼ、無人状態といってもいいほどに学校は静まり返っている。

　光源としてあるのは、非常口を表す、緑色の明かりくらいで。

　その、暗い廊下を見て、月光は言う。

「俺は、失敗してるか？」

　おそらく、《預言》された破は滅めつに対して、適切な行動ができているか、ということを聞いているのだろう。

　それに大兎は、答える。

「いや、学校のテストと違ちがって点数がでないから、なにが成功でなにが失敗かがわかんねぇしなぁ」

「破滅を回かい避ひできれば、成功だ」

「それも、当日まではわかんねぇじゃん」

「だが俺たちは、その破滅に対して、なにか有用な行動を取れた実感はあるのか？」

　なんて、聞かれて。

　それに大兎は月光を見る。廊下の奥を、にらみつけるように見つめたままの、この学校の俺様生徒会長を見て、聞く。

「もしかして月光、ちょっと弱気になってる？」

「…………」

「愚ぐ痴ち聞いてほしいんなら、聞いてやるけど」

　が、それに月光はこちらを振り向いて、にやりと笑う。

「俺が雑ざ魚こ相手に愚痴？　冗じよう談だんだろう」

「って、そんな疲れた顔で言われてもねぇ」

「……寝ね不ぶ足そくなだけだ」

「なら寝ろよ」

「言われなくても、寝る。だが、破滅まで残りたった一週間だ」

「だな」

「この一週間で、なにができるか」

「…………」

「《預言》を回避するには、《預言》から出る必要がある。《預言》を書いたのが何者なのかは知らないが……そいつの予想を超こえる必要がある。だが、いま俺がやっている行動はほぼ、すべて、俺がやりそうな行動だ。《預言》するのもたやすいだろう。なら、どうする？」

「…………」

　その問いに、大兎は答えられない。

　安易に、答えていい問いではなかった。月光は日々、それと格かく闘とうしているのだ。

　なにもかもが書き込まれている《預言》から出るには、いったいどうすればいいのか？

　月光は一人、真しん剣けんにそれと戦っているのだ。

「いったい、どうすればいい？」

　そう言いながら、月光は歩き出す。彼が向かうのは、保健室のほうだ。

　その、月光の背中をしばらく見つめ、それから大兎は声をかける。

「この状況で、予想外な行動をしたらいいのかな？」

「…………」

　月光は、返事をしない。

　だが、大兎は続けた。

「じゃあ～、もう《預言》と戦うのはやめるってのは、どう？」

「…………」

「《預言》された破滅を回避すんのはやめて、破滅の日にやるはずだった文化祭をさ、成功させるぞ！　みたいなアプローチにするとかは……」

　が、そこで月光が反応する。

　振ふり返って、こちらを見る。少し怒おこったような表情で、

「あ、やば……ちょっとふざけすぎた？」

　と大兎が言うが、しかし月光はこちらをにらんだまま、

「文化祭のあと、後夜祭をするのはどうだ？」

　なんてことを、言い出す。

　それに大兎は一いつ瞬しゆん意味がわからなくて言葉に詰つまるが、しかし月光はひどくまじめな顔で、

「後夜祭は全員コスプレ参加だ。どうせコスプレ喫きつ茶さを提案した馬ば鹿かばっかりだったからな」

「いやあの、月光？」

「そしてその後夜祭は、深夜十二時をまたぐまで続ける。もしその途中で破滅があっても、知るか。朝まで後夜祭だ」

　月光は疲つかれた、それでいて真剣な表情でそんなことを、言い出す。

　そしてそれに大兎は、生徒会長の顔を見つめて、

「……そりゃ、楽しそうだな」

「俺は退たい屈くつだがな」

「はは、おまえコスプレ、スカートとかはけよ」

「死ね」

「でも、いいんじゃない？　それは《預言》されてない気がする。少なくとも俺が見た終末の光景には、文化祭やってる様子はなかった」

「…………」

「なら、もしかしたら文化祭をすることによって破滅を回避……」

　が、遮るように月光は言う。

「そんな安易じゃないだろうな」

「…………」

「だが、やる価値はある。その意見は採用だ。明日にも学校の閉鎖を解く」

　その言葉に、大兎は聞く。

「でも、いいのかな？　この学校、もう前と違って、神種のバケモノで溢あふれ返って……」

「俺が全部を統治しきる。だいたい、多少事故が起こったところで、七日後には世界は滅ほろぶんだろう？　なら、誤差だ」

「誤差ね」

「だがその誤差を拡大させ、《預言》に書かれていない事象を増やしていく」

「うん」

「そしてそのために……」

「うん」

「俺は、寝る」

　と言って、くるっと月光は踵きびすを返す。携けい帯たいを取り出し、どこかに電話をかけて、

「俺だ。明日から学校閉鎖を解く。明日学校にこなかった生徒は退学と全保護者に伝えろ」

　なんて言ってから携帯を切る。保健室の前にたどりつき、扉とびらをひらく。

　ふらふらした足取りでそこに入っていき、扉がバタンっと、しまる。

　そして月光は、消えてしまう。

　大兎はそれを見つめ、それから、

「……俺、さっきの剣奪うばうのに二回死んだから、体ピンピンしてて眠ねむくないんだよなぁ。どうしよ」

　と廊下で独り、呟つぶやいた。








　第五章　生徒会長の、恋の話




　珍めずらしく、学校が騒さわがしい。

　もしかしたら学校がなくなるんじゃないか、なんて噂うわさまで立っていたのに、急に学校閉鎖が解かれ、さらに五日後にはすぐに文化祭が行われる──なんて話になってしまったからだ。

　おまけに授業はないのだという。

　五日間、全時間文化祭の準備をしていいのだという。

　さらに出し物コンテストで優勝したクラスには、なんと、中間試験免めん除じよなどという、とんでもない特典までついてきて。

「うおおおおおおお、ぜってぇえええうちのクラスが優勝するぞおおおおおおおお！」

　もう、学校中がいまだかつてない盛り上がりを見せていた。

　ちなみにさっきの叫さけび声は、文化祭とかには協力しなさそうな、ちょっと不良の先せん輩ぱいたちとつきあいがあると噂の、バスケ部の庭にわ野のの叫びだ。

　さらにこの、一年三組の教室で、大たい兎とのクラスメイトたちは死ぬほど盛り上がっている。

　黒板には、




『ほとんどのクラスがコスプレ喫茶をするのだが、俺たちのコスプレ喫茶が一番エロくなるにはどうしたらいいのか会議について！』




　なんて馬鹿なことが書かれており、その黒板を、ばんっとたたいて庭野が言う。

「さあ、俺たちの命が──もとい、赤点がかかった戦いだ！　中間試験、自信ない奴やつら手ぇあげてみろ！」

　するとまた、クラス中から、うおおおおおと手があがって。

「よし、俺たちの気持ちは一つだ！　なら、どうしたらいいと思う！」

　その問いに、クラスの中ではちょっと人気の派手な女の子、酒さか井いさとみが言う。

「やっぱ露ろ出しゆつを多くしたらどうでしょうか！　いっそ女子はビキニになっちゃうとか！」

　すると庭野が、

「それだぁ！」

　と叫ぶが、しかしそこで、ゲーム大好きメガネコンビの、斉さい藤とう君と田た中なか君が、

『それだじゃねぇええええええええええええええ！』

　と、叫ぶ。

　斉藤君がメガネをくいっとあげて立ち上がる。

「ビキニなんて萌もえねぇんだよ！　ここはアニメのコスプレに決まってんだろうがぁあああああああ！」

　と怒ど鳴なる。

　するとそれに庭野が、

「ああ!?　てめぇアニオタは黙だまってろよ！　アニメのコスプレなんかが一いつ般ぱん客きやくに受けると思っ……」

　が、今度は田中君がすっくと立ち上がり、




「てめぇ庭野、この、ハイパーまりんちゃん着用の、アルテマ学園の制服見ても、同じ発言ができんのかぁコラぁあああああああああああああああああああああ！」

　と、怒鳴る。

　そしてそのまま、鞄かばんからさらっと、一着の服を取り出す。

　それは桃もも色いろの制服だった。フリルがたくさんついており、へそだしで、スカートも異常に短い。泉いずみのスカートよりも短い。

　確かにあれを着たら、ビキニよりもエロいかもしれない。

　その、究極兵器を掲かかげた田中に、斉藤君はよくやった、とうなずき、言う。

「女の子ってのはなぁ、全部だしちゃだめなんだよ庭野。チラ、だよ。チラ」

　それに庭野は震ふるえ、それから田中を見て、言う。

「ってか、田中」

「うん？」

「その制服、誰だれのよ？」

「私物に決まってんだろ」

「し、私物って……おまえ、それ堂々と言えるの、ちょっと尊敬するよ」

　と言われ、しかしそれに田中が胸を張って、

「不良の先輩と仲よくしてるとかいってかっこつけてるてめぇとは覚かく悟ごが違ちがうんだよ、覚悟が！　俺はこの、コスプレ喫茶に、命を賭かけている！」

　と、なんかちょっとかっこいい。

　それが女の子たちに伝わっているかどうかはさておき、酒井さとみがまた、手を上げ、

「じゃあじゃあ、田中くん！　私それ、いま着てみる！」

『え!?』

　これが、クラスの男子、全員の反応。

「ちょっと貸して～」

　と、田中から奪うばって、酒井さとみが教室を出て行く。そして戻もどってくるまでしばらくざわざわと騒ぎ、戻ってきた酒井さとみの姿を見て、




『俺たちの勝ちが決まったぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！』




　と、熱ねつ狂きようの渦うずとともに、ＨＲの時間が、終わった。

　しかし帰る者はいない。

　文化祭まであと五日しかないのだ。

　準備の時間は、いくらあっても足りない。

　その、盛り上がるクラスメイトたちの様子を、大兎はしばらく、楽しそうに見つめていた。

　生徒会は生徒会で、文化祭の運営に、忙いそがしい。だから、クラスの出し物の手伝いを、ある程度しなくても文句はいわれないことになっているのだが、これだけ盛り上がっているのを見せられると、

「なんか俺も、やりたくなるなぁ」

　なんて、呟く。

　自分の中にはもう、かなりの部分を人間じゃないモノが占しめてしまっているのだが、それでも、

「文化祭が楽しそうとか、思う心は残ってんだな」

　なんて言う。

　それからまた、しばらくクラスメイトたちを、見つめる。

　そして目を細め、

「でももう、あと五日か……」

　鉄くろがね大兎は一人、そんなことを呟く。

　いま、この世界が、どのスクデュルに入っているのか、それはわからない。

《預言》を裏切れているのか、それともやはりこれもすでに《預言》された未来の一つなのか。

　それはわからない。

　だが、必死にやっている。

　なにをしたらいいのかわからない中、それでもがむしゃらに、戦っている。

　その、成果が出るのならばいいが、しかし世の中、頑がん張ばったから成功する、なんていうのは嘘うそで。

「…………」

　盛り上がりまくっている教室から目線を逸そらし、彼は窓の外へと目を向ける。

　部活をやっている生徒たちがいる。

　部活でも出し物を出していいことになっており、そこで勝っても中間テスト免除なので、あちらも死ぬほど盛り上がっている。

　もう、いままで見たことがないほど全員が必死で、それでいて楽しそうで。

　なのに、

「世界が、終わるのか」

　大兎は小さく、小さく、うめくように呟く。それからちょっとだけ笑って、

「って、世界の滅めつ亡ぼうを止めるとか、漫まん画がの読み過ぎだろって突つっ込みたくなるけどね～ん」

　そして、ほんの少し前──五か月前のことを思い出す。

　それはまだヒメアと再会していなかったころのこと。月げつ光こうと知り合っていないころのこと。自分が知っている世界には、魔ま法ほうや呪のろい、《預言》や天てん魔ま、異世界なんて存在していなかったときのこと。

　そのころは、少しだけうきうきしていた。別に中学から高校になったところでなにかが新しくなるわけでもないのに、なにか新しいことが起きるんじゃないか、そしてそれが永遠に続くんじゃないかって、そんな気分になって胸を弾はずませていた。

　しかし五月に入って、月光に出会って、知らぬ間に自分は人間ではなくなってしまって、なんだかもう、思い出せないほどいろいろあったあげくに、

「あと五日で世界が消滅するって言われてもねぇ」

　と、彼は苦く笑しようする。

　クラスは相変わらず盛り上がっている。

　庭野がこちらを見て、

「おい大兎、生徒会の用事がないなら、おまえも参加……」

　と、言いかけたところで、教室の扉とびらが開く音がする。

　それに大兎と、そして他ほかの生徒たちが一いつ斉せいに振ふり返る。

　すると教室の入り口に、この学校の俺様生徒会長様が立っている。

　漆しつ黒こくの髪かみに、なにもかもを馬ば鹿かにしているかのような冷めた鋭するどい瞳ひとみ。詰つめ襟えりの制服をきっちりと着て、腰こしには剣けんをつるしているという妙みような姿。

　その姿に、

「うわ、月光サマだ」

「紅くれない君が、うちの教室きたぞ」

「相変わらず月光様、かっこいい……」

「ま、まさか、アルテマ学園の制服は圧あつ倒とう的てきに強すぎるから禁止って言いにきたんじゃ……」

「んなわけねぇだろ！」

　なんて声がぼそぼそとあがる。

　それに大兎は月光のほうを見上げ、言う。

「あら、おまえが俺の教室にくるなんて珍めずらしいね」

　すると月光は教室を見回してから、言う。

「ここはおまえら雑ざ魚こ専用の教室だからな。俺のような天才は三秒ここにいただけで、死んでしまうんだ」

「……へぇ」

「ああ」

「……へぇ」

「ああ」

「んで、たぶんもう三秒たったけど、もう死んだ？」

「当然だ。馬鹿と会話してしまったと自分を責めて、魂たましいが死んだな」

「そりゃいちいち大変ですね」

「だろう？」

「うるせっ」

　と、大兎は笑う。それから立ち上がる。

「んじゃ、俺ちょっと、月光につきあっていってくるわ」

　と言う。

　するとクラスメイトたちがこくこくうなずき、

「がんばれよ」

　なんて言われる。

　がんばれ──と。

　がんばって、破滅を防げってことかな、と、ちょっと思う。

　それに大兎は手をふらふらと振って、

「うん。頑張ってくる」

　と言う。そのまま月光と一いつ緒しよに廊ろう下かに出る。そして聞く。

「んで、なんでうちの教室きたのよ？　俺に用？」

「ああ」

「なに？」

「馬鹿に雑用を頼たのもうと思ったが、携けい帯たいに出ない」

「んぁ？　馬鹿って誰よ？」

「おまえ以外に誰がいる？」

「やっぱ俺か～」

　なんて言いながら、大兎は自分のポケットから携帯を取り出す。すると携帯の液えき晶しようが真っ黒のまま点灯しなくて。

「あ、悪ぃ、充じゆう電でん切れてるや」

「馬鹿め」

「馬鹿馬鹿うるせぇって。だいたいおまえ、他のボキャブラリーねぇのかよ？」

　というと、

「うん？」

　と、月光はこちらを見る。それからなぜかちょっとだけ楽しげに、にやりと笑うので、それに大兎は言う。

「あの、おまえが楽しがるポイントが全然わかんないんですけど？」

「天才専用のポイントだからな」

「あーはいそうですか」

　大兎は苦笑する。

　しかし無視で、月光は歩き出す。

　廊下を、真っ直すぐ。

　それに大兎もついていく。いくつかの教室の前を通り、そのすべてで、文化祭の用意を一生懸けん命めいしているのが、わかる。

　本当に、文化祭まで時間がないのだ。

　なにかを一生懸命頑張っていたら、一日なんて、あっという間に過ぎてしまって。

「一日が……早ぇなぁ……」

　と大兎が言うと、

「そうだな」

　と月光は答え、しかしその先はなにも言わない。

　だが、今日もあっさり放課後になってしまった。これでもう、この世界に昼が訪おとずれるのは、あと四回だけだ。お互たがいそのことについては言わないが。きっと止められると信じて、ここに踏ふみとどまっているわけだからもう、それ以上は口にしないが。

　でも、今日も破滅に対たい抗こうするための方策は、見つけられていない。

　やったことといえば、生徒を学校に戻もどし、文化祭をやるぞ、と決めたことだ。

　もちろん、どうにか《預言》に対抗できないか、という戦いは続いている。他の生徒会委員たちも、必死に頑張っているはずだった。

　たとえば、《軍》の情報部で、セルジュ、ハスガ、泉たちは必死に情報を集めている。

　ヒメアと黒くろ守す、日向ひなたたちは、魔術研究部で協力しあってなにやら難しい魔術を開発している。

　美み雷らいはいま、魔界の母親のところへ帰ってまた、なにか相談ごとをしているらしい。

　もう、誰だれもが一生懸命、なんとか運命の歯車の進む先が変わるように動いていて。

　なのにどうにもできないのだ。

　なにも止めることができないのだ。

　そしてまた、一日が終わる。

　夜がくる。

　朝がくる。

　破滅がまた一日分、近づいてくる。

「…………」

　大兎は、月光のほうを振り向く。

「んで、俺に頼みたい雑用って、なによ？」

「うん？」

「いや、俺に雑用頼みたくて、電話したんだろ？　で、電話出なかったからここにきたんじゃねぇの？」

　それに月光はしばらくこちらを見つめ、そして思い出したかのように、言う。

「……ああそうだったな。コーラを買ってこい」

「はは、ほんとはそんな用じゃねぇんだろ？」

　しかしそこで、月光はまた黙だまってしまう。それから足を止め、こちらを振り返って、言った。

「今日は、解散にすることにした。だから一度家に帰れ」

　大兎はそれに、月光を見る。

「解散？」

「ああ」

「でももう、解散なんかして、悠ゆう長ちように過ごしてる時間は……」

　残ってないだろう？

　そう言おうとして、しかしそれを遮さえぎって月光は言った。

「だからだ。だから、これは最後の解散にする。もしもこのまま世界が終わるなら、そのまえにやりたいことの一つや二つ、いくらミジンコみたいな脳みそしかない単たん細さい胞ぼう生物にだって、あるだろう？」

　なんて、月光はまっすぐこちらを見つめて、言ってくる。

　大兎はその、月光の視線を受けて、言った。

「なぁ月光」

「ん？」

「ミジンコって、単細胞だっけ？」

　するとそれに、月光はちょっとだけ嬉うれしそうに笑ってこちらを見る。

「多細胞だ」

「だからおまえが嬉しそうにするポイントがわかんねぇんだって」

「はっ……とにかくもう帰れ。すでに他の生徒会委員には帰宅命令を出した。残ってるのは携帯に出なかったおまえだけだ」

　と、月光は言った。

　それに大兎は、もう一度充電が切れている携帯を取り出し、それを見つめてから、言った。

「月光」

「うん？」

「おまえも帰んの？」

「おまえの知ったことじゃない」

「いいからおまえもちゃんと帰れよ。俺と違ちがっておまえ、性格の悪さはともかく、体はただの人間なんだからさ、働きっぱなしだと死んじゃうぞ？」

「昨日は寝ねた」

「はは」

「…………」

「でもま、おまえは俺の言うことなんか聞きゃしないか」

　と、大兎は携帯をポケットに入れる。

「んじゃ、お言葉に甘えて、帰るわ」

　と、言う。

　月光はうなずく。

「そうしろ」

「うん。あ、月光」

「もういいから早く消えろ」

「ちょっと質問があるんだけど」

「なんだ？」

　うっとうしげに月光は言うのに、大兎は笑って聞く。

「明日世界が滅ほろぶとしてさ、その前日におまえ、なにする？」

「…………」

「もし今日のこれが最後の解散なら、今日やるべきなのは、そういうことだろ？　なら世界崩ほう壊かいの前日、おまえはなにすんのよ？」

　するとそれに、月光はこちらを見つめたまま、言った。

「おまえはどうするつもりだ？」

「え？　俺？」

「ああ」

「俺は～、なんだろな。カレーとか食うかな？」

「はは」

「あとは家族に好きって伝えるかな～？　妹のユイカとかは、お兄ちゃんきもーいとか言ってきそうだけど」

「ふむ」

「あとはー」

　と、大兎は言ってから、考えを巡めぐらせる。

　明日すべてが終わるなら。

　世界が滅めつ亡ぼうするとかそんな大それた話じゃなくても、明日死ぬなら、明日なにもかもと別れなければならないのなら、いったい、自分はなにをするだろうか？

　それを大兎はいっぱい頭の中でめぐらせてから、言った。

「あとは……なんだろね。難しいよ」

「そうだな」

「でもま、まだあきらめたわけじゃないから、いつもと変わらず過ごすかも。まだ四日あんだ。なら、きっとなにか、方法があるってそう……」

　信じ続けてあっさり、一か月たってしまったのだが。

　大兎は、笑う。

　力なく、少しだけ悲しげな顔で笑って、

「とにかく月光も、帰れよ。やりたいこと、なんかあんだろ？」

　すると月光は立ち上がり、また歩き出す。たぶん生徒会室へと戻るつもりだろう。

　それに大兎は笑って、

「ぜーんぜん人の言うことを聞かねぇよな」

「ミジンコ語がわからないからな」

「そこでその返しかよ」

　と、月光の背中に言う。しかし彼はもう、振ふり返らない。

　だからその背中に、大兎は言った。

「あ～、あとさ、美雷に告白するとか、どうよ？」

　瞬しゆん間かん、月光がひどく険悪な顔でこちらを振り返り、

「あ？」

　と、言った。

　それに大兎は続ける。

「別に美雷じゃなくてもいいけどさ。もし、そういう気持ちがあって、でも伝えてない～なんてのがあったら、こういうときこそ、そういうのを伝えんじゃないの？」

　するとそれに、月光はこちらをにらみつけてから、言った。

「俺とあいつは、そういう関係じゃない」

「ふーん」

「くだらないことを吐ぬかすな」

「へーん。で、告白すんの？」

「死ね」

「もしくは泉のほうが好きだったりして？」

「いいからおまえは死ね」

「リーネとかいうのもいるしなぁ」

「…………」

　そのからかいに月光はもう、心底めんどくさそうにこちらをにらみ、それから抗こう弁べんすることに疲つかれたのか、小さくため息をついて、またこちらに背を向ける。

　それに、

「あはは」

　大兎は笑った。

　そのときにはもう、月光は廊ろう下かを曲がって、去って行ってしまって、大兎は廊下に一人きりになる。

　そしてそれに、

「……さて、俺も、帰るか」

　と、大兎は呟つぶやく。

　もう一度教室を見る。

　やはりわーわーと盛り上がっている教室。

　だが、そこに自分はいない。

　と──誰だれも座っていない、自分の机を見る。するとその、隣となりの席も空いているのに気づく。隣の席はいま、主がいない。いや、彼がこの、宮みや阪さか高校に入ったときからずっと、なぜかその席は空いたままで。

　なのにその、無人の席を見るたびになぜか、ちょっとだけ妙みような気分になる。大切ななにかを忘れてしまっているような。忘れてしまっているなにかを、思い出さなきゃいけないような。

「…………」

　だが、今日もやはり、思い出せない。

　だから彼は独り、肩かたをすくめただけで歩き出す。

　騒さわがしい学校を無視して、言われた通り家に帰ろうとする。

　しかし喉のどが渇かわいたので購こう買ばいの自じ販はん機きでコーラを買う。そこで月光がコーラを買ってこいと言っていたのを思い出して、買っていってやる気になる。

「って、月光に対して優やさしくしようとかね、思っちゃうところがもう、心が弱ってるよなぁ」

　なんて苦く笑しようしながらも、他ほかの生徒会委員もまだいるかもしれないので、大兎は三、四本ジュースを買って生徒会室へと向かうことにする。

　しかし生徒会室へと繋つながっている中央校舎五階の廊下は、明かりが消えていて暗かった。それに、生徒会室の中の電気もついていないようで。

「あれ、もしかしてホントにもう、みんな帰っちゃって誰もいないのか？」

　と大兎は呟き、生徒会室へと近づいていく。すると教室からはかすかな声が聞こえてくる。

　女の声だ。

　その声が、好きだとか、おそらくはそういったようなことを言っているような雰ふん囲い気きで、さらにそれに、月光が答えるような声がして。

「…………」

　そしてそれに、

「……ああ、そうか」

　と、大兎は足を止める。

　女の声が誰のものか、そしてどんな会話になっているのかは、わからなかった。耳をすませばわかるかもしれないが、しかし大兎はそれをしない。ただ、足を止め、そして手に持っていたジュースを見る。

　そして、

「ま、邪じや魔まするのも、なんだよなぁ」

　なんて言って、廊下にジュースを置く。そのまま踵きびすを返す。

　その廊下の途と中ちゆうで、金きん髪ぱつの少女に出会う。

　泉だ。

　へらへらといつも楽しげな顔に、アルテマ学園もびっくりの、校則違い反はんどころの騒ぎじゃないほどに短いスカート。

　手には禁きん煙えん用の棒付きアメという姿。

　彼女は大兎の顔を確かく認にんするなり笑え顔がおになって、アメを振ってくる。

「お～、大兎っち、おはよ」

　大兎はそれに、肩をすくめて笑う。

「もう放課後だけどね」

「でも今日会ったのは最初だからさー」

「どこの業界人だよ」

「えっへ～」

「でもま、泉たち、情報部にこもってるもんなぁ……」

「なんとわたくし、今日はイタリア帰りですのよん」

「《教会》？」

「そそ、《軍》の再編について、バチカンっ子たちとパスタやらタパスやらよ」

「ふーん。ご苦労さま」

「いや大兎っち、パスタはともかくタパスはスペイン料理だろーという突つっ込み待ち中よ私は」

「はいはい」

「ほいで大兎っちはもう帰り？」

「うん？　あー、今日はもう解散しろって、月光からメールきたろ？」

　と言うと、泉はうなずいて、スカートのポケットから携けい帯たいを取り出す。そして月光からのメールを開いて、

「これ？」

　と言ってくる。

　その、泉の携帯を見ると、そこにはこんなことが書かれている。




『今日はもう解散しろ。明日から最後の戦いを始める。その前に、心残りをすべて済ませておけ』




　そして大兎はそれを見つめ、

「…………」

　それから泉を見る。

「で、泉はなにやんの？」

「なにって、心残り的な話のこと？」

「そそ」

　するとそれに、彼女は手に持っていたアメをぺろっと一なめする。それから考えるように少しだけ首をかしげ、

「んー、どうだろ。べっつに、ないかなー。私は毎日精せい一いつ杯ぱい生きてたから、いまさらもう一度覚かく悟ごしろって言われても、これ以上はないんだよねぇ」

「あ～、泉って、ずっと昔から病気で死ぬと思ってたんだよね」

「そそ。ってか、いまもまだ、その治ち療りようがうまくいってませんがー」

「でも五日後に死ぬわけじゃないんだろ？」

「そそそ。それってなんか、変な気分だよね。私だけ不公平だーって思ってたのに、その前に世界が終わりまーすって」

「ははは。って、笑いごとじゃないけど」

「ねー」

　と、泉も笑う。

　それからなにか思いついたように、泉はさらに楽しそうな顔になって、言う。

「あ、あ、でもこれ聞いてこれ」

「なに？」

「こーのままいくと、私ってば処女のまま死ぬんだぜー！　それってちょっとロマンチックじゃない？」

「どうかなぁ」

「あれ、そうでもない？　それとも慌あわてて誰かと恋こい人びととかになったほがいいかなー？」

「いや、それも……」

　どうなのかな。

　と、彼は小さく呟く。

　それは本当にもう、わからなかった。

　もうすぐ世界が終わると言われてしまって、だからといってなにをしたら正解か、なんて、そんなのいままで心の準備なんかしてなかったんだから、急にわかるはずがない。

　するとその、困ったような顔の大兎に泉が笑い、

「あは、でもこの話、クリスマス前に焦あせってる独り身の子みたいだよね？」

「はは、そうかもな」

「で、大兎っちは今日、ヒメちゃんと過ごすの？」

「へ？　あ～、どうだろ。ヒメアは生徒会委員だし、どうせ最後のときまで一いつ緒しよにいるだろうから……」

「じゃあ今日は、家族と過ごす？」

「たぶん、ね。携帯の充じゆう電でん切れてっから、一度帰って、充電しないといけないし。そしたらヒメアに電話してみるけど、でもやっぱ、一度家に帰るかな」

「そか」

「うん」

「ほいじゃー、私はどうしようかなー。ま、とりあえずは生徒会室いって、月光ぽんでもからかって決めようかな～」

　と、彼女は歩きだそうとする。

　その、泉の腕うでを、

「あ、泉、ちょっと待った」

　と、大兎はつかむ。

　すると泉はこちらを向き、

「え、まさかの私に告白ですか？」

「ねーよ」

「え～。で、どしたの？」

　それに大兎は生徒会室のほうへと目を向けて、

「いや、それが、ちょっと取り込み中っぽくて」

「ほう」

「いまは生徒会室、いかないほうがいいかも」

「ほほほう」

　と、泉も興味津しん々しんな顔で生徒会室へ目を向ける。

　それから、言う。

「黒守先生と月光ぽんが熱ねつ烈れつなキスしてるとか？」

「きもっ」

「あはは。でも、そかー。そりゃ、そうだよねぇ。もうすぐ全部、消えちゃうかもしれないんだもんね～」

　なんて、泉が言う。

　そしてそれに、大兎はきいた。

「泉は、好きな奴やつとかいないの？」

「え、それはまさか、大兎っち私に告白……」

「あーはいはい」

「あは」

「で、どうなのよ？」

　聞くと、泉は瞳ひとみをくるんっと右回しに回して、

「さーてさて」

　と、言う。

「いるの？」

　今度は瞳を左回しに回して、

「さーてさて」

　と、言う。

　それに大兎は、

「うぜぇ～」

　と笑うと、泉も笑った。

　そして、

「でも、生徒会室戻もどれないなら、私も家に帰ろかなー」

「一緒帰る？」

「え、まさかそれは私に……」

「うるせぇ」

「えっへっへ～ん。でも、私《軍》の情報部に鞄かばん残してきてるから、それ取ってから帰ろかな。セルジュっちやハスガっちも残してきてるしねー」

「そう？」

「うん」

「んじゃ、また明日な」

「うん。明日ねーん」

　と、泉はこちらに手を振ふる。大兎もその泉に手を振ってから、歩き出す。その途と中ちゆうで振り返ると、なぜかまだ、泉が生徒会室のほうを見ている。

　その意味は、わからない。

　彼女がなにを考えているのか。

　世界の崩ほう壊かいを目の前にして、みんながなにを考えているのかは、まるでわからない。

　だけど時間は過ぎていく。

　前へ。

　破は滅めつへ。

　自分たちを囲むすべての空間に、その、破滅へと繋つながっていく《預言》が書き込まれていて。

「……その、破滅の前に、心残りがないように、か……」

　彼はそんなことを言いながら、学校をあとにした。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　場所は生徒会室。

　いるのは、月光だけだった。

　今日、生徒会室は一度解散し、それぞれの心残りをなくしてからまた、明日、集まることになっていた。

「……明日、集まったところでなにができるわけでもないが」

　と、一人月光は小さく呟つぶやく。

　しかし破滅が近いというのに、学校はにぎやかだった。

　この、生徒会室がある五階をのぞけば、すべての階に生徒たちが溢あふれ返っている。

　もう、最後のＨＲが終わったというのに、帰る者がいない。

　その、階を隔へだてても感じる活気に月光は床ゆかを──階下のほうへと目を向け、それから、

「……そういえば、クラスの女が俺にも文化祭に参加しろと言っていたな」

　と、言う。

「いまも、文化祭について話し合いはやってるんだろうか？」

　なんて一人、言ってみる。

　もちろん参加するつもりはない。参加したところで、自分が役に立つとも思えない。

　なにせ物心ついてから今日まで、馬ば鹿かどもが楽しいと言いたがるものに一度も参加したことがないのだ。

　それをいまさら世界が終わるからといって、

「慌ててコスプレなんか、できるか」

　と、彼は笑う。

　それから小さくため息をついて、天てん井じようを見上げる。さらにその、自分の位置と、天井までの間の空間を埋うめ尽つくしているであろう、《預言》について、思いを馳はせる。

　さっき、《軍》の施し設せつを使って一度、《預言》を見にいった。

　見たのは、今日だ。

　今日という、この日だ。

　昨日までは、文化祭が行われない未来がそこには、書き込まれていたはずだった。

　少なくとも月光が見た未来は、そうだった。

　だからもしも、《預言》に生徒たちが文化祭の準備をしている光景が書き込まれていなければ、《預言》から離り脱だつすることに成功したことになる。

　神だかなんだか知らないが、よくわからない奴が書いたという、《預言》の予想を外れることに成功したということになる。

　だが、今日《預言》で見た光景には、

「…………」

　結局文化祭の様子が映っていた。

　楽しそうに笑う生徒たち。

　思い思いのコスプレを着て、馬鹿みたいに笑う生徒たち。

　しかし破滅はくる。

　世界は真っ白に染まり、消える。

　そしてそこから先は、無だ。

　それを月光は見た。

　その、真っ白い無を見た。

　そしてその光景を思い出し、生徒会室で一人、天井を見上げたまま、

「……少し、疲つかれたな」

　淡たん々たんとそう、呟いた。

　するとそこで、ガララっと、生徒会室の扉とびらが開かれる音が聞こえた。

　しかしそこに誰だれが立っているのかは、知っている。

　今日、さっき、見てしまったから。

《預言》された未来を。

　あらかじめ決められた、未来を。

　月光は顔を上げ、教室の入り口を見る。

　するとそこには、思ったとおりの少女がいる。

　銀色の長い髪かみに、気の強そうな瞳。

　彼女が着ているのは、宮阪高校のセーラー服ではない。どこかのミッション系の学校の制服のような、妙みような服を着ている。

　だがそれは、コスプレではない。

『魔女たちの園テンペロン・クローリー』の制服だ。

　リーネ・アルトマン。

　数年前、ドイツで月光と少しの間だけ知り合い、そして別れた少女。

　月光はその、リーネのほうを見て、言う。

「……くるのを知っていた」

　するとそれに、リーネはちょっとだけ驚おどろいたような顔になる。

「それって、《預言》で……？」

「ああ」

「月光、《預言》が見れるんだ」

「おまえは見れないのか？」

　それにリーネが、言う。

「見るのを禁じられてるから」

「アンナに？」

「うちの女王を、呼び捨てにしないでほしいなぁ」

　と、少し困ったように、リーネは言う。

　だが気にせず、月光は聞いた。

「アンナは元気か？　俺が保護してやったのに、勝手に保護場所から消えて、それ以降音おと沙さ汰たがないが」

　するとリーネは笑う。

「あの方は、自由な方だから。でも、上からの命令は日々きてるから、元気だと思う」

「そうか」

「うん」

　と、リーネはうなずく。

　それからちょっとだけ緊きん張ちようしたような面おも持もちで、うつむいてしまう。

　それに月光は言う。

「どうした？　生徒会室に入らないのか？」

「んと、その」

「それとも用もないのに俺に会いにきたのか？」

　と、月光は聞く。

　するとそれに、リーネはうつむいたまま目だけをこちらに向けて、唇くちびるをとがらせ、

「……月光は、相変わらずいじわるだなぁ」

　などと言う。

　彼女の頬ほおは、いつの間にやら恥はずかしそうに赤く染まっている。責めるような目でこちらを見つめ、

「《預言》で、見たなら……私がここになにしにきたのか……」

　などと言うのを遮さえぎって、月光は答える。

「《預言》は信じない主義だ」

「…………」

「じゃなきゃ、《預言》を止めるなんて言葉が白々しく響ひびくだろう？　だから、《預言》は信じない」

　それにリーネは、月光を見つめてくる。彼女の瞳ひとみはなぜか、泣きそうに涙なみだでうるんでいる。

「ねえ、月光」

「なんだ」

「本当にまだ、《預言》を止められると思ってる？」

「じゃなきゃ頑がん張ばらない」

　その、言葉に、リーネが一歩教室に入ってくる。後ろ手に、扉を閉める。

　そして、

「私は……」

　と、言うので、月光は答える。

「おまえが《預言》に負けたところで、俺は気にしない。未来が見えないから、せめて今日、なにかを頑張ろうと思ったとしても、責めはしない」

「…………」

　するとそれに、リーネはさらに近づいてくる。

　やはり彼女は、泣きそうな顔をしている。泣くのをこらえるような、そんな顔をしている。

　そして、

「《預言》で全部見てて……私がここにきた、理由を知っててもそんなふうに言うってことは……」

「…………」

「私は、フラれるのかな……」

　なんてことを、言い出す。

　彼女はそう言って、口元に笑えみを浮うかべようとして、失敗する。辛つらそうに唇を噛かんで、

「あの、私は……」

「…………」

「もう、月光は《預言》で見ちゃったかもしれないけど……それに月光は、こんなこと言われたら迷めい惑わくかもしれないけど」

「…………」

「二年前に出会ったときから私、ずっと月光が好きで」

「…………」

「もしもよければ、その、付き合って、欲しいなって……こんな、もう残り五日しかない世界だけど……私でよければ」

　そこで月光は、言った。

「リーネ」

「う？」

「泣くのか？」

　するとそれに、リーネはこちらを見て、それから瞳から涙をあふれ出させて、

「だ、だって、フラれるもん」

　泣き出してしまう。

《預言》では、そこまでは見ていなかった。必要ないと思ったから。もしくは、そんな《預言》を見るのは、馬ば鹿からしいことだと思ったから。

　一生懸けん命めい頑張ったり、嬉うれしくて笑ったり、辛くて泣いたりすることが、本当は自分の意思じゃなくて、誰かが戯たわむれに決めたことだ──などというのは、到とう底てい受け入れられない話だったから。
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　日向や黒守が感じているような、絶望などはまるでなかった。

《預言》を見るたびに浮かんでくるのは、怒いかりだ。

　強い、怒りだ。

「…………」

　いま、目の前で少女が泣いている。

　だが、この少女が泣くことを《預言》の作り主は描えがいて、いったいなんの得をする？

　その、あまりの馬鹿馬鹿しさに彼は怒りを感じる。

　だからこそ、その《預言》を裏切ってやりたくなる。

　相手が神だろうがなんだろうが、関係ない。

　絶対に予想ができないことを。

　絶対に、《預言》できないことを。

　と、そこで。

「……月光」

　と、リーネが言ってくる。

　月光はそれに、泣いている魔ま女じよを見る。

「なんだ」

「あの、月光の、気持ちは……」

　それに彼は、答える。

　それはあいまいな言葉にならないように。

　彼女が自分に向けてくれたのと、同じだけの誠意をもって、答える。

「リーネ」

「は、はい」

「俺はおまえが嫌きらいじゃない」

「え、じゃあ……」

　しかしすぐに月光は言う。

「だがそれは、恋こいじゃない」

「…………」

「だからおまえが求めているような感情を返すことはできない。その余よ裕ゆうも持っていない。それでも俺に、なにかできることがあるか？　仲間としてなら、返してやる。破は滅めつと共に戦う、仲間だ」

「…………」

　それでリーネは黙だまった。

　涙は流れ続けている。表情が歪ゆがみ、泣き叫さけびそうになり、しかしそれをこらえて、彼女は笑う。

「うう……やっぱフラれた」

「そうだな」

「ううう、悔くやしいなぁ……月光が、もっと私のそばにいてくれたら……あのとき、治ち療りよう所から月光がいなくならなくて、もっと一いつ緒しよにいられたら……」

　が、月光はそれを遮って、言う。

「過去は変わらない。俺は絶対にあの場所に留とどまらなかった」

「…………」

「だが未来は変わる。破滅は防げる。おまえにも、おまえにふさわしい男が現れる日がくるだろう」

「って、フラれたその日に、新しい男の話しないでくれる？」

　と、ちょっと怒おこったようにリーネは言う。涙は止まっている。少し、笑っている。それが無理をしているのか、そうじゃないのかは、わからない。

　それから彼女は、言ってくる。

「でも、未来は、変わる……本当にそうかな？」

「さっきから言ってるが、そうじゃなければ、苦労して《預言》と戦おうとはしない」

「じゃあ」

「ん？」

「じゃあ、私が頑張ったら、月光が私のほうを向いてくれることも、あるのかな？」

「…………」

「きっと五日じゃ無理だろうけど……破滅を防いで、そのさきで──」

「まず、その破滅を防ぐところからだ」

　と、月光は言った。

　するとリーネは、こちらを真っ直すぐ見つめて、言ってくる。

「それはまた、私はフラれたのかな？」

「…………」

「もしかして月光には、好きな子がいるの？」

「…………」

「あの……いつも一緒にいる、雷かみなりの悪魔の子とか……」

　その問いに、月光は首をかしげて、言う。

「なぜどいつもこいつも、俺をあの馬鹿悪魔とくっつけたがる？」

　と、言う。

　するとそれに、リーネがこちらを見つめ、そして、

「……それを私に言わせるつもりなら、月光ってすっごいひどい男だよ？」

「…………」

「でも、そっか～。うーん、私、破滅に向けて、頑張る気力残ってるかなぁ……」

　なんて言いながらまた、彼女は泣きそうな顔で笑う。月光を見つめ、

「一回、ぎゅーってしてくれたら、頑張ってもいいんだけど……してくれないよね？」

　それに彼は、少しだけ困ったようにリーネを見つめ、

「それでおまえは、傷つかないのか？」

　その問いにリーネはまた、泣きそうな顔になり、それから小さく、言う。

「……傷つく」

「じゃあ、やめておこう。おまえが利用すべき敵ならそうしたが、俺は仲間は裏切らない主義だ」

「……そっか」

「ああ」

「それじゃ……あの、帰るね。一度いっぱい泣かないと、頑張れそうにないから」

「ん。また明日こい。今度はアンナも一緒にな。明日から、《預言》に対して、最後の戦いを始める」

「わかった」

「じゃあ帰れ」

「うん。あの、月光」

「なんだ？」

「ちゃんとしてくれて、ありがとう」

　と、彼女は言った。だが、それに月光は彼女のほうを見なかった。彼女の、最後のほうの声が震ふるえていたから。

　彼女が部屋を出て行く。

　扉とびらが閉まる。

　そしてそれに、

「……はぁ」

　深く、月光はため息をついた。

　ここ数日で、一番緊きん張ちようして、疲つかれた出来事だった。

　それに月光は、思う。

　本当に、この《預言》とかいうのを書いた奴やつは、よほど性格が悪い奴か、それとも、

「変人だな」

　と、呟つぶやく。

　するとそこで、携けい帯たいが鳴る。月光は携帯を取り出す。

　美雷からだった。

「このタイミングでか」

　と言って、通話ボタンを押す。

「俺だ」

『あたしだよー！』

「そんなことはわかっている。で、なんだ？」

『んとね、あのねー』

「なんだ？」

　するとそこで、美雷の背後から女の声がする。

『ちょっとミライ、早く代わって、代わって』

　それはどうやら、ミライの母親の声のようで。ということはこの電話は、魔界マクアエからかかってきているのだ。

　ちなみにいま、生徒会室で使っている携帯は、どの異界でも、一度月光が《道み程ち》を繋つないだ場所ならば、携帯がつながるようになっている。

　もちろん、繋がるのは呪じゆ術じゆつ的な結界を張っている、この学校の中だけだが、しかしそのおかげで、遥はるか異界にいるはずの美雷にも電波が繋がる。

　そしてその、電波のさきから声がする。

『あ、ゲッコーくん、ミライのママでーす』

　と、ひどく軽けい薄はくそうな、馬ば鹿かそうな声がする。

　美雷の母親。

　雷インドラの末まつ裔えい──アンドゥのスクラルドと呼ばれている、魔界マクアエでも有名なバケモノの声だ。

「スクラルドか」

『そうでーす。ところでいまの話なんだけど』

「あ？　いまの話？　なんのことだ？」

『だからいま、月光君がやったこと』

「はぁ？」

『今朝ね、あたしも見たんだ。《預言》。で、未来のうちのお婿むこさんが、リーネちゃんをちゃんと思いっきりフるところを見て、ママは感動……』

「死ね」

　携帯を切った。

　するとまた、すぐにかかってくる。月光はその、携帯を鬱うつ陶とうしげに見つめ、それから出る。

「俺だ」

『話を聞きなさいよ』

「聞くに値あたいする話をしろ」

『いやいや、けっこうまじめな話をしてるつもりなんだけど……えーと、ちなみにさっきの光景は、ミライにも見せました』

「はぁ？」

『で、なんか驚おどろいたり、嫌いやそうにしたりしてたので、聞いてみました。ミライは月光君のこと、どう思ってるのかーって』

「おまえ、なにをふざけたことを……」

　が、そこで急にスクラルドの声が低くなり、

『だからふざけたことなんて言ってないって言ってるだろう、人間。あたしは未来についての話をしてる。黙って聞け』

「…………」

『んじゃ、聞く気になったー？』

「いいから、話せ。くだらん能書きはなしで、結論から聞かせろ」

　と、月光が言うと、スクラルドが言う。

『能書きなし？』

「そうだ」

『結論から？』

「そうだと言ってる」

『わかった。じゃあ、結論から言います。えー、紅月光。あんた、今夜うちの娘むすめと契ちぎって、結けつ婚こんしなさい』

「はぁあああああああああああ!?」

　思わず、そんな声が出てしまった。

　スクラルドの背後では、

『あの、あの、ちょっとママぁあああああ！』

　なんて美雷の声がしている。

　それに月光は顔をしかめ、

「ちょっと待て。やはり過程から話せ」

『えー、あんたが結論から言えって言ったんじゃない。ま、詳くわしくはそのときに。あ、ちゃんとお風ふ呂ろ入っとくのよ？』

「ちょっと待て！　おまえ、まさかそれは……」

　が、そこで携帯は切れた。それに月光は目を大きく見開き、携帯を見つめ、

「あの馬鹿悪魔、切りやがった……」

　と、今度は月光のほうが美雷の携帯を呼び出す。

　だが、

『お客様がおかけになった電話番号は、現在電波が届かないところにあるか──』

「あいつら！」

　月光は怒おこって、携帯を机に投げ捨てた。携帯が机の上をすべるように転がる。

　それを月光は、見つめ──

「いったい、なんなんだ」

　と、うめくように言った。

　それから今日、見た《預言》を思い出す。今日の《預言》は、リーネが告白してくる直前で見るのをやめてしまっていたのだが、しかし、

「もっと先まで、見るべきだったか？」

　と、思いかけ、しかし首を振ふる。

《預言》に頼たよるべきじゃないのだ。

　未来の選せん択たくを、《預言》を見て決めるべきじゃないのだ。じゃなきゃ絶対に、《預言》された未来を回かい避ひすることはできない。

　そしてスクラルドはスクラルドで、《預言》を回避するために動いているはずだった。




　そして出た結論が、

「結婚っていうのはいったい、どういうわけだ」

　おまけに、契るだのなんだのと言っていた。通常、男女の間で契るというと、肉体関係のことを言うはずだが。

「あの馬鹿悪魔、本気か？」

　困ったように、月光は言う。

　それから月光は、時計を見上げる。

　時刻は四時を過ぎたあたり。

「夜っていうのは、何時だ？」

　と、月光は呟く。

　いや、そもそもあいつらはどうやってこちらの世界にくるつもりなのか？

　魔界マクアエとの《道み程ち》は、月光が開いてやらなければ繋がらないはずなのだ。

　となるとおそらくは、

「向こうから連れん絡らくしてくるのか……？」

　と、月光は、机の上の携帯を見る。

　それからため息をつき、腕うで組ぐみをして、考え込む。

　夜、自分が想定したこともないような出来事が起きるようだった。

　そしてそれについての未来は、見ていなかった。

　未来にそれについて出てきたことも、なかった。

　なら、これは分ぶん岐きなのか。

　それとも、結局は《預言》の中の出来事なのか。

「……まあ、どうでもいい。一度帰って、寝ねるか。で、夜もう一度、生徒会室へ戻もどろう」

　と、立ち上がる。

「開け」

　と、《聖地》に命じて、自室への《道み程ち》を繋ぐ。

　部屋に帰り、そのままベッドで寝ようかと思うが、しかし、

「……風呂……風呂ね」

　と、彼は呟き、制服の上着を脱ぬぎながら、風呂場のお湯を溜ために、階段を下りていった。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　自宅のベッドに横になりながら、大兎は充じゆう電でんコードを携けい帯たいに直じか差ざしして、電源を入れた。すると完全に電池が切れていた画面に、しばらくお待ちくださいの表示のあと、携帯が起動する。

　するとメールが一通きている。

　月光からの、『心残り』がどうこうというような、一いつ斉せいメールだ。

　他ほかの着信や、メールはない。

　大兎はそれをしばらく見つめ、それからアドレス帳の、さ行へといく。サイトヒメアという名前を押す。

　コール音は、鳴らない。

　彼女は大兎からの電話には、ほとんどノータイムで出るのだ。

『大兎！』

　と、ヒメアが嬉うれしそうに言う。

　それに大兎は微笑ほほえんで、

「あ、ヒメア？」

『うん！』

「いま、大だい丈じよう夫ぶ？」

『大兎だったらいつだって大丈夫だよ！』

「いや、あー、別に用はないんだけどさ」

『いいよ！』

「えと、んと、そうだ。月光からメールきた？」

『月光のことには興味ないよ？』

「いや、それはいいんだけどさ、ええと、なんだろ。今日は……」

　が、それを遮さえぎるように、ヒメアが言った。なぜかちょっとだけ寂さびしそうな声で、

『あ、あ、大丈夫……わかってるから』

「え、なにが？」

『家族と過ごしたいって、わかってるから……だから私、我が慢まんできる』

「あー」

『でももうちょっとだけ、もうちょっとだけ声きいてていいかな？』

　なんてかわいいことを、ヒメアが言う。彼女はいつも、かわいいのだ。ずっと自分のことを好きでいてくれて。強い気持ちで好きでいてくれて。

　大兎はそれに、

「全然いいよ」

　と、答える。

　するとヒメアがひどく嬉しそうに、

『大兎大好き！』

　などと言う。

　それに大兎は、

「俺も好きだよ」

　と、答える。

　だが、そこで突とつ然ぜん、電話の向こうから男の声がする。それも月光によく似た、しかし少しだけ感情がなくなり、冷たくなったような声こわ音ねで、

『好きだよじゃないよ。いま、サイトヒメアの力を使って新しい魔ま術じゆつを試ためしてるから、邪じや魔ましないでくれないかな？』

　なんて言われてしまう。

　それは日向の声だった。

　月光の双ふた子ごの弟、紅日向の声。

　するとそれに、ヒメアが言う。こちらも、ひどく冷たい声音で、

『なに勝手に携帯奪うばってるの？　邪魔してるのはあんたでしょう？　殺すわよ？』

『へぇ、僕を殺す？　あなたにできますかねぇ』

『試してみる？』

『いいでしょう。もう時間がないんだ。あなたには一度、きちんと状じよう況きようを理解してもらうためにも痛い目にあってもら……』

　そこで大兎は言った。

　少しだけ大きな声で、

「ヒメア！」

　瞬しゆん間かん、

『なに～♡』

「仲良くしなさい」

『やだ♡』

「やだじゃない」

『だってヒナタむかつくんだもん』

「あー、ええと、んじゃ、仲良くしてくれたら、明日は俺、《預言》読むのヒメアのそばでやってもいいと思っ……」

『さあ馬ば鹿かヒナタ、仲良くするぞ！』

　と、ヒメアが突然言う。

　それに携帯の向こうで、

『はぁ……』

　と、日向がため息をつくような声が聞こえる。

　さらに、生徒会顧こ問もんの黒守の声で、

『大兎君、ちょっと電話切ってくれませんか～？　僕ら、いまちょうど忙いそがしいんで』

　なんて声が聞こえて。

　大兎は言った。

「ごめんヒメア、邪魔して」

『邪魔はこいつらだけどね』

「んじゃ、きるね」

『やだ♡』

「きるね？」

『うー、わかった。大兎が明日きてくれるから、我慢できるもん』

　と、ヒメアがすねたような声を出すが、大兎は笑って、

「声聞けて、よかった」

『あ、あ、私も！』

「ほいじゃね」

『うん！』

　そこで大兎は携帯を、切った。

　その、通話が終わった携帯をしばらくぼんやり見つめていると、部屋の外から声がする。

「おにーちゃーん、カレーできたよー！」

　妹の、ユイカの声だ。

　それに大兎は上半身を起こし、

「あいよー」

　と、答える。

　家に帰ると今日はたまたまカレーを母親とユイカが作っていて、もう、かすかにカレーの香かおりが部屋までただよってきていて、

「これで心残りが、一つ減ったな」

　彼はそう、呟つぶやく。

　するとそこで、

「もうご飯よそったからねー！　冷めても知らないからねー！」

　と妹が叫さけんできて、

「あーはいはい、いまいくー」

　大兎は携帯をベッドに放ほうり、起き上がる。

　扉とびらを開いて、下の階にあるダイニングへと向かおうとする。

　しかしそこで、背後のベッドで、携帯にメールが届いたことを知らせる着信音が鳴る。

「ん？」

　と、大兎は振ふり返る。

　携帯を見る。

　するとそこには、見知らぬ誰だれかからのメールが届いている。




　──時雨しぐれ遥はるか　時雨遥　時雨遥　時雨遥──




　その、漢字三文字が羅ら列れつされた携帯の画面を見つめて、

「……あれ、これって、誰だっけ……？」

　と、大兎がメールを、開いた瞬間。

　メールから文字が溢あふれだしてきた。

　それも文字通り、携帯の画面から溢れだして、周囲に広がっていく。

　空間を埋うめ尽つくすように。

《預言》がある場所を、埋め尽くしていくように文字が溢れだして、それが目の前にまとまる。

　一つの形にまとまる。

　それは、少女の形だった。

　宮阪高校のセーラー服をきた、かわいい少女の姿。

　だがそれが誰なのか、わからない。

　その子が誰なのか、わからない。

　敵か、味方かもわからない。

　だから大兎は、その少女を見つめて、言う。

「誰だ、おまえ」

　全身に力を入れる。誰が相手でも、こいつがどんな攻こう撃げきをしてきても、対応できるように、力を入れる。

　すると少女は、にっこり笑って、こう名乗った。

「私は時雨遥」

「だからそりゃ、いったい……」

「あなたの幼なじみだよ。隣となりの家に住んでた……」

「隣には誰も住んでなんか……」

「あなたが忘れただけ。《預言》が書き換かえられただけ」

「…………」

「でも、信じられないなら、殺してもいいよ。私、大兎に殺されるなら、幸せだから。抵てい抗こうもしない」

　まるで、うっとりしたような顔で、そう言う。そしてその顔を、自分は知っているような気がする。

　よく、知っているような気がする。

「だけど大兎が話を聞いてくれるなら……私の話を聞いてくれるなら……全部の約束を破って……大兎に真実を教えてあげる」

「……真実？」

　大兎が聞くと、少女は笑う。

　悲しそうに笑う。

　そのまま一歩、少女は前に進んでくる。

　それに怯おびえるように、大兎は後ろに下がる。　するとそこでまた、

「もぉ～！　おにーちゃーん、ほんとカレー冷めちゃうよー！　ご飯カピカピになってきたよー！」

　なんて声が階下からして。

　まずい、と、思う。

　妹のユイカの声だ。

　そして目の前の、敵なのか味方なのか、わからない少女に、その存在が気づかれ──

　が、そこで、ハルカと名乗った少女が言った。

「ユイカちゃんのカレーは、美お味いしいもんね～。今日もやっぱり、シーフードカレー？」

「なんで、それを……」

「だって、ユイカちゃんと初めてカレー作ったの、私だもん。大兎がシーフードカレー食べてみたいって言って。そして私は、私は……大兎のためにカレー作りたくて、わざわざレシピの本買ったんだから」

「…………」

「あのときは料理得意ですよーって顔してたけど、実は前日、一生懸けん命めい練習してたんだ」

　そう言って、ハルカはあははと笑う。なぜかちょっと、泣きそうな顔で笑う。

　だが、それが本当のことなのか、嘘うそなのか、わからない。

　いや、そもそも、こいつが自分のところに、いったいなにをしにきたのかが、わからない。

　だからそれを、聞いた。

「なぁ、ちょっと聞いていいか？」

「なに？」

「おまえはいったい、なにしにきたんだ？」

　すると彼女はこちらを見る。嬉うれしそうに笑う。

「大兎に、逢あいに……」

「会ってどうする？」

「好きって伝える」

「俺はおまえを好きじゃない」

「…………」

「そもそも、おまえのことを、知らない」

「知ってるよ」

「もしそうだとしても、忘れてる」

「大兎」

「だから、いったいおまえが俺になんの用があるのかが……」

「大兎！」

　と、ハルカは言った。

　それに大兎は、言葉を止めた。

　彼女が、泣いていたから。うるんだ瞳ひとみから、涙なみだがこぼれ落ちていたから。

　そのまま彼女はさらに一歩、前に出てくる。

　それに大兎は反応できなかった。泣いている女の子を目の前にして、逃にげるように後ろに下がることができなかった。

　するとハルカは、自分の胸に抱だきつく。ぎゅっと抱きつく。

　そしてその、

「…………」

　彼女のにおいを、知っていた。

　感かん触しよくを、知っていた。

　彼女が誰かわからないのに、彼女のことを、知っていた。

　大兎は、聞く。

「これは、いったい……」

「ねぇ聞いて、大兎」

「ん？」

「私はサイトヒメアの、半身」

「え？」

「私とサイトヒメア……どっちがあなたのパートナーになれるか、競きそってたの」

「ちょちょ、なにそれ？　待って、そんな話いきなりされても……」

　と、ハルカの肩かたをつかんで自分から引き離はなし、そう聞こうとしたが、しかし彼女は離れなかった。

　だが、強く強く、彼女は大兎の胸にしがみついたまま、言う。

「で、今日で全部の分ぶん岐きが終わる。予定された《預言》の分岐が終わる。あなたが私を選ばなかったから、私はサイトヒメアに統合される」

「…………」

「《鴉からす》は洗脳され、弟を喰くらうことができるようになる」

　そこで大兎は、目を細める。胸にしがみつく少女を見つめ、

「って、そりゃ～あれか？　月光が日向を喰うってことか？」

　それにハルカが、顔を上げる。彼女はやはり、泣いている。泣きながら笑って、

「あは、この話をしても、気になるのは私のことより……紅君のことなんだね」

「…………」

「私、消えちゃうのにな……」

　そう言って、やはり寂さびしそうな顔になる。ひどく、悲しそうな顔になる。

「…………」

「サイトヒメアに負けて……消えちゃうのに」

　その言葉に、大兎は困ったように、答える。

「だって俺、おまえのこと……」

「うん……覚えてないもんね」

「ああ」

「それに、覚えてくれてたときも、大兎はヒメアを選んだから……だからそれは、仕方がないことだけど……」

「…………」

「でも、仕方ないですませられない。そんなに簡単に気持ちをあきらめられない。私、大兎が好きなのに。こんなに好きなのに……」

　そこで彼女のしがみつく力が、強くなる。ぐっと強くなる。普ふ通つうの人間なら、内臓が飛び出してしまいそうなほどに、強くなって。

「ちょっと、おまえそれ……」

　彼女は泣きそうな顔のまま、言う。

「消えたくない」

「…………」

「消えたくないよ」

「…………」

「ずっと大兎と一いつ緒しよにいたい」

「…………」

「大兎が笑ってるのを、横でずっと眺ながめて、永遠の時を……」

「おまえ、ちょっと腕うでを、放……」

　が、そこでハルカは離れた。

　彼女は笑ってる。

　泣きながら笑ってる。

　そして、

「大兎、大好き」

　と、また言う。

　それに大兎は、答える。

「……俺は……その気持ちには答えられない」

　するとハルカはこちらを見つめる。涙でぐちゃぐちゃの顔で、唇くちびるを噛かむ。なにかを我が慢まんするように顔を歪ゆがめ、それから必死に笑え顔がおを浮うかべて、

「ご、ごめんね大兎。迷めい惑わくばっかりかけて」

「…………」

「こんなふうにされたら、大兎も困るって、わかってるのに私……」

「…………」

「でも、でも、負けたくないよ……ヒメアに負けたくない」

「…………」

「だって私も……私も、大兎が好きなんだもん……」

　そう言って、彼女は震ふるえる。小さな、か弱い女の子のように、か弱く震える。

　そしてそれを大兎は、見つめる。

　だが、なにもできない。

　なにをしていいのかも、わからない。

　だって彼女のことを、知らないのだ。どこかで会ったことがあるような気がするが、しかし、彼女が誰だれなのかがわからない。

　だからなにも言えないでいると、ハルカは顔を下げたまま、

「だから……大兎に、《預言》から外れる方法を、教えちゃう」

「あの人間との約束を破って、《預言》を壊こわしてやる」

　なんて、言い出す。

「え？　いまおまえ、なんて言った？」

　と驚おどろく大兎に、ハルカが続ける。

「だって、ヒメアに負けて、消えるなんて嫌いやだから。私だけ消えるなんて、嫌だから……」

　そう言って、ハルカは両手を広げる。

「いま、これから五分後。私は紅月光を《毒まじゆつ》で殺しにいく。殺すといっても、魂たましいの一部を殺すだけだけど。そして洗脳して、いじって、弟を喰らえるようにする──って、言ったらどうする？」

　それに大兎はハルカを見つめ、言う。

「助けるに決まっ……」

「助けたら世界が消しよう滅めつするよ？」

「…………」

「ここのパズルのピースが一番難しいから──この一いつ瞬しゆんに、《預言》の外に立てる可能性がある人ばかりを配置しているから、ここの手順を間ま違ちがうと、簡単に全部が台無しになる可能性がある」

「おまえは、いったいなんの話を……」

「だからあなたは、家に帰された。《鴉》の物語に、間違って介かい入にゆうしないように。だから私は、封ふう印いんされた。あなたに選ばれなかった哀あわれな女が、暴走して、世界を潰つぶしたりしないように」

「だからおまえはなにを言って……」

「でもでも、そうはうまくいかないわよ。消えたくないもん。私独りで、消えたくないもん。だから大兎、私をあなたのものにして」

「…………」

「私の体をめちゃくちゃに壊して、あなたの細さい胞ぼうの中に入れて」

　そう言いながら、しかし、ハルカの姿は薄うすく、薄くなっていく。

　存在が消えていくように、体が透すけていく。

　それに大兎は、言う。

「おまえはいったい、なにがしたい？」

　するとハルカが顔を上げて、答える。

「あと四分で、私は紅月光のところにいく。世界と友達……大兎はどっちをとる？」

「…………」

「ここでカレーを食べてれば、すべては《預言》通りに進む。頭を使わなくても、悩なやまなくても、すべてが決められたとおりに進む世界にいられる。でも、月光君を助ければ……本当に世界の滅亡は止められなくなる」

　それに大兎は、聞く。

「俺たちは、《預言》された破滅を止めようとしてたんだ。なのに、《預言》の言いなりのほうが世界が破滅しないってのは……」

　が、ハルカが遮さえぎって、言う。

「《預言》に従っても破滅はする。でも、いま月光君を助けたら、その《預言》すらない世界になっちゃうっていう話。神が決めた世界じゃない──自分で選んだ世界に」

「…………」

「ああ、でももう、私の時間はない。消えるね。私は、私の決められた役目を果たさな……」

　しかしそこで、ハルカは消えてしまった。

　まるで最初からそこに存在していなかったように、消えてしまった。

　と同時に、階段を妹が駆かけ上がってくる音がする。

「ちょっと、お兄ちゃん！　せっかく私がカレー作ったのに、食べにこないってどういうことよ！」

　なんて声が近づいてきて。

　大兎はその、声がする扉とびらのほうを見る。

　そして、

「……あと、四分？」

　そのまま、振ふり返る。

　窓のほう。

　それから考える。

　友達を救うか、世界を救うか？　そんな馬ば鹿かな問いについてじゃない。

　月光がいるのは、家か、生徒会室か？　だ。

　助けるのはあたりまえとして、いったい、どっちにいけば月光を救える？

　どっちか、わからない。

　だが携けい帯たいをかけている時間はない。本当に四分しかないのならば、全力でいっても、ギリギリの時間だ。

　窓を開ける。

　体の中の黒の力を全開に暴走させる。

　そして大兎は、

「まったく、な～んで俺が、月光なんか助けにいくんだよ！」

　と怒ど鳴なりながら、窓から家を飛び出した。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　場所は変わる。

　いつもの生徒会室。

　そこに月光は、いた。

　家で風ふ呂ろに入り、仮か眠みんをし、再び生徒会室へ戻もどって、必要な書類と文ぶん献けんの確かく認にんをしていた。

　しかしその、生徒会室の扉が開く音がする。

　その音のほうへと、月光は目を向ける。

　するとそこにはなぜか、泉が立っている。月光はその、泉のほうを見つめ、

「帰れとメールしたはずだが？」

　と言うと、それに泉はえへへと笑う。

「そうなんだけど、ね」

　なんて言う。

　そのまま彼女は教室へと入ってくる。そして月光とは少し離はなれた、壁かべ際ぎわに彼女は立って、こちらを見つめてくる。

　それに月光は泉をにらみ、聞く。

「なんだ？」

「いや、えーと、実はちょっと話したいことがあって」

「俺にはないが？」

「あは、月光ぽん、それ言うの好きだよね」

「あ？」

　と、月光は顔をしかめる。

　しかし泉はやはり、笑っている。だがその笑みが、いつものものとは違う。へらへらと余よ裕ゆうのある笑みではなく、どこか嬉うれしげな、それでいて、少し恥はずかしそうな、そんな顔をしていて。

　月光はその、泉を見つめて聞いた。

「いったい、なんだ？」

　すると泉が、言った。

　なぜか、周囲を見回して、

「美雷ちゃんは？」

「いまはいない」

　と、月光は答える。今夜、連れん絡らくがあって、あの馬鹿悪あく魔まどもとは面めん倒どうな話し合いがありそうだが、しかしそれはいまはおいておく。

　すると泉が今度は、

「あれー、じゃあリーネちゃんは？」

　などと言う。

　それに月光は目を細め、泉を見つめて聞く。

「……いったい、おまえはなんの話がしたい？」

　すると泉はこちらを見て、まるで照れているのを隠かくすかのようにまた、笑う。少しだけ顔が赤い。そしてその理由がわからない。

　月光がその、泉の赤い顔を見つめていると、彼女は勝手に話しだす。

「いや、月光ぽんがさー、今日は心残りないようにする日だーっていうからさ」

「…………」

「じゃー、それしようかなーって、私も思ってさー」

「…………」

「で、ここにきたの」

「……それで？」

　と、月光は言った。

　すると泉は微笑ほほえむ。楽しそうに、それでいてやはり、なぜか照れたような顔ではにかんで、小さく言葉を発す。

「好きって、言ったら、どうする？」

　その、あまりの突とつ然ぜんの言葉に、月光は少しだけ驚おどろいたように泉をにらみ、

「いったいそれは、何の冗じよう談だんだ？」

　そう聞いた。

　まさか一日に、二度も女に告白されるだなんて、思ってもいなかった。

　おまけに相手は、泉だ。いつもへらへら、世界を馬鹿にしたような態度で笑っている、泉がそんなことを言ってきて。

　それに、こいつ、リーネとのことを覗のぞいてたんじゃないか？　なんて少し、思う。

　だが、泉の様子は少し、おかしかった。

　まるで鼓こ動どうをおさえるように胸に手で触ふれる。顔はやはり赤く、瞳ひとみはうるんでいて。

　泉が、言う。

「そっちに、近づいてもいいかな？」

　泉は言う。

　そこで思い出す。前に泉が、病気のことを教えてくれたときの、言葉を。

　彼女はこう言った。

　自分の頭の中に何者かが入っていて、月光を殺そうとするのだ、と。

　それに月光は、そっと剣けんに手を伸のばす。

　そして、言う。

「おまえ、誰だれかに操あやつられてるのか？」

　すると泉が、笑う。

　楽しげに笑う。

　妖よう艶えんに笑う。

　そして、声のトーンが、変わる。泉よりも優やさしげな、穏おだやかなトーンに。

「あら、こんな簡単にバレちゃった」

　それに月光は笑みを浮うかべ、言う。

「やはりな。泉の馬鹿が、そんな殊しゆ勝しような顔をするとは到とう底てい思えん」

「ふふ、でも、バレたからってなにも変わらないんだけど。あなたは私の魔術にかかる」

　そこで月光は、立ち上がる。

「おまえの魔術になどかからない。俺は誰の思おも惑わくにも乗らない。運命を切り開くのは、俺だ」

　凶剣スペル・エラーを引き抜ぬく。

　が、それを泉は見ていなかった。ただ、周囲をくるくると見回す。

　それからなぜか少しだけ悲しそうに、

「そして大兎は、間に合わない、か……」

　などと言う。

　それに月光は泉を見つめ、

「大兎？　おまえは大兎の知り合いか？」

「…………」

「いったい、おまえは何者だ？」

　が、その問いに泉は答えず、独り言のように、言う。

「でも、これが私の、限界かな……選ばれなかった私の……」

「おまえは独りで、なんの話をして……」

「うるさい、《鴉からす》。あなたは、私の《毒まじゆつ》で洗脳されろ」

　そう、言う。

　そして泉は一歩、飛んだ。

　それだけで一気に月光との間合いを詰つめてくる。それはまるで、サイトヒメアが行う、魔法による移動のようにも見えた。

　そしてそれに月光は、

「だが、なんでもいい。おまえがどんなバケモノかは知らないが、泉の体から、祓はらってやる！」

　とそこで、月光は剣を放った。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　校庭の、入り口。

　そこに、大兎はたどりついていた。

　そのまま校舎を見上げる。すると生徒会室の明かりがついているのが、見える。

　さらに瞳に力を集める。

　生徒会室の中で、誰かが戦っているのが、わかる。黒い誰かと、宮阪高校のセーラー服の、誰か。

　だが、とにかく、

「おっしゃ、生徒会室で正解だったー！」

　と、再び走ろうとする。

　走るといってもいまの大兎の力なら、ここからたった、一歩で生徒会室の窓に突入できるはずだった。

　思いっきり右足で地面を蹴ける。

　ドンっと、地面に穴があき、そのまま彼は、凄すさまじい勢いで生徒会室へと飛び込んでいこうとして──

　しかし。

「まあ、待ちなさいよ」

　突然そんな声がかけられた。

　さらに腕うでをつかまれる。

「んぁ？」

　大兎はその、つかまれた腕のほうを見る。するとそこには、いつの間にやら黒守がいる。

　ふざけた帽ぼう子しに、スーツ姿。

「おまえ、手ぇ……」

　放せ、と、言おうとしたところで、

「人の恋こい路じを邪じや魔まするもんじゃないですよ」

　などと言って、黒守がぐいっと腕を引く。そのまま思いっきり地面にたたきつけられる。

　それに大兎は、反応しきれない。

「ぐぁっ」

　あっさり地面に引きずり落とされてしまう。無様な格好で二、三回地面で回転し、そのまま大兎は起き上がる。顔を上げる。

　黒守はやはり、大兎と、生徒会室の間を通せんぼするように立っている。

　それに大兎は、言う。

「どけよ」

「嫌いやだと言ったら？」

「ざっけんな。いま、生徒会室で月光が襲おそわれてる。なら助けなきゃ……」

　が、黒守は笑って、

「襲ってるのは僕の手の者です。なら、あなたをいかせるわけにはいかないでしょう？」

　などと言ってきて、大兎は黒守をにらむ。

「いったい、どういうつもりだ？」

「別に、どういうつもりでもありませんよ。僕は最初から、やりたいことを、やりたいように……」

「だからふざけたことばっか言ってんじゃねぇって言ってんだよ。どかなきゃ、おまえ殺すぞ」

「あはは、暴走状態のあなたは、気が荒あらいですねぇ。でも、いいですよ。やれるならやってみなさい。僕は一生懸けん命めい、防ぎますから」

　なんて、言う。

　そしてそれに、大兎は笑う。

　楽しそうに笑う。

　いや、心底楽しい気分になる。

　だって、そんなのは無理なことだから。

　黒守程度の力では、もう、自分の中の黒い力を、押さえ込むことはできないから。

「おまえ、死んでも知らねぇからな」

　と、大兎はさらに、体の中の黒を、増やす。自分の感情が、ぎりぎり残る、限界まで。自分の思考力が、ほんのわずかに残る、限界まで。

　そしてそれを見て、黒守が言った。

「いやぁ、すごい。自分で作ったものながら、やはりその力は、すごい。触れただけで消し飛ばされてしまいそうだ」

「なら、邪魔ヲするな……キサマの存在ごと、ケすぞ……」

　大兎はそう、言う。

　だがもう、殺したくて、殺したくて仕方がなくなってしまっている。

　すべてのものに、無を。

　無を。

　無を。

「でも、どきません。僕を殺せるものなら……」

　無を！

　大兎は黒守に襲いかかった。

「ぐ、ぐ、グガァアアアアアアアアアア!?」

　自分の口から、人のものとは思えない咆ほう哮こうがあがる。

　だが、黒守は笑っている。

　にやにや笑っている。

　だがその笑えみも、一いつ瞬しゆんだ。

　あの笑みごと。

　首ゴト、命をもぎとってやる。

　大兎は腕をあげる。その腕で、黒守の首をなぎ払はらおうとする。

　だが、黒守が言った。

「テュポンの剣けん」

　それは、大兎が持ち帰った剣の名前のはずだった。異界に棲すむ大きな蛇へびを串くし刺ざしにし、動けなくしていた剣だ。

　その剣が、地面から突とつ然ぜん現れる。大きさは、大兎が持ち帰ったときとは、違ちがった。

　電柱くらいの太さになっている。

　それが黒守の足あし下もとから跳はね上がってきて、大兎の胸に、刺ささる。なにかしらの封ふう印いんが注入されてこようとする。

　だが、大兎は気にしない。

　傷はすぐに修復する。

　死んだところで六回までは耐たえられる。

　黒守程度が自分と戦えるはずがないのだ。

　だから気にせず、腕を振ふるおうとするが、その腕に、

「エウレゴールの鎌かま」

　と、黒守はまた言った。

　すると空間が歪ゆがみ、赤い光が瞬またたく。そしてそれだけで、大兎の右腕が切り裂さかれ、飛ぶ。

　そしてそれに、大兎は少しだけ、驚おどろく。なぜなら、そのエウレゴールの鎌というのも、大兎が持ち帰った力のはずだったから。

　エデルカの主あるじからもらった情報をもとに、大兎が異界から集めてきた力のはずだったから。

「ナぜ、ソレを……」

　と、大兎は自分の、失われた腕を見て、呟つぶやく。だが、そんなことを言っている場合じゃなかった。腕を再生しなくては。目の前の男を殺さなくては。

　そして生徒会長を──

　仲間を──
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　月光を、救わなく──

「クロフトの光」

　黒守が手を上げて、言う。

　それも大兎が集めてきた、魔術。

　青い光が弾はじける。それで大兎の、上半身が吹ふっ飛ぶ。

　意識が一瞬消え、それから上半身が修復されて、戻もどる。

　しかしそれで、暴走状態が一度解けてしまっている。

　だが、黒守の攻こう撃げきは終わらない。真っ直すぐこちらに迫せまってきている。その動きは、決して速くない。大兎が力を増ぞう幅ふくしていれば、負けるはずのない相手なのに、なぜか完全に追い込まれてしまっていて。

「くそっ」

　と、大兎はうめく。

　慌あわててもう一度、黒ウサギの力を暴走させようとする。

　しかし、黒守が左手で首をつかんでくる。大兎はその腕をつかんで、引きちぎろうとする。するとあっさり、千切れる。黒守の腕は千切れる。

　だが、黒守は笑って、

「そっちはフェイントだよ」

　右手が胸に、刺さる。そしてなにかをつかまれたのが、わかる。それが一瞬、なんなのかはわからなかったが──

　黒守が、言った。まるで大兎の体の中に話しかけるように、

「やあ、ヴィショウブ・エレランカ……いや、ニャン吉きちってのが、最近の呼び名だっけ？　約束の時間だ。おまえの力を、使う。黒いウサギの体を、呪のろえ」

「……なっ」

　しかし声が出たのは、そこまでだった。

　全身が痛み始める。あまりの痛みに、絶命してしまいそうなほどの痛みが。

　さらに肌はだの上に広がっていた、黒い文字が、急速に白く染まっていく。黒ウサギの力が、呪われ始めたのだ。

　体が重い。

　ひどく重い。

　立ち上がれないほどに、重い。

　だから大兎は、地面にくずおれるように、沈しずんでいく。

「くそ、なんで、なんで……」

　するとそれに、黒守が答える。

「それって……なんで、自分が集めてきた魔術や兵器が、僕に使われちゃってるのかって、ことかな？」

「…………」

「もしくは、ニャン吉が裏切った理由に対して、なんでって言ったのかな？」

「…………」

「でも、ニャン吉は裏切ってないよ。ただ、最初っからこうなるよう、プログラムされてただけで、ニャン吉の意志はそこに存在しない」

「…………」

「テュポンの剣も、エウレゴールの鎌も、クロフトの光も……いや、これら全部が、最初っからそうプログラムされてた。君をここで、食い止めることができるように。それだけのために……」

　と、黒守は両手を広げる。

　すると校庭中の地面から、一いつ斉せいに、ありとあらゆる魔導具が現れる。

　数は百を超こえる。

　どれもがとんでもない威い力りよくを秘ひめた兵器で──そしてそれはすべて、大兎が集めてきたものだった。

　ヒメアを守るために。

　エデルカの主に、『ヒメアを守ることができる力』を願って、手に入れた魔ま導どう具ぐだった。

　だがそれに、黒守が言う。

　楽しげに言う。

「君はサイトヒメアを守れる力を、エデルカに望んだ」

「…………」

「だからニャン吉たちを含ふくめたこの魔導具たちは、いま、サイトヒメアを守った」

「……なっ……」

　が、それを遮さえぎって、黒守は続ける。

　背後の、生徒会室を指さすようにして、

「だっていま、月光君を生徒会室で襲おそってるシグレハルカは、サイトヒメアの敵だから。君がいま、シグレハルカに会うことを、サイトヒメアは最も嫌きらうから……だから魔導具たちはサイトヒメアを守った。君がエデルカの主に、願った通りに」

　とそこで、黒守は生徒会室のほうを見上げ、

「あ、終わった……これでもう《預言》は分ぶん岐きしない。全部が計画どおりだ」

「…………」

「彼女も、哀あわれな女だよねぇ。君に選ばれなかった段階で、力を失って《預言》に組み込まれてたのに。彼女の行動はすべて、《預言》で見ることができたから対応できちゃうのに……最後の、最後で、無様にあがいた」

「……おまえは」

「そうそう、魔導具は全部、返すよ。いまの戦いで、役目を終えたから。君の浮うわ気きから、サイトヒメアを守ることができた」

「う、浮気って……」

　そこで、黒守は去っていく。

　その代わりに校庭の中央あたりに、一人の少女が立っている。

　ひどく美しい少女が立っている。

　ヒメアだ。

　彼女は不安そうな顔をしている。

　泣きそうな顔をしている。

　その表情は少し、さっきシグレハルカと名乗った少女に、似ているところがあるようにも、見える。

　その、ヒメアが言った。

「大兎、ハルカを抱だいたでしょ？」

「……え」

「においも、かいだでしょ？」

「いや、その」

「そしたらあの子のこと、好きになった？」

「…………」

「私じゃなくて、あの子のこと……」

「ちょっと」

　と、大兎は立ち上がった。そのときにはもう、体は動くようになっていた。その、自分の体に意識を向ける。

　心で、ニャン吉に声をかける。

　──ニャン吉、無事か？

　すると胸の奥で声がかかってくる。

『わ、わしの力を、勝手に使われたに』

　──ああ、それは疑ってないよ。無事かだけ、心配──

　が、無視でニャン吉が言う。

『あいつ、人じゃないに。主あるじの中のバケモノよりも、もっと質たちが悪いに』

　なんて言って。

　それに大兎は、去っていった黒守のほうへ、目を向ける。

　そして、

「見りゃ、わかるよ……ってか、状じよう況きよう変わったなぁこれ。黒守があんな強いとなると……この学校で起きてることは、なんだ？　ほんとに《軍》は、崩ほう壊かいしてんのか？　それに、ヒメアのことも。黒守はまるで、ヒメアのことを全部知ってるかのようだった。まるでヒメアのことは仲間だと言わんばかりだった」

　と、大兎はヒメアのほうを見る。

　すると彼女はやはり、不安げな顔をしていて。

　その、彼女に聞く。

「なあヒメア」

「うん」

「俺に、秘密ある？」

　すると彼女の表情が、さらに不安そうに、泣きそうになって、

「……うん」

　と、うなずく。

　そしてそれに、

「だよなぁ」

　と、大兎はうめくように言う。

　それから学校の、生徒会室のほうへと目を向ける。だが、もうそこには誰だれもいないように見えた。明かりはついているが、人の気配はない。

　あそこで起きていたなにかは、終わったのだ。

　結局、自分は間に合わなかった。

　それに大兎は、そのまま視線を、空へと向ける。

　今日は雲が多いせいか、星は出ていない。

　月も雲に隠かくれてしまっていて、暗い。

　その、真っ暗な空を見上げて──

「あ～、こりゃまじぃな。あの黒守の余よ裕ゆうな顔。《預言》はもう分岐しないって話。全部予定通りって言ってたけど……」

　そこでヒメアを見て、大兎は言う。

「黒守の予定通りってのは、いい予定なの？」

　そうヒメアに聞くと、それにヒメアは少しだけ嬉うれしそうに笑って、

「えと、んと、私と大兎は大丈……」

「じゃあ月光は？」

「…………」

「泉は？」

「…………」

「美雷や、セルジュやハスガは？」

「…………」

「俺の妹はどうだよ？　今日は最後の解散日だから、家族に会ってきたいよねって、おまえ言ったよな。じゃあ、やっぱ最後の日なのか？」

「…………」

「答えろヒメア。いったいこの世界はどうなる？　俺の仲間は？　家族は？」

「…………」

「おまえ、ずっと俺に嘘うそついてたのか？　俺が怒おこるような嘘を、ずっとずっとついてたのか？」

「……そ、それは」

「早く、答えろよっ！」

　と、怒ど鳴なった。

　それにヒメアは、びくっと震ふるえた。

　そして困ったように、

「わ、私も、記き憶おくが戻もどったのは、今日のことで……」

「じゃあなんですぐ言わない」

「…………」

「おまえ、俺をいいように使おうと……」

「ち、違う！　私は……私は、大兎の、ために……」

　ヒメアは泣きそうな顔で、言う。

　怯おびえた顔で言う。

　だが、大兎は遮って、言った。

「俺のためって、なんだよ。ンなこと頼たのんでねぇだろ。なにも話さないで、秘密、秘密、全部秘密で、やってけるわけねぇだろうが！」

　そう怒鳴ると、ヒメアはそれに、口を閉じた。

　彼女の綺き麗れいな、真しん紅くの瞳ひとみに、涙なみだが溢あふれる。

　だが大兎はヒメアをにらみつけて、言った。

「なに隠してる？」

「…………」

「おまえはなにを抱かかえてる？　なにに怯えてるんだ？」

「…………」

「いま、すぐに全部話せよ。じゃなきゃ俺たちは……」

「ま、待って、話すから」

　と、ヒメアは言った。

　震えるような、かぼそい声で言った。

　その、彼女を見つめ、大兎は聞いた。

「いったい、どうなってる？」

　するとそれにヒメアは、ためらうように一度口を閉じ、だが、意を決したように、答えた。

「……た、大兎は、忘れちゃってるから」

「忘れてる？　なにを？」

「記憶を」

「…………」

「大事な、記憶を」

「なんの記憶だ？」

「全部の。すべての、始まりの──これは、全部大兎が望んだことで、私は……私は大兎が好きだから、それを一生懸けん命めい手伝ってて……」

「はぁ？　ちょっと待て。おまえいったい、なんの話を……」

　が、ヒメアはこちらを見上げ、

「遠い昔にクロスと契けい約やくして──《預言》を書いた神を殺して未来を消したのは──大兎……あなたなのよ？」

　そんなことを、言ってきてしまって。

　そしてそれに、大兎は──

　いや、月の裏側で生まれた、《最古の魔女ラミエル・リリス》に造られた木で偶く人形は──




　クロガネ・タイトは──

　目を、大きく見開いた。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　場所はまた、戻る。

　時間も少し、戻る。

　生徒会室。

　いつもの生徒会室。

　泉の姿をした、女が襲おそいかかってくる。

　その動きは、速い。あきらかに泉のものではない。

　それに月光は剣けんを放ちながら、

「くっ、相手が何者かわからない状態で、戦うのは無理か」

　と、呟つぶやく。

　そもそも、敵の体が、泉なのだ。なら、傷つけるわけにもいかなかった。凶剣スペル・エラーなら泉には傷つけずに、敵だけを攻こう撃げきすることもできるが、凶剣スペル・エラーが効きかない可能性もある。もしそうなら、他ほかの武具を使うことになるか、そうなった場合、泉の体には、傷がつく。
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「くそ」

　それに月光は、顔をしかめる。

　だが、相手の攻撃は止まらない。

　目の前の女が、呟く。

「《毒まじゆつ》よ……」

　すると泉の体が一瞬、紫むらさき色いろにきらめく。さらに口元に、牙きばが生えてくる。

　それに月光は剣を振ふるう。

　だが、泉はその剣をあっさり受ける。そしてそのまま突とつ進しんしてくる。

　凶剣スペル・エラーには、泉の体に傷をつけるな、と命令しているので、泉の突進を、まるで止めることができない。

　泉は口を開く。

　牙がきらめく。

「くそ……ここは一度、逃にげるぞ！」

　月光は一歩、後ろに下がる。

「開け」

　と、《聖地》に命じる。

　すると《道み程ち》が開く。

　月光の背後に、《道み程ち》が開く。

　だがそこで、

「逃がさない」

　泉が言った。

　そして彼女の体が、加速した。

　さっきよりも、何倍も速い。予想よりも、何倍も速い。そして泉は、月光の手に、喰くらいついてくる。

　右手に。

　泉を牽けん制せいするように放っていた、凶剣スペル・エラーを持っている、手に。

「…………」

　そしてそれを、防ぐことはできたはずだった。

　凶剣スペル・エラーを振るえばよかったのだ。泉を傷つけるつもりで、剣を振るえばよかったのだ。

　だが、それができなかった。

　泉を傷つけることができなかった。

　なら、剣を放してもよかったかもしれない。武器を、捨てれば、もしかしたら牙を受けずにすんだかもしれない。

　だが、そのどちらもできなかった。

　一瞬の判断で、すべてが決まってしまった。

　凶剣スペル・エラーは、捨てなかった。

　泉は、傷つけなかった。

　だが。

「ぐぅっ」

　手に、泉の牙が、突つき立つ。皮ひ膚ふを破り、体の中まで、牙が入ってくる。

　さらにその牙からなにか、よくないものが体の中に注入されていくのを、感じた。

　そして、なにもかもが変わったのがわかった。

　世界と、そして自分の体内を構築している、なにもかもが変わったのがわかった。

　かかったのだ。

　呪のろいが。

　かかったのだ。

《毒まじゆつ》が。
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　それに泉は、悲しそうに笑う。

「ああ、これで……これで私の存在価値が、終わっ……」

　が、無視で月光は、泉の肩かたを蹴けった。自分から、引き離はなした。

　そしてそのまま、体を倒たおれさせるように、後方へと飛んだ。

　体の後方には、次元の歪ゆがみがある。

《道み程ち》が開いている。

　そしてその《道み程ち》をくぐって、彼は異界へと、逃げる。

　泉は追ってこないようだった。

　だが、無視して月光は、

「閉じろ」

　と、《道み程ち》を閉じる。

　生徒会室とこちらの、《道み程ち》を塞ふさぐ。

　そしてそのまま、

「…………」

　彼は、倒れた。

　倒れたまま、ぐったりと空を見上げる。

　だがそこの空は、あきらかに地球のものではなかった。

　空は稲いな妻ずまを帯電し続けている黒い雲だけに覆おおわれている。

　そして光源は、その稲妻だけだ。

　目が眩くらみそうなほどに何度も、何度も、何度も、空には稲妻が弾はじけていて──

「はぁ……魔界マクアエに、ついたか……」

　と、体をあげようとする。

　だが、いまいちうまく動かない。全身が疲ひ労ろうしてしまっていて、起き上がる力がない。

　それが一時的なものか、それともずっと続くのか、それはわからないが、

「……判断ミスした。泉を、殺すべきだった」

　と、彼は呟く。

　おそらく自分には絶対できなかったであろうその選せん択たくを、呟く。

　だがそこで、

「そーんなことする男だったら、娘むすめを嫁よめにやったりしないから、あんたの選択は正しかったと思うけどねぇ」

　なんて声が、響ひびく。

　スクラルドの声だ。

　それに、月光は動きにくい体を無理矢理動かして、そちらを見る。

　するとやはり、そこには雷いかづちの王がいた。

　宙空を舞まう稲妻状の髪かみ。

　金色に輝かがやく瞳ひとみ。

　まるで外套マントのような形をした稲妻を纏まとい、それがバチバチと風になびいている。

　雷神インドラの末まつ裔えい──アンドゥのスクラルド。

　美雷の母親だ。

　それに月光は必死に体を起こし、それから笑えみを浮うかべて、言う。

「出で迎むかえ、ご苦労」

「はは、無様な負け姿で、その態度？」

「俺は負けていない」

「でも、《月の裏側のバケモノ》の、《毒まじゆつ》を喰くらった」

　それに月光は目を細め、言った。

「……ほう。泉の中にいたのは、《月の裏側の神》か」

《月の裏側の神》というのは、《天てん魔ま》と対立していた、地球の外の、バケモノのことのはずだった。

　そしてヒメアもその仲間のはずだったが、

「……じゃあサイトヒメアが、裏切ったか？」

　と聞くと、スクラルドは肩をすくめる。

「わからない。全部わからない。なんか、《預言》って、調べれば調べるほどすっごく底の浅い、誰だれかの欲望の上に展開してるように思えるんだけど、なのに術式が複雑で、読み切れないから……」

　なんて、言う。それからにやにや笑って、

「だーから、ちょっとアプローチを変えようかなぁと思って。欲望に力で対たい抗こうするんじゃなくて、欲望で対抗しちゃうぞーっと」

「欲望？」

「そそ。食欲。性欲。金きん銭せん欲。名めい誉よ欲。睡すい眠みん欲。排はい泄せつ欲。もう、なんでもいいけれど、とにかく、生存欲求よねぇ、一番強いのは」

　と、言う。

　それからスクラルドが、両手を広げて、言う。

「というわけでー、あたしができる、最高のプレゼントを月光君に用意しましたー。さあ、欲望のままに手に入れて、世界を変えなさい」

　なんて、言う。

　そのまま一歩、スクラルドが横にずれる。

　すると彼女の背後に、一人の少女が立っているのが、見える。

　やはり稲妻のように弾ける金色の髪に、ちょっと露ろ出しゆつの多い、ドレスのような服。さらに珍めずらしく薄うすい化け粧しようをした、美雷が、そこで恥はずかしそうに立っていて。

　彼女はこちらを見る。

　それからなぜか、慌あわてて目をそらす。

　もう一度こちらを見る。そして恥ずかしそうに顔を真っ赤にして、

「あ、あ、あのあのあの、ゲッコー、あの、私……変じゃ、ないかな？」

　なんて、言ってきて。

　それに月光は目を、みはった。

　あの小学生にしか見えないガキ悪魔が、妙みように女らしく、美しく見えて。

「…………」

　そこでスクラルドが楽しげに、

「あ、あ、いまかわいいと思った？　ミライをかわいいとか、そう思った？　んじゃ、喰えー！　そうすりゃ、ものすごい力が手に入るぞー」

　などと、言う。

　明るく言う。

　そしてその、もう、常識がまるでなさそうな（というか、悪魔に常識を求める方がどうなのか、というのは自分でも思うが）、そんな美雷の母親を見上げ、半眼で月光は言った。

「おまえ、鬱うつ陶とうしいな」

「あはは、あんまナメた口きくと殺すぞ人間」

「ちょ、ママー！」

「なんつってー。でもまあ、あれだよね。さすがにママの前でーってわけにはいかんしねぇー。じゃ、あとは若い二人にまかせて～」

　と、スクラルドは、しゃがむ。そのまま飛ぶ。

　それだけで、彼女の体は吹ふっ飛ぶように、いなくなってしまう。なんの説明もないまま、いなくなってしまう。

「…………」

　その、ふざけきった態度の雷かみなりの悪魔がいなくなった場所をしばらく見つめ、月光は、

「いったい、なんなんだ」

　うめくように言った。

　それから美雷を見る。

　彼女はやはり、ちょっと恥ずかしそうにしている。

　その、美雷に聞く。

「で？　おまえはなにをしろと言われてる？」

　すると美雷はこちらを見て、

「んと、えと」

「ここで、なにをしろと言われてる？」

　と、聞く。

　するとそれに、彼女は答える。

「え、えとね、あの……恋こいをしろって」

「誰に？」

「わ、私が好きな、人に」

「それで？　おまえは俺が好きなのか？」

　そう、月光は問いかける。

　するとそれに、美雷はさらに思いっきり、顔が真っ赤になる。

　その彼女のあからさまな様子に、月光はうんざりしたように、言う。
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「ああ、もう答えなくていい。おまえの気持ちはわかった」

「え、え、なんで？　ゲッコーってエスパー？」

「違ちがう。だが、とりあえず、家に帰るぞ。詳くわしい話はそれからだ」

「え、でも……あの、答えを……」

「あ？」

「そのその、あの、あたしも《預言》、見たから……リーネちゃんが告白したときは、ゲッコー、だめだって……言ったから」

　などと、言う。

　それにもう、月光は頭を抱かかえたくなる。なぜこの馬ば鹿かに、《預言》なんて見せるのか、と。

　それに美雷が、ちょっとだけ不安そうな顔で、言う。

「わ……私は、ゲッコーに愛されなければ、もう、人間の世界に、いけないんだ」

「…………」

「ゲッコーが私を選んでくれなければ、協力する意味ないから、もういっちゃダメだって、ママが」

「…………」

　するとそこで、美雷はこちらをちらっと見て、急に不安そうな顔になってから、

「あ、あ、でもね、あのね、ママに逆らってあたしね、ゲッコーといってもいいってね、その、思っ……」

　が、そこで月光は遮さえぎって、

「ああ、まったく、うるさいなおまえは」

「あう？」

「いいから準備して、俺と一いつ緒しよにこい。おまえは俺のものだろうが」

　とそう、言った。

「…………」

　それに、美雷がこちらを見る。目を、大きく見開き、驚おどろいたような顔をする。それから恥ずかしげに顔を真っ赤にしてから、嬉うれしそうに笑って、

「うんっ！」

　と、叫さけぶ。

　そして、

「んとねー、あのねー、んとねー」

　と近づいてきて、

「あたし、ゲッコー好きー」

「うるっさい」

　と、近づいてくる馬鹿の顔を、押して自分から引き離はなす。

「えええええええ!?」

　と驚く美雷に向かって、

「いいからおまえは、さっさと家に帰れ。開け、開け」

　と、月光は二回呟つぶやく。

　すると《道み程ち》が二つ開く。

　一つは校庭へと向かう《道み程ち》。

　さらにその校庭の《道み程ち》の前に、もう一つ《道み程ち》を開く。

　自宅への《道み程ち》だ。

　それもそれは、美雷の部屋だった。

　そしてその、美雷の、散らかりきった部屋を彼女は見て、

「……え、えと、んとね、あの、ゲッコー、あの、あたし掃そう除じちゃんと出来るようになろーっと最近思っ……」

「思ってないでいま掃除しろ」

　と、彼女を蹴けり飛ばして家に帰らせる。

　そして自分も、《道み程ち》を通って帰ろうとして、しかし、足を止める。

　振ふり返る。

　そして、言った。

「あいつは俺が持って帰るぞ。いいか？」

　するとそれに、どこからか声が返ってくる。

「大切にしてくれるなら」

「やっぱり見てたか、くそ悪あく魔まが」

「あはは」

「で？　結局どういうプランだ？　どう《預言》を回かい避ひする」

「それはあなたが考えなさい。あなたにだけはその、力があるはずだから」

「…………」

「ミライにはあたしの力を譲じよう渡とした。ほとんどの悪魔たちも、ミライに従うでしょう。そうなるよう、手配した」

「…………」

「だから、あなたがミライを大切にする限り、あなたは魔界マクアエの王よ」

「そうか」

「そう。その力をどう使うかは、あなたに任せる。あ、でも、ちゃんとミライと契けい約やくしなおしてね」

「あ？」

「夫婦の契ちぎりを──命の契約を。じゃないと、力は使えるようにならないから」

「ちょっと待て。夫婦の契りっていうのはいったいなんだ？」

「あはは、なんでしょう？　子供じゃないんだから。自分の頭で考えなさい」

「おまえ、ふざけるんじゃ……」

　が、それを遮って、彼女は言った。

「まあ、とにかくあなたに、未来を任せたから。ちゃんと切り裂さいてちょうだい」

「…………」

「じゃ～……帰れ。目め障ざわりだぞ、人間」

　なんて、楽しげに言ってきて。

　それを月光はうんざりと見上げ、それから、ため息をつく。

　振り返り、《道み程ち》をくぐる。

　それであっさり、家に戻もどる。

　生徒会室で《月の裏側の神》からの刺し客かくに噛かまれたり、魔界にいったりと忙いそがしかったのに、あっさり日常の風景に戻る。

「…………」

　その、いつもの美雷の汚よごれた部屋を見つめ、それから部屋を出て、廊ろう下かを抜ぬける。

　すると美雷は居間にいる。

　やはりさっきの、綺き麗れいなドレスのような服を着ていて。

　妙みようにそわそわしたような、恥はずかしそうな顔でこちらを見ていて。

　月光は、言う。

「その顔をやめろ。あと、おまえは俺との再契約に、なにをするのか、知ってるのか？」

「う？　その、し、知らない」

「なんで知らないのにそんなにそわそわしてる」

　すると美雷はちょっと慌あわてたようにひとり体を動かし、それからこちらを見つめて、

「……えと、あの、その……げ、ゲッコーが、私のこと、好きって、あの……言ってくれたから」

「……ちっ」

「なんで舌打ち!?」

　と、美雷は相変わらず一人うるさい。

　とりあえずそれを無視して、月光は進む。ソファに座る。

　それから、

「美雷」

「あう？」

「コーラ」

「あ、あ、あたしも……」

「好きなものを飲め」

「やったぁああああああああ！」

　とドレス姿でキッチンに駆かけこんでいく美雷を見つめ、そして、

「契約、契約……」

　と呟く。

　それから、

「《預言》……《毒まじゆつ》……《鴉からす》……《月の裏側の神》」

　そんなことを呟いていると、美雷が戻ってくる。

「はいゲッコー、これ」

　とコーラを渡わたされたので、受け取る。

　コーラを飲む。

　疲つかれているときの一口目は、いつも信じられないほどにうまい。

　その、月光の顔を見て、美雷は嬉しそうにニコニコ笑う。となりにちょこんと座る。ドクターペッパーを飲む。

「ぷはー」

　と、美お味いしそうに声をあげる。

　その、横で嬉しそうに座っている美雷をしばらく無言のまま見つめ、

「…………」

　それから、月光は言った。

「……なぁ美雷」

「うん？」

「とりあえず、俺と契約をしなおすか」

　するとそれに、

「え？」

　と、美雷は顔をあげる。

　ちょっと緊きん張ちようしたような顔になる。




　それを月光は見つめ、それから、部屋の時計を見る。

　時刻は夜九時を過ぎたあたり。

　もう、三時間もすれば、今日が終わる。

　そうなれば破は滅めつまではあと四日。




　残り時間はあと、たった四日。

　その中で。その、残された少ない時間の中で。

「せめて、できる限りのことをしよう……」

　そう言って月光は、美雷の手をつかんで、立ち上がった。








　あとがき




　はい、やってきました『いつか天てん魔まの黒ウサギ11』！

　みなさま、いかがでしたでしょうか？

　今回はもう、七割くらい伏ふく線せんが回収されていってしまっている大変な巻で、書くのもものすごい速さでした。

　やっぱこう、伏線がたたまれ始めると、書くことが多くてぐわーっといくね。

　ぐわーっと。

　というか、このあとがきの前のページからしてもう、大変なことになっているので、あとがき先読み派の方は、お気をつけて！

　いやーでも、もう、読んでくれた方はわかると思いますが、ほんとにうわー、うわーって言いながら書いています（作者がそれでいいのか（笑））

　それをみんなが楽しんでくれているといいなーと、願っています。

　そして『いつ天』は、クライマックス。

　おそらくたぶん、あと一冊──書き切れなければ二冊で完結までいけると思うので、みなさま、どうか最後まで、最後までお付き合いしていただけると嬉うれしいです。

　大たい兎とが、ヒメアが、月げつ光こうが、美み雷らいが、《預言》を回かい避ひすることができるのか!?

　新しい未来を作ることができるのか！




　みんな、応おう援えんしてね！




　ってね、いま書いたけどね、いつ天の原げん稿こう書いてる最中にさー、『新しい未来を作ることができるのか！』って書くとさ、必ず最初に、『新しい美雷を作ることができるのか！』って、変へん換かんされて、わざわざ戻もどって書き直す必要があるんだよねー。

　新しい美雷とはいったいなんなのか！（笑）

　という話を伏線にしつつ、次の話をします。この話を覚えててね。







　じゃ、次の話。

　実は先々月あたりに発売した、『大伝説の勇者の伝説12』のあとがきでも書いたのですがー、こそっと新作を始めております。

　それも、あの超ちよう有名な漫まん画が雑誌『ジャンプＳＱ．』様で、原作＆脚きやく本ほんで、『終わりのセラフ』という漫画の連れん載さいを、山やま本もとヤマトさんを相棒に、させていただいております。

　すでに読んだことあるよって方は、ありがとー！　これからーって方は、よろしくお願いします！　なんか非常に好評のようで、ほっと一安心しているのですがー。あ、でも、みんなアンケートお願いしまーす！（笑）




　と、宣伝をしたところで、伏線の話。

　んとね、『終わりのセラフ』には、吸きゆう血けつ鬼きが出てくるんです。ヴァンパイアと日本刀で戦っちゃうような作品なんです。

　でね、その脚本を書いてるわけなんですが、『いつ天』を書きあげたあとに脚本に入ると、




　吸血鬼の背中から刀で突つき刺さす。

一いちの瀬せ「きーきーうるせぇよ、ヴァンパイア」




　というシーンを書いたとしてね。

　すると、こんなふうに勝手に変換されます。

　吸血鬼の背中から刀を突き刺す。

一いちの瀬せ「きーきーうるせぇよ、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》」




　突とつ然ぜん、ヒメアでてきたぁあああああああああああああ！（笑）

　そしてヒメアは吸血鬼じゃないので、

ヒメア「は？　人間風ふ情ぜいが私になにをしたの？」

　と、大変な新しいバトルが始まってしまいそうですが、当然バックスペースで消して、ヴァンパイアに書き直します（笑）

　あと、日本帝てい鬼き軍っていう組織がでてくるのですが、日本帝鬼《軍》って変換されて、慌あわてて《　》を外すとかね。

　複数作品書いていると、辞書機能を作品ごとに切り替かえられたらいいのになーと思うことがあるーという、そんな話でした。

　一番爆ばく笑しようしたのは、ええと、『崩雨みすみ』って魔ま法ほうが、僕が書いてる別作品、『伝説の勇者の伝説』にあるのですが、『いつ天』で、月光の内面描びよう写しやを書いてるときに、




　みすみすそれをやらせるわけにはいかない──という文章が、




「求めるは水雲〉〉〉・崩雨みすみ！」すそれをやらせるわけにはいかない。




　と、辞書に登録されていた呪じゆ文もんの詠えい唱しよう部分まで一気に変換されたときです。その瞬しゆん間かん、僕はこう言いました。

「月光いきなり伝勇伝の魔法唱えたんだけど、いったいどうした!?」




　でも、月光は勉強家なので魔法使えるようになりそうよね。どうなんだろうね。

　とかなんとか言ってるうちに、スペースが埋うまってきましたー。

　とりあえずは、あれです。なんか、他社作品もあわせると、ちょっぴり月刊鏡かがみ貴たか也やが始まります。




　２０１３年１月４日！

『ジャンプＳＱ．』様から出ている『終わりのセラフ』のコミックスが発売します！




　さらにそれと同時発売で、『終わりのセラフ　一瀬グレン、16歳の破滅（仮）』というまた違ちがうストーリーが書かれた小説が講談社ラノベ文庫様で出ます！（もちろんこちらも僕が書き下ろしてます。ってこれ、なぜか集英社＆講談社コラボ企き画かくなのです。なんだそれ！）




　で、それが発売したなーと思ったら、２月。

『大伝説の勇者の伝説』の新刊がでちゃうぜ！




　で、その後『いつ天』のクライマックス祭りが始まるぜ──ってスケジュールまで、担当編集山やまちゃむから提案されていますが、

「そんなさきのスケジュールまで考えたくなぁあああああああい！」

　と叫さけびながら、こつこつ原稿書いております。

　でも、来年も頑がん張ばるので、みんなよろしくねぇえええええええええ！







　鏡貴也のツイッター　https://twitter.com/kagamitakaya/

　鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」http://www.kagamitakaya.com/


鏡かがみ　貴たか也や













いつか天てん魔まの黒くろウサギ11




悪あく魔まと魔ま女じよと生せい徒と会かい長ちようの恋こい
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